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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き. ゲ

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 膳 板 が 、優 美 で 舗 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に

ク マ リ フ ト ( 小 型 昇 降機 ) の 楠 下 ろ し 口 の 枠 及 び 膳

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 10( )nm : 膳 板 巾 160 ・180 ・

21( )nmの 3 種 ) を 規 絡 品 と し て 制 定 し 、 全機 種 に 採

用 し ま し た 。 1元はメ ラ ミ ン 樹 脂 焼 付 仕上 げ の ボ ン

デ 鋼 板 製 です 。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 独 特 の 短 時 1111 に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工事 を得 ら れ る プ ラ グ イ ン 配 線方 式 を 採 用 し

ました 。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 開 く自 動 戸

聞 き 装 置 も 用 意

カコ' の到 着 が ひと目て' わか り 、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す。 ( 用済み後は手て' 閉めてく

だ さ L 、。 実 用新 案 出 願 中 )

⑭守マ・1 71- tl i t 討主

- 本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 2 丁 目 43番 地

T E L :  06 ( 322 )  5125 代 表

・ 東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 よ 聖 子6 ー1 イ ワ ツ キ ビ ル

T E L :  06 ( 844 )  3030 

札 幌 ・仙 台 ・新 潟 長 野 ・横 浜 ・静 岡 ・名古屋

京 都 大 阪 明 神 戸 ー岡 山 ・広 島 ・高 松

出 雲 ・福 岡 長 崎 ・鹿児島 ・那 覇

- 用 途 に 応 じ た 豊 富 な 織 種 を 用 意 し ま し た

書 類 小 物 用 、 料 理 用 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の他 防

水 ・ 防 爆 型 な ど 特 殊工 場 周 な ど。

し - 5 -. .... 10kg積

J  - 30 ・・・・・・ 30kg f  

口M - 50 ・... . ＵＰｫｧｾ＠

M - 1 0 0 ・・・・・ 100kg 早

口M - 2 0 0 ・... . . 200kg積

M - 3 0 0 ・ーー・・・300kg積

M - 5 0 0 ・ー・・るOOkg 積

S  - 1 5 0 ・・ー. .1 50kg積

S  - 3 0 0 ・・ • .300kg積

M - H  ...... ＸＰｫｧｾ 責

{高 速 型)

そ の 他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー ター

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  
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.カ11 ログご希望の方はハガキで大阪本社宛ご請求下さい

、



J  4 京都御苑内、仙洞御所の拝観

修学院離宮にひ きつづーき久々に京都御苑内の仙洞御所の拝観を願い出

ております。

仙洞御所とは天皇が譲位されたのち ，お住いになる御殿のことで，初

めは寛永5 年 ( 1628年〉後水尾天皇のために徳川家光が造営されたもの

と伝えられておりますが，その後何度も災上変遷をかさねて，安政年聞

の大火で災上した l山洞御所の建物はその後再建されず，覚永11年( 1 634

年) (ζ 小堀遠州が奉行となり ，大改造作庭を行なった庭園だけが，いま

の仙洞御所庭園の元となって残っております。

遠州好みの豪華な園池を南と北lζ もち ，見事な景観は桂，修学院ととも

に秘めたる名園といわれております。乙れを機会 lζ 多数ど参加下さい。

日 時 (A) 11月28日( 火) 午前101時40分( 集合)

(B)  1 /  11 11 午後 l 時10分( 集合)

集合場所 京都市上京区河原町「御所清和院門」前 ・目標会旗

ただし市電 ・市バス「府立病院前」下車， 西へまっすぐ

定 員 (A) ，(B) ，各25名

見 学 (A)"' l l l時→12時 ・(B)…13時半→14時半

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚に l 名限りとし， (A) か

(B) の区別 ・氏名 ・年令 ・勤務先名および所在地 ・役職 ・述絡

電話番号を記入の上10月25日( 水) までに事業課へ。ただし定

員を超過したときは抽せん lζ て決定し ，ご通知いたします。

お願い 上記修学院，仙洞御所の拝観については毎回申込者多数のた

め抽せん lζ て決定いたしており ますが，すでに拝観された方

はなるべくお申込をど遠戚願います。なお ，申込方法lζ 違反

または記入洩れの方は拙せんから除く場合もあります。

4 オール建築人ボウリング大会

日

ぷ3 』2E 

会

定

主 催 : 日 本 建築協 会

企 画 : 事 業委員 会 ，若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会

時

場

費

E ヨL

47年10月28日( 土) 集合 ・午後 O時30分，開会 ・11侍

閉会 ・4 時

ボウノレ120， ( 4階 ロイヤルフロア〉

( 大阪市西区西道頓姻通 1- 6 ・国鉄湊町駅北l∞m)

1， α)() 円 ( 3 ゲーム ・靴代含む，別 (C補助があります〉

160名( 本会々員に限ります ・年令制限なし〉

競技方法 l レーンの 3 ゲーム総得点で順位を決定します。

( 同得点の際は年長者) 1 頂とします〕

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

賞 年令別による優勝者賞のほか賞品多数 ・参加賞。

申込方法 往復はがき( 1枚 ・l 名) (ζ 限ります。( 往〉には「ボウリ

ング大会」と氏名 ，勤務先名 ，年令，生年月日 ，連絡電話番

号を明記し ， ( 復) K は宛名 ・郵便番号を記入して， 10月 15

日までに事業課宛lζ 畷います。ただし定員を超過した際は抽

せんで参加者を決めて，参加証を送附し、たし ます。

※ 詳細は 10月初め IC会員 ICはがきでお知らせします。

4 第13回関西都市・住宅会議開催

と き 昭和47年10月16日( 月〉午後 2 時- 4 時

と こ ろ 大阪市東区高麗橋筋 5 丁目50

朝日生命ホール B 階 T E L ・202- 1371

テ ー マ 「日本列島改造論」と大都市の役割

講 飾

一一地方都市育成と大都市再編成一一

主旨 ・田・・近時， 日本列島改造論が大きくク ロー ズアップさ

れ，論議の的である。もし ，日本列島改造論が実路

されるとしたら近畿圏 ，とりわけ大阪はどうあるべ

きか，幾多の問題点をとりあげて考えてみたい。

桃山学院大学学長経済学博士 竹 内 正 己 先 生

京 都 大 学 工 学 博 士 西 山 知 三 先 生

関 西 学 院 大 学 経 済 学 博 士 橋 本 徹先生

毎 日 新 聞 社 論 説 副 主 幹 宮 川 敦 雄 先 生

形式 ・内容 (1) 司会 5 分間

(2) 各講師より基調の意見 各人 10分間

(3) 各講師より意見ならびに反論各人 5 分間

(4)  質疑応答( 各講師より応答〉 50分間

(5) まとめ 5 分間

参加ど希望の方は最寄の団体へ電話またはノ、ガキ! とてお申込み下さ

いc {豆し ，満員 lζ なれば締切ります。

共催団体 臼本建築材料協会 ・大阪市街地再開発促進協議会 ・大阪住宅

建設促進協議会 ・大阪府建築士会 ・日本建築協会 ・大阪建設

業協会 ・日本建築家協会関西支部 ・日本建築学会近畿支部室

4 職 員 の 退 職

事業課長山田口佐美は 8 月31日付をもって依願退職いたしました。

なお ，職務! とついては当分の間福中事務局長が兼務いたします。

3  
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童文叫をいた だきます。



実務に直結した建築工事別説明会 ( 第 1 回)

ｾ＠ I新しい防火材料と工法について」

近年のわが国の経済成長は著しいものがあり ，乙れ! と伴なって種々の

弊害があらわれています。最近のビノレ火災における人身事故の多発など

もそのーっと考えられますa

いうまでもなく，建築物の防火の第 l 目的は人命の安全であります。

その安全確保には . 災宮ー時に建物内の人々を安全に避難階 lこ到達させる

ζ とであり . 安全に到達させるには，火災が起ってもその部分 lζ 留める

か，また火災が拡がってら延焼時間を遅らせ，避難時間を延長させねば

なりません。そのためには，着火を防止し ，火災の成長を阻止し ，煙の

発生と流動をおさえるように憐造体はもちろん，内装および装飾物など

の不燃化を図らなければならず，それには火に対する性能を十分に持っ

た材料とそれを正しく用いる知識が必要と恩われます。

ζ のような状態にかんがみ当協会といたしまして，本年度は京都大学，

堀内教授のど指導を賜わり「新しい防火材料と工法j と題して設計，施

工事務にたずさわる方々を対象としまして下記要領により説明会を開催

いたしたいと存じます。会員諸氏のふるってのと参加をお待ちします。

日 時 10月初 日( 木) 13. 30→ 17. ∞ 

会 場 大阪市西区靭 1- 118 ( 電話番号 06- 443- 5321)

大阪科学技術センタ- 4 階401号室

会 費 無料( 但し参加託持参の方 lζ 限る)

定 員 lω 名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名に 1枚限りとし ，氏名

・勤務先名及 ・役職 ・所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上 10月20日( 金) までに事業課へ。ただし

定員を趨過したときは抽せん ICて決定し ，参加証をお送りい

たします。

プログラム

開会の挨拶

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 長 業 委 員 会 副 委 員 長 三 品 哲 夫 氏

「建築の防火材料についてJ

京 都 大 学 教 授 工 学 博 士 堀 内 三 郎 氏

説明題名 ・説明者

1. 1へーベソレの上手な使い方について」

旭化成工業株式会社 2 4 J A品 ふ 長 西 山 和 夫 氏

2. 1難燃性繊維一一コーデランについて」

株式会社輿人繊維事業本あ技術品;第 2 . : : l l 長寺崎秀雄氏

3. I G & F 耐火構造工法について」

( 梁と床を一体化した新し L、耐火構造体)

大 建 立 業 株 式 会 社 エ 同 ; ぷ 長 代 理 藤 岡 喜 典 氏

閉会の挨惨

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 卒 業 委 員 会 幹 事 木 地 晴 彦 氏

説 明 要 旨

. 1建築の防火材料について」

最近の建築界のすう勢は，ますます高層化，軽量化，および工期短縮

の方向に向いつつあり，それに伴って建築材料に対しても ，各材料の本

来持っている強度や耐久性や美観上の特性などを損なわないて・，しかも

広い意味での「防火性」がますます強く要望される傾向にあるといえ

る。 ζ の広い意味での防火性の中 lこは ，1燃焼性J のほか， 1溶融性J ， 

「変形性J ， 1伝熱性」および「発煙 ・宥害ガス発生性J なとに関する

安全性が含まれ，ま た「燃焼性」の中にも， 1延焼性の発熱や発炎J ， 

日 本 建 築 協 会 会 告 - - 一一

「小火源、による引火( 着火) 性」および「表面の火炎伝走性」などが

含まれる 。 したがって ，材料の防火試験方法についても，それぞれの目

的に適した試験法が選ばれなければならないであろう。特に長近は，い

わゆる「ヒツレ火災J 時の人命損失が増加の傾向にあり ， f発煙性J と

「有害ガス の発生性」は，今後ますます重要な問題となるものと恩われ

る。乙の材料の燃焼 lζ 伴なう煙( 有害ガスを含む) の問題には， f人体

に直接有害なガスによる生理的害」と ， 1煙を透しての視認距離が小と

なる視覚的害J ，および「煙を見ただけでも恐怖心にかられて立ちすく

むといった心理的害」 の 3 方面から研究が進められている現状である 0

・ 「へーベルの上手な使い方について」

新らしい時代の建物を構成する構造材料には，強度や耐久性，耐火性

など建築の安全に関する強さが十分な乙とはもちろん，断熱 ・遮音 ・防

湿などの暮しを快適にする諸性質や，高いす法精度が要求されます。

そうした要求のすべてを満し ， しかも従来のコンクリ ート にくらべて

夢のよう lζ 軽く，工場から運んでそのまま組立てられる新らい素材，そ

れがへーベノレです。

乙れからの建築の本命商品として ，時代の脚光をあびるへ ーベルは，

より良い建物を，より短い工期で，より経済的に建てるため ，旭化成と

西独へーベル社との技術提携によって誕生しました。

へーベ〉レの出現によって，乙れまでと比較にならないほど短い時間で，

優れた性能を持つ住いの空間をつくることができるようになりました。

ゆたかな明日を築く 一一乙れがへーベ J レの願いで-す。

・ 「重量燃性繊維コ ーデランについてJ

建物を鉄筋コンクリ ー トの不燃化まで行っても，火災による人身災害

は増加しています。建築基準法，消防法で規制l以外の，無制限に持込ま

れている繊維製品が，もえぐさとなっている事例が多く，以前は天然繊

維とレーヨンしか，求むべき繊維ぷ材はありませんでしたが，合成繊維

の発達により ，難燃性の合成繊維が出来るようになりました。

興人が企業化した，コ ーデラン( ポリクラ - J レ系合成繊維) は，炎 lζ

接しても着火しにくい耐炎性と ，着火しでも炎を遠ざけるとすぐ消える

という ，優れた自 己消火性を有し，初期防火 lζ 重要な役割を果します。

消防法のカーテ ン・暗幕，東京消防庁の階段カ ーペット主主準 lζ 合格する

もので，系材自体が難燃であるため ，洗濯に耐えるものです。また ，建

築基準法では ，墜布として③および C の認定を受けています。

さらに ，初期防火でくい止められず，フラッシュオーバーの時期にな

っても ，燃焼によって発生するガスの毒性の少ない乙とは，すでに第三

者の動物実験で証明されています。

消費者人命保護が世界的動向である現在，規制の対象外の分野でも，

重量燃性繊維を設計，施工に採用していただきたいと思います。

・ f G&F耐火構造工法について」

( 梁と床を一体化 した新しい耐火構造体)

最近の超高層建築はもちろんの乙と一般建築においても ，骨組を鋼構

造とする場合が増加しています。今度大梁のメンプレン耐火被覆工法と

して「ダイロートン」を天井に使 った「梁 3 時間耐火構造体J ( 認定G

- 3041) が正式認可され大きな反響を呼んでいます。弊社は当工法と従

来から普及されている「床 2 時間耐火構造体J ( 認定 F - 2044) を一体化

したメーンブレン耐火構造工法f G&F 耐火構造工法」を開発しました。

乙れにより鋼憐造建築自体の軽EZ化，工期の短縮，乾式無公害の耐火被

覆，工費の節減，などが図られるものと確信しています。今度併せて認

可された床 2 時間 ， 1時間，屋根30分の耐火構造体とともに協会員各位

の今後の課題として提起してみたいと考えております。

建築と社会/ 1972年 10月号 l  



一 一 ー 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 大林ハウジング( 株) 八日市工場の見学と

紅葉の永源寺参拝

( 共 催 日本建築協会・大阪府建築士会・日本建築学会近畿支部)

大林組においては超高周 ピJ レから ハイ ウェイの建設まで，幅広く取り

組んでおられますが，われわれの身近な住宅で，より一層 お役に立つべ

く大林ハウジングを創立し ，最近八 日市 IL函期的な生産設備を もっ工場

を新設されました。大林組の長い伝統 と広範な技術，さらに大規模な工

場での量産技術をひと つにして合理化 された「木質大型パネルによる壁

式構造住宅」が次々と受註されつつあります。

乙の新工場を見学 したあと ，時はよし， 見事さは関西ーと称される紅

葉の名所，永夜、寺へ参る乙 とに しました。

日 時 11月10日 (金) 10.50 ( 集合) → 18.30 ( 解散)

集合場所 大阪市 ・北区 ・中之島 ・中央公会堂西表 ・目標会旗

大阪観光パス 1 台( 大林ノ、ゥジング提供)

行 程 11 . ∞→ 中之島公会堂西哀発，阪神高速→名神高速を八日市

1  C で下り ，工場へ( 車中昼食)

13. ∞→14.30 大林ハウジンタ八日市工場着，見学

14.30→15. ∞ 工 場 発，永源寺へ

15.∞→16.∞ 永源寺着 ，参拝，紅葉観賞

16.00→18.30 永源寺発→大阪駅北口着 ・解散

定 員 50名( 本会割当 20名〉

会 費 5∞円( 昼食代その他) 当日受付でいただきます。

申 込 往復はがきに限 ります。はがきは l 枚に 1: 名限り とし，氏名

2  

- 勤務先名および所在地 ・述絡色話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上10月28日( 土) までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せパj l Cて決定し ，ど通知いた します。 乙

の見学会は大林ハウジングのど厚意により催す乙と fCなりま

した。ついては同業の方はお申込をうけても ，ど遠慮願う 乙

とにいたしますから ，あらかじめと了承おき下さい。

[ 前提己〕参加決定者で当日不参の方は会費のご負担を願います。

0 大林ハウジンクA 八日市工場

所 在 地滋質県八日市市蛇溝町字長谷野11品

( 電話 07482- 2- 6255)

敷 地 面 積 94.0∞d

工場線建築面積 8. ぬOrrf

生 産 能 力 当 初 年 産 1. 21∞戸

最終 11 4.8∞戸

0 永 源 寺

所 在 地滋賀県神崎郡永源寺町字高野

宗 派臨済宗永源寺派大本山

関 山 紋室元光( 円応、国師)

そ の 他京都嵯峨の天竜寺 lζ 準ずる格式をもっ地

方随一の大寺で総門 ・大門 ・大方丈 ・関

山堂など建物が多く ，重文もあります。

特 lζ 紅葉の名所として有名であります。

昭和47年度茶室見学会 (第 2回〉

4 奈 良 の 茶 室 見 学 の 会

10月 lとは第 1回として大和小泉の慈光院の茶室を見学いた しましたが

第 2 固として奈良の茶室を ，本会名誉会員で茶室の権威であ る岡田孝男

先生のど案内で見学いた します。

見学する茶室

八窓庵( 奈良博物館境内にあり) 古田織部好み ，

珠 光 庵 ( 称 名 寺 は あ り 〉 伝 村 田 珠 光 好 み，

4 帖半合 目

4 帖半

長 閤 堂 ( 興 福 院 に あ り 〉 久 保 利t世好みの再建 2 帖

竜 松 庵 ( μ  〉八窓庵の写し . 4 帖半台目

日 時 11月18日( 土) 13.30  ( 集合) →17. ∞ ( 解散)

集合場所 奈良国立博物館前庭付近 ・目標会旗

( ただし近鉄奈良駅より東へ徒歩10分〉

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担 ・難波→近鉄奈良 片道 180円)

往近鉄難波駅より 121時8分 . 28分 . 48分 (20分毎IC特急発車)

奈良まで特急で30分所要

復近鉄奈良駅より 17時23分 . 38分. 53分特急難波行発車

案内及講師 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

定 員 30名

会 費 7∞円( 拝観料，抹茶代〉当日受付でいただきます。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・連絡Z 話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上11月 4 日までに事業課へ。ただし定員を超過

した ときは抽せん lζ て決定し ，ど通知いたします。なお参加

者で欠席された方は会貨をと負担願います。

4 修学院離宮の拝観 (予定)

本年も昨年同様，晩秋の 11月下旬を選び下記のように 2 固にわけで拝

観を願い出ておりますが，許可になるさのと予定して参加希望者を募る

ことにいたしまし7こ。

日 時 凶 11月24日( 金) 14.40 .C集合〉 →16.∞ ( 解散)

(B)  11月27日( 月) 11 ( ρ ) → 11 ( 1 1 )  

集合場所 京都市左京区，修学院正門前 ・目標会旗

( 但し ，京福電車 I 修学院J . または市ノぐス「修学院道J 下

車→徒歩約20分)

定 員 A. B 各15名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1:枚 lζ I 名限りとし . (A)か

(B)の区511] . 氏名 ・年令 ・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上10月25日( 水)

までに事業課へ。ただ し定員を超過したときは拍せん lζ て決

定 し， ど通知いたします。

''" 
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〈壁〉の原点に立ち返づじみるとき・・・・

Tたニとえ幻t瓜ま式"' 、この城壁O いく伶きに対する刻イ備蒲えとして

家臣や領民に、無言の安堵感を与えたにちがいありません。

でもいまは、端正な武将の魂がしのばれる静かな美しさを漂わせています2

こ の 城壁 が、長 い 歳 月 の あ い だ果 た し て き たf究者1] は

た だ、それだけだったで、しょうか。私たちは、長年の

風 雪 に耐えてきた堅牢さにも 、心 を 打 た れ るのです。

評判の軽鉄間仕切壁ともなると、さらに高度の機能が 一

備わっています。とりわけ 、高層ビルに要求される軽泣

不燃 ・耐民 ・遮 音・・などの厳しい条件をみたす、機能性や

性能とし、う難問まで、すでに克服している のです。むろん

です。霞が関ビル

をスタートとして

名だたる高層ビル

にも次つぎに採用

され、専門家にとみに注目されている粍鉄間仕 切壁工法。

その名はエコニースタッ ドノ f ーテ ィションシステム。マンテン

のアイディア工法です。素材の製法から工法まで、51件の

実用新案( うち申前中 2 31' 1' ) は、さしずめ独創l技術の証明書 と

いえるでしょう 。たとえばP タイプでは、鉄筋コンクリートの

兄 、コンク リートブロ ックの% という軽さ。冊以性の面では

ｾ最大 地 長時に該当すると し、われる、挫物 の府 間 変位［ｻｳ ｯ の

13車IJ12 日 卜( 鹿 山 何で も 位 面山 明 な し と

戸"": ; -(""1. 1J . J 証明ずみです。工法の タイプは、それぞれ伽性的な 4 種類。

J h円 ¥ 仁 目 ぜひ、ご研究ください。いずれも、製造的責任施工まで。

仁田里足手f i n 目 一一

円

明! -1m宅) 61.宗治づくりに

マ凶事凶

なお、ビルはもと より地下街・トンネル・ボーリング場など

にも広く採用されている、軽鉄天井下地工法( ネールロック

システム) と i陸鉄床下地工法(ネ ダコーシステム) も好評です。

* カタログを差しあげます。本 社 ・建装部 KSi 系までハガキでご諸求ください。

株 式 会 社 マ ン テ ン 本 社 〒542 大 阪 市 南 区 日 本 偽 筋3- 2 1: (0 6) 632- 1151 代 東 京 支 信 〒 136 東 京 都 江 東 区 亀 戸2- 3- 17 1: (03) 682- 3241 代

名古屋出張 所 〒 454 名古屋市中川区百船町 ト3- 4 官 ( 052) 353- 3177代 福岡出張 所 〒812 福岡市憎多区博多駅東卜 12- 26( 岩減ビル) 雷ω92) 43- 4356代 牝続出張所〒侃5 キl脇市東区北八条東 1922 官 (011 ) 741 - 8439 
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たもの。

したがって住宅団地内の通路、皇道等建築基準

法上の道路に該当しないものについては位置指

定道路の接続を認めておりません。

3 . 開発区織のとり方

イー進入道路

旗竿型開発における進入道路は恨IJ 鴻部分を含み

開発区域に算入します。( 図 1 )  

ロ. 既存の建築敷地

開発区域内に既存の建築敷地がある場合、当敷

地が位置指定道路を利用する場合はこれを開発

区域に含め、位置指定道路を利用しない場合は

開発区域から除外することができます。( 図 2 )  

ハ. 相隣接する開発

複数の事業主が相隣接する敷地を開発する場合、

客観的にみて一体の事業であるとみられるもの

はひとつの開発区域としてと り扱 います。

(図 3 )  

4 . 袋路状道路の基準

位置指定道路は原則として両端が取付道路に接

続したもので、幅員が 4 m以上あることが必要

です。ただし下記に該当する場合は一端のみが

取付道路に接続した袋路状道路とすることがで

大 阪 市の道 路 位 置 指 定の基 準

0 まえカずさ

近年大都市周辺では急速に宅地開発が進んでお

りますが、建築基準法第 43条の規定により建築

物の敷地は最低 2 m以上の接道が義務づけられ

ているために、開発区域内に道路を設置する必

要性が生じてきもす。通常このような道路は地

主が敷地の一昔11を提供して、いわゆる私道を築

造することになりますが、これが建築基準法上

の道路として認められるためには後述する位置

指定基準をみたすとともに、特定行政庁から道

路の位置指定を受けなければなりませんので注

意を婆します。大阪市においても従来から多く

の私道を位誼指定しておりますが、私道の築造

は一方では市街地のスプロール化を促進する意

味がありますので、法改正により 1000m
2

以上の

|井l発については都市計画法に基づく開発許可が

必要になりました。したがって現在建築基準法

に基づく道路の位置指定は 1000m
2

未満の敷地に

IlHられています。 ただし公共団体が施工するも

の等開発許可不要のものについてはこの限りで

はありません。

.
‘

.
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( 大阪市建築局建築指導部指導第 2 課 鞍 谷 信 保)
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図 - 5
きます。

イ 幅員が 4 m 以上 6 m未満のもので、

① 延 長 が35 m以 下 の 場 合 ( 図 4 )  

②終端が公園広場その他これらに類するもの

に接続し自動車の転回に支障がない場合( 図 5 )  

③ 延 長 が35 mをこえる場合で、終端および35

m 以内ごとに自動車の転回広場を 設けた場合

( 図 6 )  

ロ. 幅員が 6 m以上のもの。

5 . 位置指定道路の構造

位置指定道路は道およびこれに接する敷地内の

排水に必要な側溝を設けたもので、道が同一平

面で交差または屈曲する箇所( 内角 120度以上

の場合を |徐< ) には辺の長さ 2 mの二等辺三角

形の部分を道に含めてすみ切りを設ける必要が

あります。道路幅員は側溝18cmを敷地内にとり

こんだ有効幅貝( 図 7 ) とします。

自動車の転回広場については建設省告示第 1837

号に規定されていますが、大阪市では 図 8の大

きさに定めています。

また私道の管理責任を広〈積極的に知らせる意

味で位置指定道路の起終点に標識を設置するこ

とを義務っ・けています。

x  x  x  

なお最近一部の自治体で都市計画法に基づ〈開

発許可を必要とする敷地の基準 1000m
2

をひき下

げる動きもでていますので注意して下さい。

0 位 置 指 定 基 準 の 要点

道路の位置指定基準については建築基準法施行

令第 144条 3項 に規定きれておりますが、全国

一律の基準であるために各特定行政庁でより具

体化し笑状にあった基準を決めているところが

ありますので注意を要します。ここでは大阪市

の基準について若干説明をします。

1  敷地内の道路配置について

道路の配置についてはとくに規制はなく、原則と

して設計者の自由意志にまかせております。

ただし指定道路が隣接地に接することにより隣

接地に与える影響をさけるために、なるべく当

該敷地内にとどめておくよう指導しています。

2 . 取付道路につい て

位置指定道路を接続する取付道路は建築基準法

第42条に規定する下記の道路に| 浪られます。

イ. 幅只が 4 m以上あるもので、

① 道路法による道路

②都市計画法、土地区画整理法、旧住宅地造

成事業に関する法律または都市再開発法による

道路

③建築基準法が適用される際現に存在した道

④ 道 路 法 、 都 市 計 画 法 、 土地区画監理法また

は都市再開発法により事業計画のある道路で 2

カ年指定をしたもの

⑤ 既存の位置指定道路

ロ. 隠貝が 4 m未満のもので建築基準法が適用

される際現に存在した道で特定行政庁の指定し
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ニュース原稿をお送り 〈ださい.

-

建 築 と 社 会

大阪府・市とも総合計画の

再 検 討

'  

大 阪 府 は 昭 和65年 を 目 標 に し た 新 総 合 計 画 の 作

成 基 本 要 領 を 6 月13 日 に 発 表 し た 。 府 の 長 期

計 画 と し て は . さる 42年 に 作 ら れ た 「 大 阪 地 方

計画( 昭和50年 目 標 )J が あ る が . 産 業 法 擦 の 盤

備 、 産 業 構 造 の 高 度 化 が 重 点 に な っ て い た た め ，

最 近の社 会 経 済 の 変 動 や ， 市 民 の 価 値 感 の 変 化

に 対 応 で き な く な っ て ， 革 新 府 政 と し て の 新 し

い観 点 に 立 っ た 長 期 ビ ジ ョ ン が 迫 ら れ て い た 。

新 総合 計画 は ，産 業 重 視 の 従 来 の 計 画 か ら 大 き

く方 向 転 換。主喜書課題として ，公 害，者11市 防 災 ，

自 然 環 境 保 被 対策 な ど の 「 環 境 保 全J を 板一重点

に お い て ， 人 口 ，産 業 ，交 通 な ど を 含 め た 総 合

的 な “ 環 境 容 量 " を 設 定 し ， 広 域的 長 期 的 見 と

お し に 立 った政策をたてる。そして最新の人間，

環 境 科 学 の 成 果 を 生 か し ， 資 料 の 公 開 ， 住 民 の

意 思 の 反 映 な ど ， 計 画 作 成 ま で の 手 続 き を 重 視

する 。 そ し て 審 議 の 過 程 で 指 摘 さ れ た 問 題 点 を

各 年 次 の 予 算 編 成 な ど に 反 映 さ せ て い く こ と に

-、

している 。

また 一 方 ，大 阪 市 に お い て も ， 42年 に つ 〈 っ た

長 期 総 合 計 画 r1990年 ( 昭和 65年 ) の大 阪 」 を 全

面 的 に 改 定 す る こ とにし ， 8 月24 日 . 岡 市 総 合

計 画 審 議 会 の 栗 本 順 三 会 長 ら 新 委 貝 25人 を 委 嘱。

同 日 午 後 第一 回 の 審 議 会 を 聞 い た 。

• 

沈 下 し た 生 活苦i基 盤 を か き あ げ し な が ら ， 経 済 の

中枢都市と主主か な 市 民 生 活 の 両 立 が は か れ る か

ど う か を 再 検討 し ， 市 の 将 来像 を 明 確 に す る の

が ね ら い で ， 来 年 夏 ま で に ま と め た い 意 向。

改 定 の 基 本態 度 としては ， 重 点 を ， 環境 の 保 全 ，

生 活 基 盤の 整備 ， 市 民 福 祉 の増 進 お よ び 文化 の

向 上 に お き ，計 画 の 対 象 区 域 を 大 阪 市 域 に と ど

め ず ， と くに土地 利 用 お よ び 鉄 道 ・道路 な ど の

根 幹 的 な 都 市 施設 の 護側 は ，本 市 を 中 心 に お お

む ね 40km圏 を 含 め て 検 討 す る 。 ま た 経 済 的 効 率

性 だ け に と ら わ れ ず ，人 間 生 活 全 般 に 対 し て 十

分 配 慮l l ， 市 民 へ の サ ー ビ ス 計 画 も と り 上 げ る。

そし て 市 民 各 層 の 意 見 の 反 映 を は か り ， 計 画 の

目 標 と 現笑 と の ギ ャ ッ プ を 明 ら か に し ， 計 画笑

現 の た め の 必 要 な 施 策 の 提 言 を お こ 主 う 。

この よ う に 「環 境 保全 j r福 祉J な ど 人 間 尊 重 の

姿 勢 で ， 府 ・ 市 が 足 並 み を そ ろ え て マ ス タ ー プ

ラ ン づ く り を 始 め た の は 注 目 で き ょ う 。

「鉄筋コンクリート構造計

算規準( 1971年 改 定 ) J の 取

扱 い に つ い て

大 阪 府 に お い て も ， 昭 和47年 9 月 1 日より， 日

本 建 築 学 会 が 発 表 し た 様 記 新 規 準 的 規 定 に 基 づ

い て 処 理 す る と 8 月22 日 付 で 通 達 さ れ た 。

ヨーロッパのセントラルヒ

ーテインクゃの 報 告 書

大 阪 ガ ス C H グ ル ー プ ( 団 長 住 田 徳 市 氏 ) が.

3 月 6 日から 2 週間! に わ た り 、 ヨ ー ロ ッ パ 5 ヶ

固 め セ ン ト ラ ル ヒ ー テ イ ン グ の 実 態 を 視 察 し た

報 告 住 が こ の ほ ど 刊 行 さ れ た 。

本{ ! } は C Hの市場動向， C Hの 販 売， C Hの 技

術 の 3 音11にわかれ，オランダ( アムステノレダム)

イ タ リ ア ( ローマ) ，フ ラ ン ス ( パ リ ) ，イ ギリ

ス( ロンドン) ，西ドイツ( ハンプルグ) の各国各

都 市 の 自 然 環 境 と 住 宅 事 情 の 動 向 を 歴 史 的 、 数

量 的 に と ら え つ つ ， C  H の 現 状 と 役 割 を も う ら

したものて' ある。

こ の 報 告 魯 は ， わ が 国 の C Hの販売や古車工 に つ

い て の 問 題 点 の 解 明 や， 将来 の 展 望 を ど う 持 つ

べ き か に お お い に 参 考 に な ろ う 。

訪 中 ミ ッ シ ョ ン 報 告

側竹中工務庖では， 6 月29 日より 7 月15 日 に わ

たり ， 竹 中 錬一 社 長 以 下 10名 に よ る 訪 中 ミ ッシ

ョンをおこなった。

一 行 は 香 港 か ら 広州| に入札上海，南京までの諸

施 設 見 学の の ち ， 北 京 で は ， 建 設 ， 機 械， 化 学

の 専 門家 数 十 名 と . 深 礎 工 法 ， シーノレド工法，

T ACSS 工 法 な ど の 技 術 交 流 を お こ な い ， 今 後

の 拡 大 発 展 の 見通 しを得て帰国された。

自 動 ビ ル 洗 浄 シ ス テ ム 開 発

y ス テ ム 機 器 メ ー カ ー の 末 松 産 業 側 で は ， 側 竹

中 工 務 庖 の 協 力 を 得 て ， わ が 国 初 の ピ ル外 壁 お

よ び 窓 ガ ラ ス の 自 動 洗 浄 シ ス テ ム ( A ・B. C ク

リーナー・ Aut o Bui ldi ng  Cleaner )の開 発 に

成 功 ， こ の ほ ど 福 岡 セ ン タ ー ピ ル に 第 l 号 機 が

設置された。

“ A ・B ・C ク リー ナ ー " は ， 作 業 員 l 人 が 屋 上 で

自動オ ペ レ - ? ー ヵ ー を 操 作 す る だ け で， 壁 面

に 取付 け ら れ た プ ラ ッ シ ャ ー が 自 動 的 に 洗 浄 し

て い く も の で ， 安 全 性 ， 経 済 性 ， 洗 浄 力 が き わ

めて悶い。

従来， ピノレ洗浄はゴンドラによる入手に頼って

い た が， 人 身 事 故， 人 件 費 の 高 騰 ， 仕 上 リ 商 の

均 質 性 な ど に 問 題 が あ り ， し か も 年 々 高 層 化 す

る ビ ル 洗 浄 に 改 善 が 望 ま れ て い た 。

これらの問題点カヘ・ A. B. C ク リ ー ナ ー の 開

発 に よ り 解 消 さ れ る と と も に ， 高層ビノレで威力

を 発f軍するものとJ t J I待 さ れ る 。

問疑
の

術技工施造骨鉄在現

点

鈴木忠五郎

こ れ は 大梁 ， 特 に H 型 鋼 使 用 の 場 合 を 指 し た も

の で， H 型鋼はローノレされた時20m- 3 0 mの 長

さ に 成 形 さ れ て い る 。 そ れ を 市 場 品 と し て 6 m 

- 1 5 m位 ま で に 切 断 さ れ る 。 そ れ を 鉄 工 所 は ，

梁 IBI4 m の と こ ろ に で も 2 ヶ 所 の 接 合 点 継 手 を

設 置 す る た め に ， さ ら に 短 〈 切 断 し て し ま う 。

そ れ を 長 さ の 不 足 で も な い の に 継 手 を つ く って

い る 。 そ れ も カ セ ッ ト プ レ 一 人 ノ 、 ン テ ン ポ ノ レ

ト な ど を 使 用 し て の 難 工 事， さ ら に そ の ボ ル ト

の テ ス ト も や ら ね ば な ら な い 。 現 場 工 事 の 作 業

は も ち ろ ん， 鉄 工 所 で の 接 合 点 の 工 作 に 大 部 分

の 労 力 を 費 や し て い る 。 そ れ で も + 分 と は い え

まい。 も し 大 梁 の 接 合 を な く し ， 1 本 化 す る な

ら， もとより長尺もの切断の要はないのである。

こ れ を 小 学 生 に 始 め か ら 見 せ た ら ， お そ ら し

お っ さ ん そ ん な ア ホ な こ と や り な さ ん な ， 切

っ て そ し て 継 ぐ な ど と 笑 う だ ろ う 。

だ が 建 築 専 門家なる鉄工所はP ; / JRて ¥ 設 計 に 拙

い で あ る も の ， そ れ を 遵守 し 主 〈 て は な ら な い

か ら と 舟F明 した りす るだろう。

設 計 屋 は ， 教 え ら れ た 通 り に 設 計 図 を お く ， 構

造 計 算 を し て い る ， 建 築 基 単法 を i墓 守 し て い る

などと ， 責任 を の が れ る た め の 弁 解 を す る で あ

ろ う 。 だ が 迷 惑 の か か る の は 建 築 主 で あ ろ う 。

そ れ だ け 余 分 の 手 聞 を 支 払 わ さ れ る か ら で あ る 。

こ れ は 建 築 接 着 工 学 ， 核 活 の 原 理， 原 則 ， そ し

て そ の 普 し 悪 し が 研 究 さ れ て お ら ず ， た だ 伝 統

を 保 守 し て い る か ら に 原 因 が あ る と 私 は 信 ず る 。

日 本 の 在 来 の 木 造 建 築， 大 工 技 術 の う ち ど こ を

捜 し て も ， 長 い 梁 を 短 く し て そ れ を 継 ぐという

扱法 は 見 当 ら な い 。 接 精 工 法 に も ， 物理 的 按 諸

法 と 化 学 的 接 着 法 の あ る こ と ぐ ら い は 建 築 屋 も

知 っ て い る は ず 。 ま た 按5ff の 原 理， 師、 1111 も， す

こ し ぐ ら い は 知 っ て い る は ず で あ る 。 だ が 伝 統

保 守 の 大 き な 壁 は ， 小 学 生 の 笑 う よ う な こ と ま

で 限 を つ ぶ ら し て し ま う 結 巣 に な る 。 今 こ こ で

その原因を探究する考えはなし、。だが事実は、現

在 ， 現 実 に 存 在 し て い る こ と は ， ｾ ｩ 主もが認めな

い わ け に は い か な い 。 読 者 か ら は . え ら そ う な

こ と を い う な ， 君 は ど う か と 反 論 さ れ そ う 。 昔

は 10年 前 か ら そ の 対 策 を 立 て ， 考 案 し P R して

き た が， 今 に な っ て も 業界 に と り 入 れ られない。

必 痴 は よ そ う 。 た だ 日 本 造 船界 の発展は， リベ

y トポノレト按活を浴接工法 に 変 更 し た こ と で ¥

ト ン 数 も 少 な く て 大 き な 船 を 造 る こ と が で き ，

能 率 が 挙 げ ら れ た か ら で あ る 。 現 在50万 ト ン の

造 船 が， 溶 接一 本 で 可 能 な こ と は 衆 知 の 事 実 で

ある。なんの建築寸らいとｾ光ず＿の考案 Ｎ ;f，Y;恕

の |摘発 を， 心 か ら祈 っ て 安lilli に 大 詰 に 建 築 泊 エ

を 考 え よ う 。 最 後 に ， このアホらしさは鉄f J ・工

事 だ け に あ る の で は な し 、 。 木 村 工 不 に も . 耐 火

被認1. 内 装 工 事 に も ， ま た 原 付 料 た る 建 築 紫 材

に つ い て も あ る こ と は . お 考 え mけ 1; ( ， 私 の い

う ま で も む 〈 答 易 に 発 見 さ れ よ う 。

少 な い 頁 し か 認 め ら れ て い な い 説 者 の 頁な の で.

あらましたＧけを ｻ ＡｾＺいたことをごｔｦｬｬＺＧＨｯ ｭ いて［Ａｾ

に 同 志 を 集 め て ， こ の 伝 統 保 守 の大 恨 の 打 開 時

に は ， 建 築 工 学 的 革 新 を 目 ざ し て 大 行 進 を 必 起

し よ う で は 主 い か。 ( 投稿)
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情報時代をひ勺〈 畠 士 通

システムの経済性を大幅に高め、従来のレン
企業の成長に 比例して、増加の一途を たどる

タル料でワイドな性能がひきだせます二 12富な

周辺装置と完備したソフトウェア体系・ゆとりを

コンビュータの仕事量。各部課からの要求で

F A C O M 
導入当初、余裕をみこんだ中 ・大形機 も手い

もって仕事をこなす" 採t ) : 設計" の大形機でホー
っぱい …同じレ ンタル料で、より多くの仕事

2 3 0・4 5 5
“ 使いやすさ" も中形並み

をこなすコンビュータはないかと、お考えに

ソフトウェアのモジュール化、ページアドレス

なったことはありませんか?

I  ｾＮＮＮＮｌＮＮＮ＠ "".:;z: I  

| 畠. 1 . l盟 |

富 士 通 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂品浜通 ' ) 2 - 4 f t 大阪 ( 06) 344-

方式の係用で、メモリーの利用度は飛躍的に

富士通が、純国産コ ンビュータの実力を、まの

向上。抜鮮の操作性でフルに使いこなせま札
泌t ) : 処理の高速化、記憶装置は最高 512kB:まで

きめ細かな鉱張性をもっ F ACOM230- 45S。

コストノマフォーマンスを追求した簡潔な設計が、

大形の性能を中形の価格でーー

当りに実証した大形機てす。
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データ通信と建築

SERj ES: UJ  

データ通信の現状と将来

塚 本 和 孝

本シリーズも ，回 を重ねることすでに 10因。

今まで，公社 の建築担当者やユーザの方々がデータ

通信と建築 にl剥して専門的な立場ーから ，あるいは笑

際に使用された上での1 ' t 重な体験などを発表されて

いる。今回このシリーズの締めくくりの意味て1 多

少建築 の立場か らは 維れるかも知れないが，わが国

にお けるデータ 通信 の現状 と将来展望に ついて若干

触れて みたいと思う。

回. データ通信の現状と問題点

わが国におけるmn機の稼動台数は，ここ 2 - 3年，

毎年40%前後の111' ぴを示しており . 46年 9 月末の設

置台数は約 11 ，000台，設置金額にして約 l 兆2451意向

に達し . 米l到についで世界第 2 位の 地位を占めるに

至った。 それにともないデータ 通僚の 利用も次第 に

増加 J L .  46i p  9 月現在で民 fl¥1システムすべてを合わ

せ260; " ステムとなっているが. mtl: 機総数に対する

オンライン化率でみると 3. 6%となって ， ここ数年 3

% 台を {丘迷している 状態にある 。なお. これ ら260シ

ステムを対象業務別にみると生産 ・販売 ・在廊など

の事務管理や. 預金・為替などの金融関係業務なと¥

大益事務の単純処理に多< 1f E われ，交通制御. 公害

y ステムなど新規分野 での 利用は，ょうや くこれか

ら始まろ うとしてい る段階である 。

このよ うに ， データ通信が畳 . ' t ' { ともに伸び悩んで

いる原因は，使用する電算機が大型となり ， ソ7 ト

ウェアは複雑でその開発と実用化に長年月と莫大な

経費ならびに大量の熟練したソ 7 ト袈只が必婆とな

るか らである 。 すなわち ，

(1) 随時に発生するデータ処理の要求に応ずるため，

ピ- ? 時に対応できるよう相当余裕のある容量で

設計しなければならない。

(2)  リアルタイム処理であるため . パ y チ用のもの

よりはるかにシステムの信頼度を高〈せざるを 得

ない。

(3)  データの種類判別，優先順位，待ち行列，プロ

グラム判別，回線制御などの機能が要求され. パ

ッチ処理とは比較にならないほどハードウェア 司

ソフトウェアともに惚雑，高度となる 。

など，こ のサービスには多 くの 技術的，経済的条件

が要求されるため， データ通信の必要性は認殺され

つつも . その適用はまだ限定 されたものとなっている 。

さらにもう一つの 問題点 として外国機の進 出の問題

があげられる。まだ少ない鰐裂をめがけてすでに完

備された良質のハードウェ 7 ， ソ7 トウェアをも っ

外国機が市場開発を積極的に進めているため . 国産

機 の立場は楽観を許きれない状態にある 。 わが国に

おけるこ の分野の国産機，外国機の割合いを分析す

ると， システム 数では国産機41%. 外国機59 %と大

差ないが，規模別では 5 億円以上の大型ンステムの

約70% を外国機が占め てお り. 2，400ピ y ト/ 秒の高

速処理を要するものに至 って は，その大部分が外国

機によ っている。 米国機優位の原因は ， その開発当

初. 採算: を度外視 した政府中心の巨大プロ ジェクト

に依存したことで，その膨大な需裂によってm算機

メーカーが急速にその経営基盤を確立し，発展する

ことがで きたため である 。現在，米固め全世界の電

算機市場でのンエアは台数にして86%，金額にして

90%に達するといわれており，その動向は世界の脅

威をともな って いる 。

以上あげたように，わが国におけるデータ通信の現

状では . 国産技術による供給体制の商でも，またこ

のサービスを受 け入れる市場の而か らも技術的・経

済的に未成熟の点が多 〈残さ れている 。し かし ，次

に述 べる 三 つの理由により，将来をめざして意図的.

計画的にこれらのネ y クを克服し . 市場の拡大を図

るべきものと考えら れる 。

第一 に， データ 通信は将来 の社会経済活動における

中枢管理機能を支援する基本的なネ y トワー クとな

るので，できるだけ国産技術による システムづくり

を推進すべき点である 。

第二に は，わが国 の産業は. いま 大きな械造変化の

転換点に立っているとの認織に |剣述している。すな

わち これまでの単なる量的増産体制から脱皮して

知的付加価値を高めた知的集約産業へと その体質改

善を強〈せまられている点である。これに逮するた

めには . 高度の↑ 古報サービスが必要で，特にデータ

通信に対する 依存度は 急速に閉まるものと予恕され

る。

第三には ，わが固 め国家目様が， これまでの経済成

長追求型からさらに進んで，経済成長活用型へと移

行白し つつある点で ある 。

具体的には，社会資本の充笑と高度福祉社会の実現

をめざす多 くのプ ロジェ 7 卜の 推進が要務され， こ

れ らを支援する公共型 のデータ 通信の市場が急速に

拡大されることが期待される。

固 . データ通信における公社の基本的姿勢

わが国のデータ通信をめぐる上述のような環境条件

の中で公社は， 全園地方銀行データ通信システムや

運輸省自動車局データ通信システムなと 12の大型

システムを完成させると共に. 米国 の趨大型mtl: 機

に対抗しえる D I P S 計画を推進 し，広範聞 にわた

る研究開発・ システム開発 ・人材養成を進めて きた。

これまでの成果を土台として . 今後の事業のm点は

次のごとき理由にもとずいて運営される べきもので

はないかと考えている 。

(1)  国益にそう先導的技術開発を進めること ，これは

わが国の情報産業の健全な発展に寄与する技術開

発を指向することである .

すなわち， これまて' 苦手立されてきた技術力を最大

限に活用することにより，第三 の通信ともいわれ

るデータ通信技術 の開発に積極的に采り出 L ， D  

1  P  S  計画の推進 ・総合通信網 の拡充 整備は もと

より ，経済的な端末機 ・悶速度伝送方式の |鋪発 な

どを推し進めてい くことが必要である 。

(2) 公共福祉型プロジェ クトを 展開すること 。

最近わが国においては，医療，教ー台，行政，公害，

防災， 交通など人間福祉. 社会開発裂のいわゆる

ナ ショナル ・プロジェク トの必要性が強 < IUトばれ

るようにな って いる 。 この分野でのデータ 通信の

活関する余地は極めて大きい。

これ らプ ロジェクトは ，本来的には国が国家的諜

題とし て展開するも のであるが，公社もデータ通

信の分野でその実現に積極的に協力 させていただ

きたいと念臣民している 。

圏 . D  1  P S 計画

前述のよう骨 観点に 立って， flifll 公社では氾気通信

研究所において国産超大型高性能也子計算機の開発

をめざしてbI PS (Dend川 目ha Inf orm山 on Pr oce -

ssi ng Syst em)計画が昭和42年からスター卜した。

D  1  P  S ll 十函 は， D I P S - O とD I P S ー l の 2

段階に分けてはじめた。 D I P S - Oは共同利用情

報処理 システムの研究を目的としたもので，科学技

術計算・事務計算 ・文献検索を対象 として ， ソ7 ト

ウェア技術の方式実験をおこ ない ，所Jtl lの成果 をあ

げ， 46年 3 月にそ のすべてのスケジュールを終了し

ている 。 また D I P S - 1 はこ のD I P S - Oの成

果を反映し. 日本電気 ・目立製作所 ・富士通 3 社と

の共同研究体制のもとに実用化をおこな っている。

ハードウェアについてはメ ーカー各社それぞれの技

術と通産省の大型プロ ジェク ト r超高性能電子計算

機』 の成果を生かし ，機械誇やおもな方式構成を統

ー している 。 またソフトウェアは各社 と共 同で短期

間に実用化すべ〈現在デバ ッグが進められ ている段

階である 。 D I P S - ] の主な特徴を列記すれば，

(1) 論理装置の処理能力 の向上

論理装置に 1 C 回 路 技 術 を利用し I Gi bson -mi x  

( 平均命令実行時間) は約 630ns で国産め笑用機と

して最高のものである 。

(2)  マルチプロセ ッサt再成

データ通信においては ， とくに信頼性と処理能力

を向上させることが必要で， 2  - 4 台の C P U を

使用するマルチプロセ ッサ方式を採用し ている。

なお必要に応じてデュプレ ックス 構成 とすること

も可能である 。



いま業界で話題のまと

凶臼E t;1口5 ｾｾＭ￢Ｍご存じですか＿

一大形コンビュータの共同利用システム-

- 電 電 公 社 の オ ン ラ イ ン 方 式 に よ る 科 学 技 術 計 算 サ ー ビ ス

( DE MOS ) が 建 築 設 計 に 威 力 を 発 揮 し て い ま す

- 応 力 解 析 ( F R AP ) ・振動解析 ( DY NA) ・構造計算 ( E CHO- A)

の 3 大優秀ライブラリイがあなたの企業を飛躍させます。

この装置は大型 コンビュータに接続 されています 。

お問い合わせ，ご相談は

大阪市東区法円坂町 6 - 27 ( w540)  

電 電 公 社 近 畿 電 気 通 信 局 デ ー タ 通 信 部 ( 営 業)

T  E  L  ( 06)  948 - 4  7  3  0  ( 着信無料)

※ 公社のデータ通信には，このほか販売，在庫管

理サービス ，電話計算サービスなどもあります。



， 

(3)  ローカルメモリと大容量記憶装置

論理装置に非常に高速て'/J 、容量のローカルメモリ

を直結 ｌ Ｎ 通常は ｦｴｊ ｾ 報をローカルメモリからとり

出L. ローカルメモリにない情報は，比較的低迷

の大容量記憶、装置からもってくる方法を採用して

いる。 これにより. 等価的に高速大容量の記憶装

置が接続されたのと同じ効来を経済的に得ている 。

(4) ページ方式

) (  

利用者のプログラムやデータをページ単位 ( 4 K  B )  

に分割するページ方式の探用により，記憶装置の

有効利用をはかつている。

涜 K B= キロノ〈イト 1  ｾ，イト ］Ｘ ピット

(5)  7 ェイルソフト方式

C P Uをは じめ，すべての周辺装置は複数個設世

L . ある装置 が故障しても部分的な処理能力の低

を指向した情報処理 シス テム の研究実用化を推進し I  ; ，. - ステムであり . これにより. 行政事務の合理化.

ていく計画である。 I 住民サービスの向上が期待される.

なお DE MOS - E のサービス内容の概略について I  (5)  公害情報システム

は. 本シリーズの第 2 回( 1971年 12月号) で. 井坂 |  最近，地方公共団体において公害問題が重要な行

宏氏が述べておられるので参照されたい。 I 政課題となっているが，本システムは大気汚染，

固 ナ シ ョ ナ ル ・ プ ロ ジ ェ ク ト 関 連 デ ー タ |  水質汚泌に関連するデータの収集・分析および検

通 信 シ ス テ ム |  索等の処理をオンライン化することによって公害

前項の D 1  P  S 計画は『国益にそう先導的技術開発 J I  防止対策の迅速化を図るとともに，将来は地方行

の具体化であるが. もう一つの柱である r公共縞祉 |  政における全ての公害データの一元的管理を狙い

型プロジェ 7 ｾ＠ J に対しても ，すでに基礎調貨の段 |  としたシステムである 。 その内容として次のよう

階を終了し . その結よ長，各プロジェクトごとに具体 |  なサブシステムが考えられる。

化の可能性を先行して検討する ( ; ，. - ステム ・サーベイ)

チームを編成して作業に入っている 。 以下プロ ジェ

クトごとに概要を 簡単に紹介する。

Ｈ Ｑ Ｉ 救急医療ｦ，ｾ＼報システム

0 大 気 水 質 環 境 の 鋭1111J

0 汚染 ・汚濁物発生源の観測

0 鋭 iilll データの伝送

0 観測データの加工・分析表示

下にとどめ，全面的な DOWNは免がれる 7 ェイ |  大都市における救急指令センタと ，管内救急病院. I  0警報発令

J レソフト方式により . 経済的に信頼性の向上を計 |  血液銀行. その他の救急医療機関をオンラインで I  0 汚染 ・汚泌拡散予 iill l

っている o I  結び. センタの 7 アイルから救急上必要な最新の I  0 公害関係情報データベース

(6) 情報転送能力の強化 I  f，'1報( 空ベ， ｾ Ｎ 当番医血清などＩが ， センタは I  0 汚染・汚濁発生源への各種規制

オンラインシステムでは多数の利用者が同時に使 |  もちろん. 関係機関側からもリアルタイムに検索 I  0 都市再開発計画など

用するため. 7 アイル記憶装置と大容量記憶装置 |  できるシステムである。 これにより，従来の入手 I  (6) 遠隔診断 y ステム

間の情報の出し入れが非常に頻繁になる 。DI PS I  による限られた古い情報にもとず く人 間の記憶と |  病院 ・診療所などのアナグロ ・データ伝送装置，

ー l では転送装置の能力を強化し . 多数の大容量 |  経験に支え られた現状を改め司最適の救急医療が |  その他の毛内装置から生体制報. I問診 結 以 検 査

ファイルの接続を可能にしている 。 I 受けられると同時に. 集団災害などのいかなる事 |  データなどをオンラインでセンタに送り，センタ

(7) 高性能なファイル記憶装置および入出力装置 |  悠にむ即応できる救急体制を確立することを目的 |  は電算機で解析，疑わしい病名 . 追加すべき検査

(8) 標準入出力インターフェースの採用 |  としたものである 。 I などを宅内装置に出力する。病院，診療所はこの

工業技術院と共同開発した r 1  / 0 インターフェ I  (2) 生鮮食料品流通システム |  出力情報を参考にさらに検査をおこなし¥最終診

ース '6むを採用した。これは今後圏内 国際の |  生鮮食料品の全国主要市場における品目別の取引 |  断をおこなう 。 これにより，医師は的確な診断と

襟準となるものと期待される o I  数弘価格，概況などを毎日調査収集し ， オンラ |  治療ができ，解析の手間 も省ける。僻J也の医療水

(9) 使用しやすい命令体系 |  インで全国の情報利用者( 生産者，流通業者，消費 |  単 の 向 上 叫H寺される。

アセンプラーベースの越本命令約160粧が用意され |  者. 報道機関および行政機関) へ即時に自動的に I  (7) 広域交通管制l システム

ている。 I 分配する。 I わが国の交通事情は道路の強備，信号機の拡充な

(10)  ビルディングプロ ック 方式 |  また ［ｲＭ ｾｦＪ 物の主袈産地からは作付面積，作机出 |  ど交通環境の繁備がかなり進められているにもか

DI P S - } のハードウェアはヒソレディングプロ |  荷予想などの↑r J 報を集め処理! を加え，問機 に分配 |  かわらず. 逐年深刻化の一途をたどっている。こ

，7 構成であり. 処理容量の小さいものカ・ら非常 |  するシステムであり . 変動の激しい生鮮食料品の |  れを解決する手段として交通量の適切なパターン

に大きいものまでシステムを構成することが可能 |  合理的な価格の形成と需給の安定に寄与すること |  化をおこなって交通倒 ｾｉ 対策の理想、とする誘導と

である。 I を目的としている。 I 制御を笑取する広域交通管制システムの確立とそ

DI P S ー l は以上めように本格的なオンライン ・ I  (3) 行政情報ネ y トワーク y ステム |  の導入拡充が急務の課題となっている。

リアルタイム・システムとして設計されたもので. I  政府各省庁における情報処理体制の進展に伴ない |  以上現夜氾氾公社てソステムサーベイをおこなって

現在公社で稼動中のデータ通信 y ステムの約 3 倍の |  各省庁独自のデータ通信 y ステムは増加の一途を |  いるプロジェクトのいくつかを紹介したが，これら

処理能力をもち，会話処理， リアルタイム処理，ー |  たどっているが. これらのシステム相互間には有 |  のプロジェクトは L 、づれも実現ま でにはまだい くつ

括処理の各種サービスに適用できる。また電電公社 |  機的なつながりがないため，訓ii の霊絞投資や約 |  もの解決しなければならない 困難な問題を包含して

のデータ通信用のみならず汎用電子計算機として公 |  報の有効活用が図られないなど. 国家的にみて不 |  いる 。

社外の一般用としても販売される見込みである。現 |  経済な而が多い。これを解決するためには各省庁 |  データ通信は . この世に出現してからまだ歴史が浅

在通研に DI P S ー 1 L  ( Labora tory用) を設置し. I  聞 を結んだ総合的な間報システムの磁立が喜 ｧｾＩ ｾｉ さ |  い中て試行錯誤を繰り返しつつ急迷に成長し つつあ

各種の試験ならびにソフトウェア の開発を進めると |  れるが， その実現には長期間を要する 。本 y ステ |  るのが笑紛である。しかしわれわれデータ通信にた

ともに東京の芝電話局には D I P S ー} F  (Fi eld  I  ムはこのような方向を狙いとし . 当面の目標とし |  づきわる者は会員が7 ロ ン テ ィ ア 榊11を持 って この

Test 用) を設置して現場試験が行なわれている。 48年 |  ては . 各省庁 JHl における 伝送コードの規格化やス |  未知の分野に挑戦している。そしてこうした努力の

には，商用機として東京および大阪において ， これ |  イチ ッングによ る伝送路の経済化を考慮した官庁 |  鰍み霊ぬが将来必ず人類社会に実り多いものとなつ

までのDEMOSのサービスをさらに拡張したDEMOS I  用メ y セージ交換システムである 。 I てかえってくることを信じつつ今日も研究開発をは じ

- E  (Ext ended) のサービスを 開始する予定で，そ I  (4) 地方公共団体 y ステム |  めとする多くの活動が続けられている。

の後は DR E S S やその他の各種システムにも公社

の標準機種と して幅広く導入していく計画である。

電電公社では今後も D 1  P  S の適用領域の拡大を目

指し ，ハードウェアの向性能化・経済化およびソフ

トウェアの拡充強化をはかり. D  1  P  S が情報化社

会の担い手となるべく努力するとともに，次の世代

大都市または . 一 県程度の地域にセンタを設置い

地方公共団体の現業部門などにある端末装置とオ

ンラインで接続し . 住民情報( 住民異動情報，税務，

各組証明s' ・通知山等 ) . 地域環境悩報( 交通，公

ｾ Ｎ 公共設備管理 ｬｬ Ｎ j也減開発計画等 ) . および内部

情報 ( 附 会 計 ， 人2間 柄 ) の 処 理 を お こ な う I  ( っかもとかずたか近畿電気通信局データ 通 側 長 )
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A豊中岡町寮

施 工 共 立 建 設 K K大 阪 支1吉

所 在 地 : 筆 中 市 立 花 3 丁目 8 ー 18

設 計 . 日 本 電 信 電 磁 公 社 近 鎗 電 気 通 信 局 第 一 建 築 部

建 築 面 積 : 642.618m'  

延 面 積 : 1. 943 .992m'  

精 進 規 模 R C造、 3 F 、 P l

工 期 : 5 .46.5- 5 .47 .4  

B 甲子園 5番町職員宿舎

施 工 共 立 建 設 K K大 阪 支 庖

所 在 地 . 兵 庫 県 西 宮 市 甲 子 園 5 番 町81

設 計 : 日 本 電 信 電 蹟 公 社

近 飽 電 気 通 信 局 第- 11築 部

建 築 面 積 : 481 .33m'  

延 面 積 : 888 .  04m'  

朝時造規模 R C造、 2  F  

屋 上 モ ル タ ル 防 水

工 期 : 5 .46.5- 5 .47 .2  



C金 岡 東 3 - 4 団 地

電 気 日 比 谷 総 合 設 備 K K

衛 生 K K清 水 工 業 所

所 在 地 ・大 阪 府 堺 市 新 金 岡 町

設 計 : 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 共 同 設 計K K

施 工 : 清 水 建 設K K

建 築 面 積 : 576m
2  

延 面 積 : 4.894m
2  

精 進 規 模 5 R C造、 10F 、 住 宅80戸

工 期 : 5. 45. 12- 547 .4  

D衣 笠 グ リ ー ン ノ 、 ィ ッ

空 欄 衛 生 大 阪 電 気 唖 房 K K

所 在 地 ・京 都 市 北 区 衣 笠 高 橋 町

設 計 施 工 : K K竹 中 工 務 底

建 築 面 積 : 2.092. 86m
2  

延 面 積 : 13.820. 66m
2  

構 造 規 模 : R C造 7 F、P 3

工 期 : 5 .45.11 - 5. 46. 11 



.. 

E 神 戸 市 夢 野 ハ イ タ ウ ン zrょ2 2 2 2 2 2 T 1 0 1 F 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

設 計 K K昭 和 設 計 事 務 所

電 気 近 能 電 気 工 事 K K

昭 和 設 計 事 務 所

施 工 : 大 成 建 設 K K

建 築 面 積 : 2. 142m.  

延 面 積 : 32，092m.  

構造規模 : 5 R C造、 14F、P 2

工 期 : 5 .45.9- 5 .46. 12 

当 麻 園

設 計 施 工 酉 松 建 設 K K

所 在 地 : 奈 良 県 北 葛 城 郡 当 麻 町 南 今 市

建築面積・ 1，000. 59m.

延 面 積 : 1， 000 .  59 m.  

構造規模 : R C造 、 l F  

工 期 : 5 .46.9- 5. 47 .3  

議



東 海 財 務 局 宿 舎 謀

K K銭 高 組

0 住之江分譲住宅 I  p 尼崎市常光寺地区改良住宅

設 計 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 K K伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 | 設計共同宣宣言十K K

地 工 前 田 建 設 工 業K K I  施 工 日産建設K K大 阪 支 庖

宅住

組

I

市

浦

{

昌

一戸

U

U

の

#

K

J

叩

針

臨

R. 高倉第三施設併存分譲住宅

設 計 小 笠 原 浜 田 建 築 事 務 所

施 工 住 友 建 設K K



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る
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花

掘
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南

小

所

ク

市

佃

掘

酉

計

エ

用

小

川

股

施

使

而サ: た

. シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ 二 期 短 縮 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 . 倉 庫 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 層 建 築 物 ・軟 弱 地 盤の 建物

5  鉄 骨耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ11/ ' 77.. 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 田J 2  - 6  (平 沼 ビ ノレ)

電 話 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ル )

話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ピ ル )

電 信 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  



ロ写真と続安をどしどしお送り〈ださい。

凡例 : a . 所在地 b 建築面積 c 延面積 d. I骨造規様 e. 工 期

l … 一|

793.  グランドマンションニュー大阪 I  794.  

設計 新 構 社 伊 藤 建 築 事 務 所

施工 . 東急建設K J t 大 阪 支 社

a  . 大阪市東淀川区西宮原町 1-27

b.  744. 8 m'  

c.  7，843 . 7 m'  

d .  S  R  C 造、 ll F 、B 1  

1  昭和46年 5 月~昭和47年 4 月

日 本 航 空 欄 南 千 里 社 宅 I 795.  大

設計 。梓 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 KJt

a  大阪府吹田市竹見合 4 -30- 1  

b .  690.789 m'  

c .  8 ，178 .522 m'  

d .  S  R  C ;主( S 造は 8 F 迄)

12F 、 B 1 、 P 1  

e  . 昭和45年 9 月~昭和47年 3 月

起 ビ ル

設計 : 広 島 県 住 宅 供 給 公 社

総 工 : 大 起 建 設 K J t

a 広 山 市 舟 入 中 町 II 番

b.  417. 69 m'  

c.  3 ，839 .36 m'  

d .  S  R  C 造、 9 F 、 B I 、P H l

e  昭和46年 3 月~昭和47年 4 月

796.  神 鋼 魚 崎 団 地 I 797.  

設計 ・ 泉 設 計 事 務 所

施 工 臥 青 木 建 設

a  神戸市東灘区魚崎中町l 丁目 2-2

b.  438 .835 m'  

C .  4 ，630 .581  m 

d.  I F - 5 F 、 S R C 造

6 F - I OF 、 R Ciii

e  . 昭和46年 3 月~昭和47年 5 月

堀 独 身 寮 I 798 .  

設計 西 日 本 菱 重 興 産 K J t

施 工 K J t 銭 高 組

a 長 崎 市 深 堀 町 深 姻 団 地

b.  ( 第IJlII) 1，870 m' ( 第忽剖 )458m'

c.  ( m 1  JUI) 6，404 .989 m'  

( m 2 却1) 2，280 01'  

d :  R  C 近、 5 F 、計 5 1車

e  昭和45年 8 月~昭和46年 8 月

大 和 田 ハ イ ム

設計 臥アーバンライフ建築事務所

施 工 :KJ t 新 井 組

a  守口市ー除田町5丁目 172番地外

b.  1，696. 20 m'  

c.  10，459. 19 m'  

d .  S  R  C 造、7 F 、P 2、2倣 139戸

e.  昭和46年 4 月~昭和47年 2 月

;栗
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刊
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工

設

施

a

b

e

d

e

江
四
木 大 阪 市 小 林 ( 改 良 ) 高 層 住 宅

設計 K J t 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 東海興業K J t ・栗本建設以

阪神土木工業以共同企業体

a  大阪市大正区泉尾浜通 4 - 3 3  

b .  1.647 m'  

C .  16.784 m'  

d.  R  C 造、 ll F

e  昭和45年12月~昭和47年 l 月

川 崎 重 工 清 水 ケ 丘 単 身 寮 I 801.  

殺J - I- : 藤 沢 建 築 設 計 事 務 所

脇工 阪 大 橋 組

a  神戸市垂水区多/ l fl 町字孤坂179

b .  1. 468. 092 m'  

C .  4 ，603 .968 m'  

d.  R  C 泣、 5 F ( 一部 B 1 )  1縦

4  F 、 IIJ点

e  . 昭和46
i
手7 月~昭和47年 2 月
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なめらかな肌ざわり、美し い 7色のカラ

T OT Oのホーローパス l乙は、ピンヲ ・ブルー ・グリ - ./ ・イエロー ・アイボリー・ベージュ ・青磁の 7 色のカラーと白色があります。

T O T O錆録商ーローハヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金具付)

和 洋 折 中形エプロンなしパス

1，21OX 720X555 

容量 250i!

専用フ ロフタ Y 9152 # 10( # 20)  

￥ 2. 750 

乙のほかにも 、たくさんのホーロー

パスがあります。 右 記 までと請 求 下

さし、。カタ ログ を差し上げます。

匝 画 面】

東 陶 機 器 株 式 会 社

本ネ1:

〒80吃北九州市小食区篠崎町458

大阪営業所

〒530 大阪市北区曽根崎上2-31-6

(梅新第一生命ビル来館)

T EL  (ω )  - 346ー 1181



クラスメート

87 

〔婦人建築工芸技術研究所

昭和17 ・18 ・19年卒〕

後初l左 より (敬称略)

中部よし子・斉田俊子・名倉旬恵・福島三恵子・ 青島静子・山口里子・

長谷川光代

中91J左 より

滝沢公子・伏水のぶ子・片倉和子・ 星広文 ・小林消 ・広瀬初夫 ・福中駒吉

nm左より

佐野愛・西111.; 、じ子・小幡久子・宇賀多美子・角野秀子・小林雅子・沢

井香・藤飯久子・清水千枝代

戦 争 も ま す ま す 織 烈 と な っ た 昭 和16年 ， 若 人 の み な ら ず 壮 年 者 ま で が， 日ごと夜ごと ，戦 争 へ あ る い は 工 場 へ と 召 さ れ て い き ， 建

築 技 術 者 は ま す ま す 払 底 し て い っ た 。 この と き ， せ め て 建 築 の図 面 で も か け る よ う に ，婦人技術者を育成しようというねらいから ，

当 時 大 阪 市 役 所 に 奉 職 し て い た 故 富 田 秀 穂 君 が， 故 伊 藤 正 文 博 士 を 盟 主 と し て ， 婦 人 建 築 工 芸 技 術 研 究 所(婦 研) を設立し ， 日討議し

たの である 。

研 究 所 で は 住 宅 計 画，歴 史， 構 造，材 料 な ど の 講 義 と ， 製 図 技 術 の 習 練 を 隔 日 に お こ な っ て ， 1 カ年で終了とした 。 当 時 各 建 築 事

務 所， 間 負 会 社 で は 人 員 が 不 足 し て い た の で¥ そ の 修 了 生 は 各 方 面 か ら 大 歓 迎 を 受 け た も の で あ る 。 が し か し 戦雲 ま す ま す 急 を 告

げ， 指 導 者 も 相 つ い で 応 召 し た の で ， 19年を最後として閉鎖のやむなきにいたった。

戦 後，建 築 士 の 制 度 が 確 立 し ， こ れ ら の 修 了 生 の な か か ら ， こ の 研 究 に 実地 の 経 験 が加 味 されて ， 2 級 建 築 士 が 数 多 く 誕 生 し た 。

さ ら に そ の 後 の 精 進 で 1 級 建 築 士 に な っ た 者 も い る 。

こ の 研 究 所 は わ ず か 3 カ 年 の 寿 命 で は あ っ た が ， 婦 人 の た め 新 し い 技 術 の 分 野 を 開 拓 し ， そ の 先 駆 者 で あ る と 研 究 生 も 誇 り を も ち

つ づ け ， 母 体 は す で に な くなり ， 減 っ て も 絶 対 に ふ え る こ と の ない同窓、会が，毎 年 l 回 催 さ れ て い る 。 こ れ は 今 年 7 月の会 合 の と

きの 写真てe ある 。

後亨IJ ， 中 部 は 建 築 と は 縁の な い 経 済 学 博 士， 神戸 学 院 大 学 助 教 授。 斉 田 は 奈 良 県 営 繕 課 勤 務。 名 倉 ( 長 谷 部 竹 腰 建 築事 務所につと

めていた ) ・福島・ 川口 ( あめりか屋につとめていた) ・ 山口 ( 中 西 建 築 事 務 所 に つ と め て い た ) ・長谷川 は 主 婦 専 業。

中 列， 滝 沢 ( 故 小 川 陽吉 氏 令 嬢 ・長 谷 部 竹 腰 建 築 事 務 所 に つ とめていた )。 伏 水 は 現 在 栄 養 士。 片 倉 は 主 婦。 き て 男 性 は 当 時 の指 導

者 で あ る 。

前夢Ij ，佐 野 は 主 婦。 西 川 は 幼 稚 園 長。 小 幡 ( 日本土地建物に つ とめていた ) 現 在 京 都 文 学 学 校 に 通 い 作 家 志 願。 宇 賀 ( 竹 中 工 務 庖

に つ と め て い た ) 故 宇 賀一 郎 氏 夫 人。 角 野 は 渡 辺 建 築zr，務 所 に 長 年 つ と め，現 在 豊 建 構 造 設 計 事 務 所 に 勤 務。 故 須 藤 貝 男 氏 夫 人。

小 林 は 研 鏑の 甲 斐 あ っ て 1 級 建 築 士。 大 阪 市 役 所 営 絡 部 に あ っ て 市 立 保 育 所 の 設 計 に 専 念 し て い る 。 沢 井 は 盟 中 市 役 所 建 築 謀 主 査。

藤 飯 は 2 級 建 築 士。 大 阪 市 役 所 営 繕 部 学 校 設 計 係。 清 水 ( 中 西 ・字 賀 ・束 畑 建 築 事 務 所 に つ と め て い た ) 住 宅 の 設 計 を 数 多 く や っ

て い る。

な お ， 東 京 に い る 近 藤 怜子も 1 級 建 築 士 ， 光 基 建 築 事 務 所 を 経営 している 。 ま た 日 建 設 計 山 根 正 次 郎 氏 夫 人 ，鹿 島 建 設 伊 藤 知二 氏

夫 人 とな り，内助 の功 を 発 揮 してい るのも 研 究 生 であ る。 ( 小 林 清 )

19 



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦のItーヲイトコ〉タリートーぴ防Y

東 邦 パ ー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト P C - D工 法 採 用 の 京 都 工 芸畿 維 大 学

( 股計教育縞蚊研究所、施工 K K大林組)

P C - D工涜

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の 押 え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ J レ の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

パツ 仕 上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 軽 五 日じゃ 露 出 | 坊水下地 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ / レ の 婆 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

一四臥ＭＭＮＭＮＭＮＭＮＮ仇 ｅ ・ ｒ ・ｾ・町・Ｍ一一一一一ＭＭＭＭＭＭＭＭＭ一一一四四四回目白山町一一一ＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭＭ ・ ｎ ・ Ｍ・ ｒ・恥 Ｍ

畳下地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

東 邦 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル P M- C ( 普 通 タ タ ミ下地 ) 採用

的住友電工酋砧社宅( P . 主計施工 K K竹中工務盾 )

本オ 2卜，...xキZ4

化粧、吸音、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト下地( 天井及びかべ) に直接日欠

付 し て 刺荷lEの，c ，、自己がない

・ かベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 衆 浴 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ ノ マ ー ル ス キ

ンの特徴)

・ー 工 程 で 仕 上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 綿 板 、 モ ル タ J レなど何んで

も よ い

。由

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が て' きる

・無 機 質 100% 絶対耐火それに多干し性材料のため l汲 出 、 遮

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡 の 東 邦 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル で あ る た め 、 湿 気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・断熱共木材並 1 3  

( 比 重 0.85kg/ t  ， 熱 伝 導 率 0. 14kca l / mhc)

ネ オ パ ー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 町 天 井

( 吹放し} 盟{ 金ゴテ 抑止仕上) 線用町西宮トラピスト修道院

島 PJ r. 1ilIi 

畿|

東邦ｾーライト株式会社 Ｑ
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能 努 警

官f te-盤鎌事構造研 究 所 所長

大 久 保 昌

大 阪 大学 工学 郵 環 境 工 学

楠 部 年

近 ・地建. . . 縄郎監督室室長情佐

庭 屋 浩

大 林 組 本 怠 建 簸 郡 長

7 月号より 12月号まで上院 4 氏て守E当

口 はっきりしない二と

は っ き り し な い こ と が 多 い 。 ど う せ 世 の 中 は っ き り し な い こ と ば か り ， は っ き り し て い る の は ， 人 は 誰 れ で

も， 必 ず い ず れ 死 ぬ こ と と ，な か な か 達 観 す る わ け に は い か な い か ら ， あ せ り が で る 。

現 代 は 価 値 の 多 様 化 の 時 代 と い わ れ る 。 多 様 化 か 混 乱 化 か わ か ら ぬ が ， 善 悪，新 旧 ， 美 醜， す べ て の 価 値 が

逆 転 し て 見 直 さ れ ， は っ き り し な い こ と に な っ て し ま っ た 。 価 値 を 与 え る た め に 不 可 欠 な 論 理， そのものも

否 定 さ れ よ う と し て い る 。 非 論 理 の 世 界 と か い わ れ る と ， ま す ま す わ か ら な く な る 。

科 学 技 術 は ， そ の 数 理 の 論 理 体 型 の 枠 内 で ¥ 傍 目 も ふ ら ず 蓄 積 し ， 積 み 上 げ 成 長 し て き た 。 は っ き り し た こ

とを土台にし ， は っ き り し た こ と の み を 求 め て き た 。 そ し て そ の 成 果 は 人 間 に と っ て ， 価値 が あ る と 信 じ て

疑 わ な か っ た の で は な い か。 数 理 の 正 義 は 必 ず し も 普 で な い こ と は ， 今やはっきりしている。

わ れ わ れ 建 築 の 設 計 者，計 画 者，技 術 者 Ij 使用者あるいは地域の住民にとって加害者であったかもしれない。

しかし ， 同 時 に 被 害 者 で あ る こ と も 事 実 で あ る 。 そのどちらに位置づけるか一一一二 者 択 一 で， はっきりさ せ

よ う と し て も 結 論 は で な い の で は あ る ま い か 。 そ の ど ち ら で も あ る 複 雑 な 位 置 か ら ， や が て は っ き り さ せ て

ゆかねばならないだろう。
( N )  

口機 能 の ラ イ フ サ イ ク ル

「主体の要求 も の の 機 能 」 と い う 関 係 で ¥ そ の も の が 果 た す 役 割 の 高 下 に つ い て 性 能 が よ い も の ， 効 率 の 高

い も の な ど の 評 価 が な さ れ る 。 機 能 と は ， 主 体 の 外 側 に お か れ た も の に 内 在 す る 主 体 の 要 求 充 足 の 役 割j をい

う の で あ れ ば r主 体 = 要 求 一 機 能 ー も の 」 の 関 係 は 要 求 の 変 化 に よ っ て く ず れ て し ま う こ と は 明 ら か で あ り ，

「要求 時間」の関係に対して 「機能 一時 間 」 の 関 係 が 対 応 し な け れ ば な ら な い か ら ， 当然「機能ーもの」が「も

の 一 機 能 一 時 間 」 の 関 係 に お か れ ね ば な ら な い 。 し か し ， そ の よ う な こ と は r も の 」 に 期 待 で き な い か ら ，

要 求 充 足 度 が 次 第 に お と っ て く る 。 こ の お と り ， つ ま り 機 能 低 下 は エ ン ジ ン が 古 く な っ て 馬 力 が 落 ち る 式 の

低 下 で は な し そ の エ ン ジ ン の 社 会 的 存 在 意 義 そ の も の が 低 下 す る こ と を 意 味 す る 。 こ の よ う な 考 え に た っ

て ， も の の 機 能 の ラ イ フ サ イ ク J レを考えに入れたものづくりが必要なのであろう。

自 動 車 に め ち ゃ く ち ゃ に き れ か か っ て い る 都 市 を 思 う と ， そ の こ と が 痛 感 さ れ る の で あ る 。 ( 0 )  

口共 用 の 施 設

マ イ ホ ー ム 政 策 に よ り ， 公 団 ， 公 社 な ど の 分 譲 住 宅団 地 が あ ち こ ち に 増 え て き て い る 。 一 方 都 心 部 に 近 い マ

ン シ ョ ン は 今 が ブーム のJ惑がある。

土 地 や 建 物 を 共 有 す る こ れ ら の 団 地 で は ， 組 合 に よ る 共 同 管 理 が お こ な わ れ て い る が， 馴 染 め な いのか ，こ

れ に 対 し て 占 有 部 分 以 外 は 無 関 心 な 人 が 意 外 に 多 い。

特 に マ ン シ ョ ン の 場 合 は ， 周 聞 と の か か わ り 合 い を 避 け る た め 入 っ た 人 も あ ろ う 。

また一方， 土 地付 分 譲 住 宅 の 場 合 も . 13 0 - 150m 2 そ こ そ こ の 区 給 さ れ た 土 地 を そ れ ぞ れ 占 有 し ， こ こ に 建 ぺ

い 率 一 杯 の 家 を 建 て る 。 開 発 業 者 も ， 土 地 を 峰 の 巣 の よ う に 細 か く 区 切 り ， 宅地にならないようなガケ地，

ヘタ 1也を緑地， 公園などと称して団地をつくる。

昔 は 道 路 が 地 域 の 広 場 の 役 割 を あ る 程 度 果 た し て い た よ う に 思 う が， 今 は マ イ カ ー も 増 え ， 道 で の ふ れ 合 い

も少なくなっている。

紋 次 郎 ば り の 人 聞 が 増 え て は い る も の の ， 団 地 の 中 に 自 分 た ち で 管 理 す る 共 用 の 広 場 ， 緑 地 を 持 つ こ と に よ

り ， こ れ ら を 通 じ て 地 域 社 会 の 連 帯 感 を 持 ち た い も の で あ る 。

公 害 の 被 害 者 で あ る と と も に ， あ る 面 で は 加 害 者 と も な る 都 市 の 住 民 に と っ て ， こ れ ら の か か わ り 合 い の 場

の中からも 地 域 の 環 境 に つ い て 考 え る こ と が で き る の で は な い だ ろ う か。
( K )  

口 大衆の理解

戦 後 の 日 本 経 済 を 推 進 し て き た 民 間 投 資 主 導 型 の 生 産 第 一 主 義 か ら 生 じ た 各 種 公 害 の 発 生 問 題 仁 社 会 資 本

充 実 の 遅 れ が 大 き く取 上 げ ら れ て ， 今 や そ の 解 決 が 圏 内 問 題 で の 最 重 要 施 策 と な っ た 。

し か し な が ら こ れ ら の 施 策 の 実 行 が ， 強 力 に ま た 答 易 に な し 得 る 状 態 に 我 国 の 現 状 が な っ て い る で あ ろ う か。

自 然 環 境 の 保 全 は 自 然 の 放 置 で は 望 む こ と は で き な い 。 さ ら に 破 壊 さ れ た 自 然 を 取 戻 す に は ま た 格別 の 努 力

を 要 す る が . そ れ 自 体 が ま た あ ら た な 自 然 破 域 の 要 因 と な り 種 々 の 物 械 を 起 こ し か ね な い 。 ま た 公 共 の 福 祉 と

個 人 の 権 利 の 衝 突 が 一 つ の 計 画 に は 必 ず ま た そ の 反 対 者 が 現 れ て く る 。 民 主 主 義 の 社 会 で は 拙 速 よ り も 本 当

の 大 衆 の 理 解 が 得 ら れ な け れ ば 何 事 も 成 し 遂 げ ら れ な い の で あ る か ら ， 為 政 者 は そ の 進 ま ん と す る 方 向 の 積 極

的なる P R をおこない， 国民の理解協力を求め，真の豊かな国土，平和な生活を取戻したいものである。 ( N )
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l . 大阪府 立 養 護 老 人 ホ ー ム

た か わ し 寮

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

K J < . 大建設計

施 工 K J < . 青木建設・日本管工K J < . ・野里電気工業K J < .

所 在 地 羽 曳 野 市 埴 生 野1251 - 3  

敷 地 面 積 6， 60l. 54m 2  

建 築 面 積 1，718. 50m
2  

延 床 面 積 2，670 . 81 m 之

構 造 規 模 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 2階 建

1 音11平家主主

高 さ 軒 高 G L  + 6. 550  m 最 高 部 G L  +  10. 000m 

外 部 仕 上 屋 根 アスフアノレト銭出防水

ホ ー ル 上 部 長 尺 鉄 板 折 板 屋 根

外 壁 ベ ニ ヤ 板 枠 コ ン ク リ ー ト 打 放 し

建 具 ア J レミ スチーノレ規格品

工 期 昭 和46年 10月 一 昭 和47年 4 月

ホー J レを見る



配 置 図

羽曳野丘陵地に位i U し，また住宅地に接する恵まれた敷地に，

現 夜 ま で 使 用 し て い た 察 が 古 く な っ た の で ， そ っ く り そ の ま ま

( 老人 120名 ) 移 す た め に 計 画 さ れ た 老 人 ホ ー ム で す。

今 ま で の ホ ー ム で の 生 活 が 基 本 と な り ， い ろ い ろ な 話 し 合 い の

場 を 持 ち つ つ 進 め ら れ た 。

1 日の生活は朝の“ おつとめ" に始まる 。 “ おつとめ" に対するお

と し よ り の 意 見 も ア ン ケ ー ト 方 法 で 集 め て も ら い ， ホ ー ム で の

生 活 に 霊 安 な 位 訟 を 占 め て い る こ と を 確 認。

私 た ち は ， そ の 場 ( 居 室 に 阻 ま れ た 中 央 吹 抜 ホ ー ル ) が ， 明 の

“ おつとめ" だけに終らず ， サ ー ク 活 動 ， 雑談 ，運 動 な と ¥ い ろ

い ろ な こ と に 利 用 で き れ ば と 計 画 し た の で あ る が . 計 画 者 以 上

の利 用 方 法 乞 生 活の 中から“ おとしより" カe見 つ け だ さ れ る こ

とを期待しています。

.. J <'& 
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1 階 平 面 図



2 大 阪 中 央 信 用 金 庫 千 里 丘 女 子 寮

設 計 監 理 K J < . 双星社竹腰建築事務所

施 工K J < . 竹中工務J吉

所 在 地 l次回 市千里丘中 2 丁目

建 築 面 積 607 m 2  

延 面 積 1，430 m 2  

敷 地 面 積 1，523 m 2  

構 造 規 模 欽 筋 コ ン ク リ ー ト 造 ( 壁 式 )

3 階 建 ( 1 昔日. 平 屋 お よ び 2 階建)

工 期 昭 和46年 10月 6 日ー 47年 2 月25 日

外 部 仕 上 外壁 コンクリート打放しの上， I坊

7Kil 二市在リ ンン "，欠付

雄主L アノレミサソシュ

屋 線 合 成 ゴ ム y ー ト|切水



1 階 平 面 図

住 居 地 域 内 で の 特 殊 建 築 物の あ り 方 を 考 え ， 周 辺の家 並 と の

違 和 感 を な くす た め に， 凹 凸 お よ び そ の陰 影 で 銭 面 に 変 化 を

持 た せ た。

ア プ ロ ー チ を メ イ ン と サ プ( サービス ) に分け ，建 物 に 閉 ま れ

たプライベー ト な 中 庭 を 考 え ， そ こ で ， 終生 が自由な活動( 日

光 浴 等) が で き る よ う に し た。 平 面 に 変 化 を 持 た せ て ， 会 社

~ 寮 と い う 単 調 な 生 活 に 少 し で も 変 化 を も た せ，廊 下 の 正 面

をオープンにし ， 四 方 cw: . 西 ・ 南 ・北 ) 斑iの四季の移り変り

を 楽 し め る よ う に し た。

ま た ， 工ltJ lの短縮および工事費の削減を百十るため壁椛造とし ，

塗笠宮11分を最少限に止め打放しの上，吹イ寸， ペ ンキ 主主り ， ク

ロス貼り等を施した ( 松 田 隆 記)

' { "北面



3 資 生 堂 千 里 花 椿 寮

設 計 監 理 K K . 日 建 設 計 大 阪 事 務 所

施 工 大 成 建 設 K K .

1 階 平 面 図
2 階 平 面 図

所 在 地 笠 中 市 新 千 里 西 町

敷 地 荷 積 2，659. 8 6 m 2  

建 築 面 積 838 .2 5 m 2  

延 床 面 積 2，697.  9 0 m 2  

収容人貝 120 名 (60室)

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

工 期 昭 和46年 5 月15 日~昭和47年 1 月末

千 里 中 央 地 区 の 西 側 西 上 り の 斜 面 で 南 北 に 長 い

敷地でした。

敷 地 の 東 側 に は 公 社 の 分 譲 住 宅 が あ り ま す 。 敷

地 の 形 お よ び 隣 地 の 日 照 を 確 保 す る た め に 南 北

に 長 し さ ら に 曲 折 さ せ た 寮 棟 と し ま し た 。 既

成 住 宅 地 に 寮 を と け 込 ま せ る ， か つ 相 互 に プ ラ

イパ シ ー を 保 つ た め に は 植 樹 造 図 に 配 慮 が 必 要

で あ っ た 。 さ ら に 寮 内 の 施 設 を 隣 人 が 利 用 で き

る と い っ そ う 望 ま し い も の と な り ま す 。



4. メ タ ボ 阪 急

設 計 施 工 K . K . 竹中エ務1苫

敷 地 が 交 通 至 便 の と こ ろ に あ る の で. 東 奔 西 走

する 都 市 生 活 者 の た め に ス タ ジ オ タ イ プ， ある

い は エ フ ィ シ ェ ン シ ィ と よ ば れ る 7 ン y ョンを

おすすめしてみた。 利 用 者 の 強 い 個 性 に 対 応 し ，

かつ高層建築における{ 主釜 I:JJ の 安 定j支 を 物 す た

め ユ ニ y トを組合わせ，相互にパノレコニーを縦

保 し な が ら 外 観 上 の キ ャ ラ ク タ ー と し て ， 国 鉄

軌 道 と新 御堂 筋 に は さ ま れ た 立 地 条 件 に 対 す る

建 築 デ ザイ ン的 解決とした。カプセノレに対する

考 察 は 計 画途 上 に あ っ た が， この 程 度 の 査 で は

採 算 ベ ー ス に 程 遠 い の で. 現 場 打 S R C を 採 用

し た 。 ( 1 想 問 昌 克)

所 在 地 大 阪 市 北区 i([I !J! }JIIT48 

敷 地 図 航 801.27 m三

主ｉＡｾ而桜 670. 15m"  

延 床 面 約 5，047. 84 mと

J E  さ パ ラペ y 卜天 4 5 m 浴 民49 .8 m

綿j 2 ; : S R C泣. 16  F  

工 JUI IIf {f n45年 12} ｉ ＭｉｉＡ ｈ ｲｊ ＴＶ ｩ ｬ ｾ Ｑｬ 刀

建 築 段 別 怯肘 . 事務所 . } 市首li

標 準 階 平 面 図

- I  



5 メ ゾ ン 千 里

設 計 監 理 K J < . 日建設計大阪事務所

施 工 鹿島建設K J < .

所 在 地 位 中 市 新 千 里 東 田T 2 丁目 4 帯 地 の内

敷 地 面 積 19，301. 8 9 m2  

土足 杉E

A  t束 B  t車 C  tJ車 D  t東

S R C  R C  R C  R C  

構造

+ 14- 1  + 7 - 1  + 7 - 1  + 7 - 1  

建築

541. 42 

而fl ' 1

809. 84 893 .74 893. 74 

延床

爾干i!i

7，458，51  4，967. 32 5，922. 42 6，1l 8.24 

戸 数 55戸 40戸 50戸 52戸

工期 45. 5- 46. 9 44. 2- 45. 3 

モルタ j レ掻落し.

外装

コン ク リー ト化粧打

ペンキ 吹付 1) Y ン吹付

E  t車

S R C  

+  12- 1  

765. 70 

9，163 .45 

70戸

46. 11 - 48 .3 

コンクリート

化粧打

ペンキ 吹付

千 里 中 央 地 区 セ ン ダ ブ こ 隣 る {主尽:で， 事 J也設平Ij

用 上 お よ び 交 通 上 い た っ て 便利 であり ， か つ 既

成住区，住区公園に llii し た 場 所 に 計 画 さ れ た 「メ

ゾ ン 千 里」は，建物 の配 置，人 と 車 の 流 れ ， 長観

上 の効 果 な ど に お い て 中 央地 区 セ ン タ ー と 既 成

住 居 ゾ ー ン と の 一体 化 ( 割 和 ) を 考 え た 。

現 在 「メ ゾ ン 千皐」 と し て 最 後 の E 練 が建設さ

れ つ つ ある 。 ，

設やi j l Jは ， 中 央 地 区 セ ン タ ー を 縦 横 に 走 る 冷 暖 房

・給 湯 用 の配 管 に よ り ， 住 居 内 の 冷 暖 房 を 行 な

っている 。 "'



6. 白 川 台 農 住 団 地

企 画 監 理 神 戸 西 農 業 協 同 組 合

谷 川 建 築 設 計事 務 所

設 計 施 工 清 水建設K J ( _

所 在 地 神 戸 市 須 磨 区 白 川

敷 地 面 積 10，327 .010m 2  

建 築 面 積 2，037. 128 m 2  

延 床 面 積 10，185 .640m
2  

ヱ 期 昭 和46年 10月~昭和47年 6 月

戸 数 175 戸

住 戸 専 用 面 積 53.010 m
2

(  3  D  K )  

構 造 規 模 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 進

地 上 5 階 建

関 西 は じ め て の 農 住 団 地 で す。 神 戸 西 農 協 が企

画 ， 土 地 の 農 家 の 人 た ち が 住 宅 金 融 公 庫 の 融 資

を 受 け て 建 設 す る 賃 貸 住 宅 群 で す。

か ね て か ら 我 々 は 共 同 住 宅 の 建 設 に あ た って ，

通 常 の 現 場 打 ち コ ン 7 リ ー ト 造 の 他 に 工 業 化 し

た ， い わ ゆ 会 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版 に よ

る 中 層 ， 高 層 住 宅 の 開 発 ， 建 設 に と り 組 んでき

ました 。

工 業 化 す る こ と に よ り 品 質 の 向 上 と 安 定 ， 建設

費 の 引 き 下 げ ， 工 期 の 短 縮 と 安 定 化 を 期 待 す る

た め で す 。 し か も ， プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト

造であってもいわゆる量産住宅然とならない「か

た ち 」 を 考 え ま し た。

階段を隣りあう住戸聞のコネクターとして考え，

扱 う よ う 考 え ま す。 す な わ ち ， そ の 踊 場 を 利 用

し ， 平 而 上 の 位 置 に お い て ， ま た 商 さ に お い て

も 単 位 住 戸 を ず ら し て 接 続 す る こ と を 考 え . {主

戸 の つ な ぎ 方 に よ り 色 々 な 「 か た ち 」 を 構 成 す

ることを可能としたわけです。

ま た ， 構 造 上 級 雑 な 階 段 を 単 位 住 戸 の 骨 組 か ら

は ず す こ と に よ り ， 単 位 住 戸 の 構 造 墜 を 単 純 な

形 に 盤 理 し ， プレキャスト コ ン ク リ ー ト 版 の 種

類をへらすことができました。

ｾ＠

標 準 階 平 面 図 古



7. 日 本 住 宅 公 団

千 鳥 橋 市 街 地 住 宅

設 計 監 理 日 本 住 宅公 団 大 阪 支 所

K K海 上 静 一 建 築 事 務 所

施 工 K K鴻 池 組

L  

大 阪 に お け る 一 連 の 再 開 発 の 一 環 と し て ， また

此花， 福 島 地 区 の 再 開 発 の 拠 点， 防 災 の 拠 点 と

して，この千鳥橋市街地住宅は計画された。

周 辺 の 環 境 は ， 決 し て 恵 ま れ た も の と い え ず .

各 種 の 都 市 問題 の 集 縦 し た 地 域 で あ り ， 総 合 的

な地 域開発の必要性が痛感された。

高層化によって，広いオープンスペースを生みだ

し， 地 域 住 民 の 生 活 が 快 適 に 営 ま れ る た め の 緑

と広場のある都市住宅を目ざして計画を進めた。

( 文賀 : 海 上 慾 )

所 在 地 大 阪 市 此 花 区 伝 法 田T北 1 丁 目 5 番 地

敷 地 面 積 34，500 m
2  

建 築 面 積 6，019. 20 m 2  

l 号 棟 2，985.  2 8 m 2  

2 号 糠 2，819 .4 2 m 2  

附 属 棟 214. 50m 2  

床 面 積 56，858 .48 m 2  

1 号 練 27 ，130 .8 3 m 2  

2 号 棟 27 ，027 . 65m 2  

精 進 規 模 地 上11階 建 2 棟

1 - 4 F  鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

5 - 1 1 F  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

外 部 仕 上 笠: 磁器質施細モザイグタイノレ貼

屋 根 ・アスフアノレト防水

ピロティ ( 遊び場) モルタノレコテ

押 工 白 地 切

住戸タイプ7 J IJ 住 戸 数

1  D  K  172 戸

2  D  K  787 戸

回 - 圃

圃・・'
田園・園

田 . 園

田園. -

圃.- (  
圃圃回目

園田園田

園田. - (  

_ _ .  t  

言十 959 戸



8. 日 本 住 宅 公 団

千 島 市 街 地 住 宅

設 計 監 理 日 本 住 宅 公 団 大 阪 支 所

KK 双 星 社 竹 腰 建 築事 務 所

施 工 K K大 林 組 ・ K. K 大成建 設 . K K;育水 建 設

所 在 地 大 阪 市 大 正 区 千 島 町30外

構 造 規 模 鉄骨・鉄筋コンクリート造

1 号 棟 ・2 号 棟 地 下 H 皆. 地上 11階

3 号 線 地 下 1 階 ， 地 上15階

住 宅 施 設 小 売 底 舗. スーパーマーケット，銀行，診 療 所. 集 会 所，

駐車場，プレイ ロ ット ，

延 床 面 積 1 号線 38，947. 57m
2  

(650戸)

お よ び 2 号線 26，742. 17m
2

(400戸)

戸 数 3 号練 48，980. 1 2 m2  ( 744戸)

合 計 114，669. 86m2  1794戸

工 期 l 号棟 昭 和45年 3 月一昭和47年 9 月

計 画 概 要

2 号線 昭 和45年 11 月ー昭和47年 10月

3 号 線 昭 和46年 6 月~昭和48年 8 月

1 次 計 画 2 次 計 画

公園住区 ｾ恥 間 計 O 住 区 K 住 区 計

敷地面積 6.2ha 11. 5ha 17.7ha 3.6ha 5.0ha  8.6ha 

計画戸数 2，190戸 2，190戸 952戸 1，390戸 2，342戸

計画人口 7，300人 7，3∞人 3，鈎O人 5，560人 9，360人

人口 1m立 1，180人品 410 人A・1. 060M"  1，110A/I .  1，090λ/1.  

延床面積 140， 744m'  12，700m'  153，445m'  64，680m'  124，800m'  189，480m'  

容 積 率 227%  11%  86%  180%  250%  220%  

建築面積 12，600m'  5，200m'  17，800m'  4，300m'  8，900m'  13，200m'  

建ペイ率 20%  5%  10%  12%  18%  15%  

計

26.4ha 

4，532戸

16，660人

630 入品.

342，925m'  

130%  

31，000m'  

12%  

本市街地住宅は大阪市が昭和 ＲＵ 年以来土地区岡艶理事業として施行されてきた ｲ ｾ ，些 の 見える丘 Ｈ 昭

和山 ) j を中心としたわが国最初の公園住区を目指すも ので，良好な居住条件と同時に都市災害ーの防

災拠な として の機能を兼ね備えている.

大都会においては ，都市エネルギ -i l f，¥のI ¥" l 大，過密木造住毛の老朽化，狭小な街路を走る自動車の

I¥"l加. 公共的なオープン ・スペース の減少により. 都市の安定住は低下しつ つある 。 本計画では.

O. P5. 5m以上の盛土造成 (断面図参照) を行ない ，その上に住宅や区庁舎等の公式一地設の主I ! 設を

行な っている。

住宅を向精化することにより生れたオ ープン ・ス ペースは公園と共に ， 日常では. ショ ッピング，

子供i主の遊び場，大人達のコミ ュニケ ー ションの場となり，災害時には大正区民の防災活動の拠点

となり ，区役所. 保健所，診療所，食料品問布I i の焔設と共に ，避難者を誘導し，数助1 . . . ， さらには

復興への拠点ともなる。 ( 小北博一記)

パ ー ス 写 真



本 号 で 集 録 し た く 寮 ・ 集 合 住 宅 ・ マ ン シ ョ ン 〉 の 位 置

① 大 阪 府 立 養 護 老 人 ホ ー ム た か わ し 祭 む 三 菱 モ ン サ ン ト 化 成 附 富 吉 社 宅

② 大 阪 中 央 信 用 金 庫 千 里 丘 女 子 寮

③ 資 生 堂 千 里 花 椿 寮

④ メ タ ボ 阪 急

⑤ メ ゾ ン 千 里

⑤ 白 川 台 農 住 団 地

⑦ 日 本 住 宅 公 団 千 鳥 橋 市 街 地 住 宅

⑧ 日 本 住 宅 公 団 千 市 街 地 住 宅

以上作品作風欄参照

③ 豊 中 岡 町 寮

⑮ 甲 子 園 5 番 町 職 員 宿 舎

。 金 岡 東 3 - 4 団 地

@沼E笠グリ ー ン ハ イツ

¢ 紳 戸 市 夢 野 ハ イ タ ウ ン

e特別事監護送人ホーム当麻園

。 メ ガ ロ コ ー プ 西 陣

⑪ 芦 屋 川 ア ー バ ンライフ

① 住 友 銀 行 寝 屋 川 独 身 寮

③ 洛 北 荘

⑧ 合 同 宿 舎 猪 子 石 住 宅

⑩ ⑥  

@⑬ 

広島 ⑩⑮ 

長崎 ⑪ 

名 古 屋 ⑮ ①

⑩ 三 菱 広 船 第二 観 音 寮

⑪ 京 都 市 山 科 総 合 庁 舎 ・ 公 団 市 街 地 住 宅

。 住 之 江 分 譲 住 宅

② 尼 崎 市 常 光 寺 地 区 改 良 住 宅

@ 粧 の 宮 工 住 宅

⑧ 高 倉 第三 施 設 併 存 分 譲 住 宅

⑮ 

以上新建築紹介欄参照

( 793) グ ラ ン ド マ ン シ ョ ン ニ ュ ー 大 阪

( 794) 日 本 航 空 欄 南 千 里 社 宅

( 795) 大 起 ビ ル

( 796) 神 鋼 魚 崎 団 地

( 797) 深 堀 独 身 寮

( 798) 大 和 田 ハ イ ム

( 799) 深 江 見 附 住 宅

( 800) 川 崎 重 工 清 水 ケ 丘 単 身 寮

( 801) 大 阪 市 小 林 ( 改 良 ) 高 層 住 宅

以上スケッチブック欄参照

芦 屋

芦屋川

⑪ 

大 阪 湾

西 宮

⑮ 

③ 

北 千 里

⑤ 

千 里 山

⑪ 

⑨ 

⑪ 

@  

① 

寝 屋 川

⑮ 

守口

藤井 寺

① 



特集・ 都 市 防 災

明都市防災" 特集 lとあたって 一 品 哲 夫

本協会の編集委員会にお いて本号の特集テ ーマ lζ "都市防災" をあてるととが決定されて間もなく ，大阪千

日デノ f ー トの火災事故が発生した。編集委員の無意識の予感が不幸にして適中したとい うべきで あろう。

ζ の事件をめぐっての学術的な調査は まだ完了してい ないが，少なくとも火災事故そのものについてはさほ

どの大火災とはいえな いようである。しかし ，火災階でない階での多数の犠牲者をみた乙とは ，都市建築の災

害として大きな問題を提起した。

ジャ ーナリズムは， ζ れを複合ビソレあるいは既存老ビノレでの管理体制の問題として，または建築規制法令お

よび指導行政の問題として，おおむね建築単体の災害のサイドから種々論じている。その乙 とは全く当然の論

であるわけであるが，私たちはそれだけでなく ， ζ れを都市を構成する建築物の災害として，すなわち都市災

害のひとつとして都市建築建設にたずさわる一員の立場において考えてみなければならない と思う のである。

およそ "都市災害" とは何であろうか。学問的には乙れを定義づける何かはあると思 うものであるが，俗に

いう天災か人災かの別はさてお くとして，現代都市における災害とは ，都市が現在の ように過密 ，混在ま たは

混乱の態様をもつがゆえにそ乙において発生するすべての災害であるといっても過言ではなかろう 。

したがって，例えば都市内道路上でタンクロ ー リーが転倒して火災延焼を起しでも ，乙れも都市災害のひ とつ

といえるわけであり，都市災害は必ずしも現象的には建築災害には限らないものであるが，反面，都市建築が過

密，混在および混乱の実態にある以上，そ ζl ζ 発生する災害はまさしく都市災害そのもの といわねばなるまい。

とれは建築火災に限ったことでなく ，地震 ，台風，水害などの災害についても同じととであり ，都市におけ

るとれら の災害は，都市以外の地域におけるそれ とは全 く異なった角度からとらえられなければなら ないもの

である 。その相違となるポイン卜は ，過密 ，混在化した建築群にあるといえよう 。

現代都市における建築の複合化 ，多様化の傾向は ，建築の都市化現象を前ぶれする趨勢 としてと れを阻止す

るととはできないものであるが，土地の高度利用 ，都市再開発の必要がfu.1ばれ現実に推進されていくそのかげ

に，一方では新たな都市災害の因が蓄積されていくおそれのあるととに ，私たちは改めて注意の目を向ける必

要がありはしないだろうか。

私たち建築にたずさわる 者は，過去の単一機能の建築単体についての責任と自覚のも とにそれぞれの業務を

行なってきたはずである が，最近の複能化 ，多様化 ，高層化 ，巨大化した都市建築の ニー ドlζ 対しては ，従来

とは全く異質の対社会的責務を負うに至っている乙 とを今乙乙に自覚しなければなら ないと思うのである。

加うる に，建築家および建築技術者の業務は ，建築計画 ，設計，材料，施工から管理 lζ 至るまで業務が細分

割分坦されてゆく傾向にあることは ，とくに都市建築についての市民の生命，財産の安全保護 という基本的な

責任の所在がますますあいまいになる状態にあるわけである。

とのような状勢の下にあって ，都市建築の災害事件 lζ 際して ，私たちは ，技術的な原因の追跡や一時的な建

築防災対策のみに終る こと なく ，都市防災に関する建築技術者の基本的姿勢の問題 として真剣に考えるべき時

期に至 っていると考えな ければならない。

また，都市再開発を含む都市計蘭自体におい て も，公害対策計画とあわせ都市防災計画の位置づけ を正しく認

識し直す必要があるわ けであり，都市建築災害対策もとの基盤の上にあって意義あるもの といえるのである。

本特集号においては，以上のような基本的な考え方のもとに都市防災というものを都市建築にたずさ わる者

の責務と いう立場から見つめてみたいとして企画されたものである。紙面の都合上 ，地震や台風などの広域災

害そのものについて詳し く論ずるには至らないであろうし ，また昨今話題の多い地下街問題もも とより本号企

画の対象となるべきであろうが，改めて別の機会 lζ 譲らざるを得ない乙ともお許しいただきたい。 ( 昭 47. 6. )

( 大阪市建築局建築指導部長)

建築と 社会/ 1972年10月 号 37  



都 市 災 害 論

一 輪 嘉 男

1. 都市構造の変化と災害の拡大

都市の機能が，工場生産から流通，さらに政治，経済の管理機能の中

心となり ，文化， 通信のセンタ ーとなるにつれて，機能相互の接触の強

さはその集積効果によって高められ，都市化は拡大し，過密化していく。

土地資源の絶対量が不足しているわが国で，土地，エネ J レギーの開発

が進み ，生産技術の質的変化，集約化，大規模化が進行すればするほ

ど，自然循環サイク J レは大きく破壊されて混乱し，災害が発生しやすく

なってきている。

都心部 超高層ビ J レや地下街がふえはじめ ，都市空間は空と地下に伸

び，規模の拡大化と用途の複合化によって施設体系や管理体系は複雑化

し，千日デパート ビJ レの惨事は， 乙れら大規模建築物への防災面の不

備，新建材や化学繊維から出る有毒ガスの恐しさを物語っている。

臨海部 従来台風高潮などに見舞われやすい地形につづいて，経済の

高度成長によって造成された広大な埋立地に重化学工業が集中して コン

ビナ ー ト化し ，地盤洗下，大気汚染，水質汚濁をはじめ ，戦前と比較に

ならない規模の大きい公害が発生しており ，新潟地震で15日間も炎上し

続けた昭和石油基地のように ，またさらに市街地に近接した場合，軟弱

地盤，地盤沈下，危険物，弱体な防災体制などにより ，公害が自然災害

と重なって大災害をひきお乙す誘因となる危険性をはらんでいる。

住エ混合地 東京の江東地区，大阪の東成，生野地区，神戸の長団地

区のように ，わが国経済の二重構造の底辺を支えている零細下請企業の

集中している住工混合地は，いずれも人口は過密で，老朽木造併用住宅

や貸工場などが建て乙んでおり ，振動，騒音などの局地公害ゃ，危険物

をおいた狭い作業空間での爆発や引火による火災事故が頻発しており ，

さらに江東地区のように地盤沈下K よって 0 米地待となり，災害のポテ

ンシヤ J レはきわめて高くなっている。

近郊住宅地 都市化は土地問題と関連して近郊の低湿地や急傾斜地の

宅地造成へと進み，工場と住宅のスプロールとなり ，工業用水や上水道

源とする地下水汲み上げによって地盤洗下をよび，山林，田畑，池など

の宅地化による自然貯水能力の低下と相まって，以前と比べ雨量が少な

い場合でも ，河川の水位は高くなり浸水区域は拡大している。また山津

波，崖くずれによる被害も多くなり ，都市近郊を中心iζ 形を変えた災害

要因がますます進行している。

交通施設 最近の交通機関の発達は地域聞の距離を時間的に極度に短

縮し ，経済社会lζ 大きな寄与をしてきたが，一方交通i u : および輸送貨客

や使用 エネJ レギーの増大は，発着点、や J レー トにおける交通事故，交通ま

ひなどの激増とともに ，騒音，振動，光化学スモッグなどの公害にまで

発展した。さらに従来鉄道により主として輸送された貨物も ，流通量の

増大とともに道路輸送の比重が飛躍的に増大し ，道路上における危険物

運搬車の爆発事故もふえ，沿道住民をも災害にまきとむ事例が多くなっ

ている。また道路下の地下埋設物については大阪市大淀区の地下鉄工事

現場のガス爆発惨事や，東京の都市再開発に関連し ，カ胡ス工事終了後の

埋戻し不良や地盤沈下による路盤の不同沈下のため亀裂が入りガス爆発

事故を起している。また地震による高架道路，歩道橋，橋梁などの倒壊

は，消防機関の活動を妨げ，避難者の避難 J レー トに大きな障害となる。

また大量輸送機関である国鉄，私鉄は交通量の激増，施設の不足を，過

密ダイヤによる輸送力の増強で補足しており ，いずれも死者 160人ほ ど

の鶴見，三河島の二重衝突事故は，つめ乙みダイヤによる信号誤認な ど

によるもので，乙れをきっかけに A T S を開発して保安対策を行なっ て

いるが，人命の安全第ーにはまだほど速いといえよう。直接的，表面的

!eは運転者のミスのようにみえる事故の多くが，経営基盤の弱い中小零

細企業できびしい労務管理と悪い労働条件による不注意運転の結果であ

り，要員不足と長時間連続勤務で時間外をかせがねば生活できない低い
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賃金水準であり ，安全設備の不足であった。さらにその背後にははげ し

い競争と合理化の進行，交通における公共投資の不足 という事情がひそ

んでいる。

2. 都市災害の発生メカニズム

都市災害はその発生や拡大，被害の因果関係，形態についてきわめて

複雑であり ，社会と自然との相互関係の矛盾として総合的な分析を必要

とするが，その解明はきわめて遅れた状態である。と乙では都市災害の

発生について，災害の原因となる災害発生ポテンシヤルと， 災害規模を

さらに拡大させる災害拡大ポテンシヤルおよびふたつのポテンシヤルの

交わりによって発生，拡大する都市災害を軽減させていく環境制御ポテ

ンシヤ J レとがあり ，乙れら 3 つのポテンシヤ J レの交わり方によって，都

市災害は発生し ，拡大または軽減され，都市環境が対応していくと考え

る乙とができる。

2- 1  災害発生ポテンシャル

災害は複雑な要因によって形成されるが，いかなる災害にも直接的な

原因( 素因) があり ，それに派生して間接的な要因( 拡大要因) によっ

て災害は拡大されるし ，また軽減されるのである。災害の多くは自然的

条件を多く素因として発生する。すなわち水害における台風，家雨， I高

潮。震災K おける地震は素因である。乙れに対し火災，公害は人為的で

ある。乙のような自然的または社会的素因によって災害を発生させるポ

テンシヤルをもつけれども ，もし防災施設が強固であれば災害を発生さ

せずにすむわけで，災害を発生させる脆弱な防災施設は，災害発生の拡

大要因と考えられ，そのポテンシヤルをもっている。したがって乙れら

の聞には一定の条件と法則性があるとみるれ，たとえば地疫による建物

の倒壊は，主として素因であるその地域の地盤性状の良否に関係し，ま

た拡大要因である倒壊建物が多ければ，火災の発生件数も乙れに比例し

て増加する傾向があるといわれている 。すなわち乙 ζ で市街地の災害危

険性を考える指標として，災害発生ポテンシヤ J レを考えるとき ，都市立

地の基盤を構成している地形，表層地質，地盤高，断層など土地本性の

性状にかかわるものが，ζ れに当ると考えられる。

2- 2  災害拡大ポテンシャル

大阪湾における高潮被害は，諜因であるその立地条件より自然災害と

してどうしてもさける乙とはできない。 しかし地下水の過剰汲み上げに

よる地盤沈下や，不十分な防潮堤の建設がつづ. く限り ，高槻災害はその

被害を拡大させるであろうし ，逆 IL地下水汲み上げを禁止して工業用水

道を供給し ，洗下した地盤をお上げし ，十分な防潮堤を建設すれば被害

を防ぐ乙とはできるであろう。しかし「国力に応じたものでなければな

らない。分不相応の投資をすれば，生産投資を招き経済成長は鈍化し ，

ますます治山治7.l<fe投資する余力はなくなる」といった人命軽視，防衛

や産業優先の財政政策による防災対策では災害を防止する乙とができな

い。災害がくる乙とが分っていても乙のような O米地帯の老朽家屋lζ 住

まざるをえない住民の貧困は，とりもなおさず土地住宅対策の貧困であ

り，零細な下請の家内労働や三交代や早朝深夜勤務のために居住立地を

限定される労働者への産業労働対策の貧困である。乙うして都市構造や

交通構造の変化，人口密度やエネルギー消費の増大などにより都市災害

も増大してきたが，乙れは都市環境が余りにもたちおくれ非制御の状態

にあり ，都市の構成要因である人口密度，土地利用 ，各種施設の分布な

どにおいて，災害拡大のポテンシヤ J レが高まってきた結果といえよう。

2- 3 f 霊境制御ポテンシャル

災害の発生ポテンシヤ J レと拡大ポテンシヤノレの交わりによって災害が

発生するが，乙の災害を減少させる環境制御のポ テンシヤ J レとしては，

つぎの 4 婆因が考えられる。

トータルヘルス 近代化都市社会が要求する人間の機能と能力におい

て，有効に高年令まで維持されるような環境のもとで，住民の健康状態

を総合的に確保し ，休養 ・レクリエ ーションの機会を通じて積極的に自

然適応力を養い ，生理的リズムを調整し，少なくとも災害を発生，拡大

させないような健全な精神衛生をもちうる乙と。



トータルエネルギー エネルギー需要の飛躍的増大{ζ 対応する都市エ

ネルギーの効率的利用と ，その大量消費によって生ずる災害 ・公害を防

止すると と。

トータルスペース 都市の過密化 ，拡大化に対応する都市空間の総合

的利用として， 自然と人工環境との調和ある住民本位の安全都市を建設

する乙 と。

トータルシピルパワー 災害 ・公害を通じて被害者である住民が，災

害 ・公害の発生メカ ニズムを ，自然科学と社会科学の総合化のなかでと

らえつつ ，セ クト的行政の対応を打破して，災害 ・公害を防ぎ，魅力あ

る安全都市建設への住民運動を展開する乙と 。

乙れら 4 つの要因を軸とする環境制御のポテンシヤルの高まり! とよ

り，積極的な都市防災計画が進行し実現していくものと考えられる 。

3. 中 島 地 区 の 災 害 史

乙ζ で都市災害! L よって著しい変容をとけ、，なおその危険性をはらむ

大阪市西淀川区の中島地区における事例についてしらべてみたい。中島

地区は神崎川の運び乙んだ土砂が次第に堆積して干潟となり島となった

のを ，元禄元年 ( 1688年) 開発されて中島新国となり ，それに続く寄洲

の地は ，嘉永 6 年 ( 1853年) に開発されて布屋新固となった。昭和初期

までは松並木のつづく堤防にか乙まれた水田や畑地で，風致地区に指定

され，らい保養院が立地するほど自然環境にめぐまれ， しばしば映画の

ロケ ーションに使われていたが，昭和 9 年の室戸台風によって浸水，災

害をうけ ，さらに工場立地による地下水の湯水によって地盤洗下をお

乙し，昭和40年の国土地理院による大阪平野の土地条件調査では ，大阪

平野の最低地盤高として中島町のー2.92mの数値をあげている 。ひきつ

づく台風と高潮により災害復旧によってできた防潮堤にとり固まれた| 日

集落地は ，さらに隣接する大企業所有地の盛土によってすり鉢の底状に

なり ，毎年浸水，滞水に悩まされる地形となっている 。

E主l 中島地区にあるJ l I北小学校の出身で，パリー，ロサンゼルスオリンピ γ クで活越した水

泳の高石勝男氏を背くんだのは，乙の美しく澄んだ神崎川河口であった。

註 2 昭和 6 年IC . 岡崎早太郎氏は ，外島保義院( 羽治42年役立，敷地約 2 万坪〉における大

阪府の 4 万坪の鉱強案を批判して都市計画上その移転の促進を強調している。( 大大阪

昭和 6年7 月号大阪毎市計画とらい鎌隻所問題)

工業地域指定と工場立地 大正14年の最初の大阪都市計画地域指定に

よって ，中島地区は工業地峻 lζ 指定されたが，事実，工業化が進んだの

はずっと降って昭和 10年代前半であった。中島地区周辺では ，大正 10年

隣接する西島町に土着資本で高石鉄工所が設立され，のち大阪製鋼とな

るが，中島地区では昭和12- 14年に大谷重工が布屋町，外島町iζ ，昭和

14年に油谷造船が布屋町{ζ ，昭和 13年 {ζ 富永鋼業( のち大同製鋼) が中

島町! L 立地してきた。

地盤沈下と高潮 地盤沈下は昭和 3 年陸地測量部が西大阪を測貧してか告問厨となっ

た。沈下量は昭和初期から増大しはじめ，地笈の沈下は ，沈下の生じた個所 IC低地区を生み，

年々 大潮時，大雨期，あるいは台風期に浸水被害を出してきている。臨海部の住民は乙れを潮

位が次第に上昇してくる現象として意識したのであるが，昭和 9 年の室戸台風は，地盤沈下と

あいまって中島地区の被害を大な らしめた。室戸台風を契機として昭和 12年日本学術銀興会に

よって大阪に股立された災害科学研究所の栂告第 2 . 3 号には. r西大阪の地盤沈下 IC就いて」

昭和2“ 手: 大阪市西淀川区中島地区

と題して年以; 下量が15m m以上におよぶ最猷基地滋として此花区，西淀川区，尼崎市の臨海地

援をあげている。中島地区の元川北小学校庭の測定標では ，昭和10年から 19年までに 119. 3畑

の沈下をしたが，敗鞍直後の工業概能の麻樽による地下水錆水停止の頃は ，沈下速度は績ばい

状態であった。 E れは地銀沈下が低地 IC立地する工場による地下水の過剰場水による軟弱地

の収絡による E とを明らかに物語っており，やがて戦後四復興が始まると同時に沈下置は再び

増大し ，元Jl I北小学校庭においても. 30年1l1. 1 mm. 37年141. 0 mmとなり，一大社会問題と

して昭和37年ICは地下水法上げ規制法が範行された。また工業用水道による給水が西淀川区な

どの規制区織内 の工場 IC実施されるなど種々 の対策がなされたので，最近では沈下速度はかな

り弱ま勺てきている。すなわち ，元}II 北小学校庭においても. 40年0. 5mm. 43年14.3m m. 46

年25. 1 mmとなっており ，それらの効果が現われてきているようである。

しかし洗下した地盤をまだ盛土していないため，中島地区にとって般大の災笹をもたらすの

は高潮であろう。台風による高潮は ，地盤沈下，防潮縫の破損と関連して，さらには過密老桁

の木造住宅n l Cよって大きは災箸をもたらすのである。

明治の末頃まではま だ車芦田開発田ための干1" 6堤防が，高槻防禦の第一線として質裂な役割lを

はたしていたが，次第 IC新団地帯が市街地化 l. かつての沖堤や仲堤が，土地利用上かえって

妨げとなるようにな り，堤防は運河の開さくや護岸の改修の都皮切り 脱さ れ，低くされた。 E

のようなときに ，室戸台嵐広よって低地一得は高潮のため大きな被害をうけたのであ勺た。外

島保養院では，全建物が倒担割流失し ，収容患者597名のうち 173名，および職貝とその家悠14名

の死者を出1. . ，. 布昆町では 24 戸のうち l 戸をの 乙し全部抗出 ，死者 4 名を出した。また昭和

19. 20年の台風では布屋町の海岸堤防を決i貴し，約20日および40日の滞水をみた。昭和25年の

ジェーン台風では，海摩堤防や神崎J l I摺iの堤防も決潰し，西島町では約80戸が流出 ，死者c30数

名となり ，中島地区では約 1 カ月の滞水をみた。乙の水害によって中島町，商島町の一部，布

屋町，外島町，矢倉町が海没 l . そのなかから工渇や煙突の残骸をみせたのである。

E れにより ，中島地区のなかを通る都市計闘街路，淀川北岸線や恩貴島尼崎線は廃止され，

後者の計画線上 IC昭和26年IC防潮堤が建役された。

外島開発と住民運動 昭和34年まで水没したままになっていた中島地

区は運輸省の神崎川の航路後淡による発生土砂で埋立を開始し ，大阪市

の道路工事の残土などによって昭和46年でほぼoP  4 - 4.5 mの埋立工

事を完成しているため，乙れまでの集落地はすり鉢の底状の低地となり ，

O米地帯としての災害危険地たるのみならず毎年浸水している状態であ

る。乙の41. 6万坪の広大な埋立地はすでに29社の進出をきめているが，

なかには大気汚染 ，または高潮による木材流失などの災害の危険性をも

っ業者があり ，さらには外島地区 と阪神第 2 国道とをつなぐ道路は神崎

川堤防道路だけで ，乙のままでは住民の出入口がなくなる恐れがあるの

で， 西淀川区民による住民運動は ，外島地区の進出企業の公害防止，中

島地区の環境整備を強く主張している。また ，当地区を起点とする大阪

国際空港への航空燃料のパイプライン構想、が発表されているが，乙れが

もし確定するときは ，さらに防災上，重要な問題となるであろう。

4. 都 市 防 災 計 画の 推 進

中島地区における都市災害の事例を通して ，すぐれた自然環境が，災

害の社会的拡大要因K よって痛ましい人命の犠牲と ，霊童境の悪化を生ん

でいるだりでなく ，伊勢湾台風における貯木被害などの経験より ，早急

に地盤面の地上げが第一要件であり ，建築物の構造や材料の安全化とと

もに避難空間の確保を ，危険区域の危険度に応じ組み合わせ環境制御の

ポテンシヤノレを高めるととが必要になってくる。

しかし伊勢湾台風の惨事に刺戟されてできた災害対策基本法によって

災害危険区域を指定しでも ，全面地上げを土地区画整理事業にともなっ

て行なう乙とは大変困難である。防災計画区域を指定し ，ζ の区域内に

おいて各種の防災計画事業を統一ある計画性のもとで行なうためには ，

現行の都市計画法，土地区画整理法，住宅地区改良法，建築基準法などの

関係法令の適用では十分その目的を達成するととはむつかしい。また，

現行では防災に関する諸施策が，各官庁どとに統一なく行なわれ，その

総合的成果が不十分である。このため ，防災を含む国土の開発 ・保全を

目的とした強力な機構の整備と ，防災計画区域の指定，計画区域内にお

ける各種の防災計画の総合的立案組成，事業実施にともなう土地の取得

l乙関する特例などの都市防災に関する特別法の制定とその財源確保が望

まれる。さらに災害 !C対する姿勢として，日本人は自然災害lζ ありがち

なためか東洋的諦観のなかに ，常に後手後手と回り ，災害の悪循環をくり

かえ しがちである。災害の本質を自然科学と社会科学の総合化のなかか

ら，分析解明し ，その法則性のもとに行動し ，都市環境をコン トローJ レ

していく乙とに乙そ ，われわれの哀の自由があるのではなかろうか。

安考文献 災害鎗佐藤武夫，奥問視，高矯裕 昭39

都市生活環境開発IC関する調査報告科学技術庁昭44

伊勢湾台風と臨海都市 w  昭35

〈品わ よしお大阪市立大学工学酉: 講師〉

39 
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千日デパートの災害をみて

1. アンケート

千日デパートの火災をみて都市防災に

ついてどう思いますか。

本号「都市防災」特集の企画のひとつとして，上記アン

ケートテ ー7 で，ビ、J レ経営者側か ら，行政体側から ，ま

た建築家側から ，さらに住民の立場から主婦としてまた

働く労働者の立場でみた，千日デパー トの災害や都市防

災について日頃思う乙とをまとめていただきました。

2. 千日デパート火災概況



ビノレ側

都市の防火区画と延焼防止

佐 藤 鉄 雄

私は不動産， とくにピ J レディング関係の仕事をいたしておりますの

で，都市防災という大きな問題については索人であります。どうかその

つもりで読んでいただきたいと思います。

千日デパー トの火災があのような大惨事となった原因はいろいろある

と思われますが，原因のひとつとして防火区画の問題があると恩いま

す。防火シャッタ ーはあったが開けたままとなっていたり ，防火壁の一

部に隙聞があったりして防火区画が完全でなかったために延焼し ，あの

ような大火になったようであります。都市の火災についても同じ ζ とが

考えられないでしょうか。都市の防火区画ーその最小単位は各建物とな

りますが，その建物が防火区画として完全であれば延焼して大火となる

ととは防止できると恩われます。都市の不燃化は今さら私が申すまでも

なく ，すでに行政面でも指導実施されているのでありますが，現状の都

市をみますと防火または耐火構造の建物はきわめて少なししか も過密

の状態であり ，大火となる危険は十分あるわけであります。私は梁人で

あり ，あるいは間違っているかもわかりませんが，今の防火ならびに耐火

構造というのは，その建物を外からくる火から守るという考えが非常に

強いように息われます。そ乙で都市においてもヒツレ内の防火区画のよう

に火災をその建物で止め ，他に延焼させ fょいという考え方をした らどう

であろうか患います。結果的には同じ場合も多いでしょうが，また別の

方法も出てくると思います。自分の建物を外の火か ら守る乙とは大事で

ありますがいささか利己的であり述帯感が薄いように思われます。そ乙

でもうひとつ，自分の建物から火が出た場合! c 他の建物に延焼して迷惑

をかけないようにも配慮する必要があります。法的な規制には限界があ

ります。[ " " 他に迷惑をかけてはいけない」という精神的な盛り上りによ

って連待感を作り ，ひとつの市民運動としてたとえ法的な義務はなくて

も自発的K 危険があれば乙まめに改善し都市災害を起さないようみなが

日常配慮し実行するようになれば，何より効果は大きいと恩われます。

都市全体の不燃化は必要であります。 しかしそれまでは相当の時間が

かかります。それまで仕方がないというわけには いきません。乙の過渡

的現状においてはその変化の各時点における現状をよく把握し分析して

乙まめに種々の対策を考えてゆくととしかないと思います。

( さとう てつを 阪急不動産K K常務取締役〕

管理面での防災体制の徹底

藤 森 春 太 郎

都市の防災について，建築家の立場から十分配慮の責務が課されてい

ると同 じく，現在，都市において，ビルのはたしている役割，その比重

を考えるとき ，ビJ レオ ーナーとしては，単に自己の所有している財産を

損じないため という乙とでなく ，入居テナントの社会的機能を守る，入

居者の人命を守る ，さらには隣接関連する部分を重大な損害にまき込む

ζ とがないよう ，社会的な責任のともなっている乙 とを自覚しなければ

ならないと考えている。

今回のテ ー"7 [ " " 千日デパートの火災」例を見るまでもなく過去の事例

よりして，最近のピ J レ火災の傾向は ，ホテ J レ，旅館，飲食庖，百貨庖ー

など都市の中心街を含めた，複合多 目的 ヒソレに火災が多発 し，大事に至

っているのが実情である。乙れに比して一般のオ フィス ビノレにおいて

は，発生例が少ないか，または比較的小規模に とどまっているのではな

いかと息われる。その原因と しては ，複合ヒツレにおいては，多目的に利

用されるため ，雑多な入居者で混成されており，稼勤時間平等も昼夜をと

わず，不統ーであり ，加えて火災源、となりやすい特殊設備が多いのが通

例である。とくに致命的な乙とは ，管理責任が別々になっているため ，

ピル全体として一元化された防災管理体制がとり難くなっている点にあ

る。乙れに比して，オフィスピJ レにおいては，設備上発火源の少ないと

と，営業時間帯が昼間で，ほぼ統一されている乙と，管理体制が一元化

されやすい乙となどのために，日常火災の発生は少なく ，小規模にとど

まっているのが実情であろう。もっとも ，オフィス ヒリレであっても ，事

務室設計の階層 IL . レス トラン ，喫茶底，催物会場などを混在させてい

る伊j が多いが，乙れは，ヒツレ防災管理のみならず，営業面よりしても思

わしくない。 ピル全体に機能上，必要な場合でも，できる限り一般事務

室とは区分し ，集約して配置する乙とが必要であろう。 一般に ，最近の

都市改造計画にともなう複合ピルの増加，建物の高層化，地下階の多層

化，地下街の建設が，被害の重大さを助長する傾向にあるが，乙れは防

災上，決して好ましいととではない。

としても ，ピル経営の立場にたつとき ，高価な土地の最大限の利用 ，

ピルの収益性を考えるとき ，やむを得ず，高層化，地下利用 ，多目的利

用K 踏切らざるを得ない事情のある乙とも一面である。乙のためビJ レFと

しては ，防災設備の万全を他に& 優先して期すと同時に ，日常の管理面

で，防災体制の徹底を計る乙とを当面の最大の責務と考えねばならな

い。日常の一事例として，ピル火災は ，建物の増改築および設備関係、諸

工事にともなって発生する乙とが多い。建物，設備なと. パラパラな工事

業者が，勝手IL 出入している場合も多く ，乙の防火管理を徹底させる乙

とが必要で・ある。工事人と しては，自主的K 防災体制をとるとと もに，

ピJ レ側としても十分な監視体制のもと，細心の注意をもって，大事の発

生しないようにする乙とが大切である。

( ふじもり はるたろう 社団法人大阪ピル協会々長 ・K K朝日ビルデイング専窃取締役〉

建築家側

安全確保への取り分をふやそう

大 辻 真 喜 夫

標題を与えられて引きうけはしたものの，書く段になってはたと困っ

て しまいま した。あまりにも災害の先例が多く ，またそれについてあら

ゆる角度から指摘や対策が論じられ，何を述べてもすでに論じられた閉

じ乙とになってしまうからです。そういった ζ とが乙のピル火災の特徴

でもあり ，またそれほど乙の種の災害を避ける方法がむつかしいという

ととなのでしょうか。
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乙乙数年，多人数死傷者を出した大規模火災は ，有馬や和歌浦の旅館

をはじめ ，レ ジャ ー施設，と くに宿泊施設に多く ，海外の事例にも事欠

きません。乙れらを反映して建築学会でも 昨年の秋の大会には， 特別に

建築協議会のテ ー? と して "火災から人命をいかに守るか" と， 防災設

計の基本姿勢を幅広い分野にわたって討議追究 した矢先で した。

今度の事例では ，建築そのものに基準法上の問題はなく ，むしろ運営

管理面に大きい要素があったように聞きますが，乙 れもいつの場合にも

指摘される問題点です。基本的 lζ は設計者の安全に対する認識" 人命 K

対する責任の自覚" を足がかりに，その基本ポリシ ーを正しく施工面に

継承 しさらに運営管理面 lζ 筋を通して貫くシステムを確立しなければ魂

のはいらぬ仏像を作るだけのことになりかねません。

防災設計における主題を建築そのものの安全や防火におくのでなく，

心理学や医学など他の分野との積極的な共同作業によって人命の安全に

おきかえるべき( 岸谷氏) であり ，また，人間の生活形態を基軸とした

建築物の用途や規模の分類を行なって，防災設計の充実を図る( 松田軍

平氏) 乙とを真剣に取り上げる時期がきていると考えます。

災害はあとから見るといつも起るべく して起っています。不備な点、と

機会がものの見事に重なり合って事前には予想しなかった災害になって

います。一方，乙のような機会は常時身辺に発生しているが，人々の注

意とタイミングのズレで消し止められているとも言えます。

今後も都市の過密化は加速度的に進む ζ とでしょう。過去の静穏を懐

か しむだけでは問題は解決しません。開発の エネルギーから ，安全確保

への取り分をふやし ，行政面での助成も加えて，広い視野から正しい方

向付けをする乙とが重要だと患います。稿湊する過密都市ではさらに大

規模な第二の天六ガス爆発，あるいは地下街火災，また東京では幸いに

も未然lζ 防げたが地下街の水没事故など ，紙一重で今まで起らずにすま

せた大規模火災の要因がコ晶ロ ゴロしています。都市の機能 lζ 責任のある

各部箸が様に手をつなぎフランク K 問題点を抽出し合い調整と対策に具

体的に手をつける ζ とが急務と思います。

( おおっじ まきお竹中工務庖設計耳: 次長)

防災へのパーセンテージを高めよ

坂 内 幾 男

千日前 ビノレ火災で尊い一命を落とされた方々にまず謹しんでと冥福を

お祈り申し上げる。その原因などについては法の裁きを待たねば何とも

言えぬが，世間に取沙汰されているように ， r人災的要素」が多いので

はないかと息われる。まず不注意な吸殻による出火，火災時にも完全に

作動しなかった階段やエスカ レータ一 回りのシ ャッタ ー，内装材よ り

も，2 - 4 階までの商底の商品燃焼による有毒ガスの発生， 7 階キャバ

レーの従業員訓練や，非常口の施錠など，人命の損害をもっと少なくでー

きる要素は多々あったと恩われる。現在の建設，新建材開発技術のスピ

ードは速く，つぎつぎと固まぐるしく改め ，そのたび. にきびしくなる建

築法規も追いつかぬ有様である。何か，大事故が起り多くの人命が失わ

れると法規がきびしくなる ，いたちごっ乙の様相を呈している。建築基

準法はその第一条に「乙の法は，建築物の敷地，構造，設備および用途

に関する最低の基準を定めて，国民の生命，健康および財産の保護を図

り」とあるが実際の設計に当たってはつねに最高の基準として解釈され

用いられているのが実情ではなかろうか。公害問題では今や，企業はそ

の防止に多くの投資をせねば生産もその会社の存立さえも許されなくな

ってきた実情をみれば，建設にあたり，災害防止や非常脱出設備に工費

の大きなパーセントを支出しなければ建築の計画はありえないことを，

建築家も建設業者も世聞に対して声を大にして叫ばなければならない。

目先の営利のみによって，地球より重い人命を無駄に しないために，強
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い覚悟で努力を重ねてゆ乙うではないか。 しかし一度われわれの手を離

れたあとでのそれら諸設備の完全な管理乙そもっと大切な要素である。

いつあるかわからない災害時に働かぬ設備など，ま さに無用の長物であ

るが，実際には大部分はそうでなかろうか。今後はと れらの点について

の厳重な方式もあわせて強力に推進してゆかねばならない問題点であ

る。

各ビソレの個別的な災害のときには乙れ らの方法でまだ何とか損害を最

小に食い止め得るだろうが，地震などで一度に災害が起ったとき ，また

近時その面積が加速的に拡がる地下街で火災が起ったときは ，ま ったく

現状でt はお手上け町だろう。思うだけでも冷汗の吹きだす気がする。膨大

にふくれる都市人口 ，それらの人々への集団訓練の不足，災害や隣人に

対する無関心さは一旦ノマニック が起ったときは ，自動車による道路の大

混乱と相まって，ーとの世の終り的な惨状を 呈する乙 とは十分察知でき

る。強力な行政措置のみで解決できるような単純な問題ではないととろ

まですでに大都市は進んでしまっている。だが何とか大英断と人智をか

たむけて解決する以外にはないのである。起り得る災害の犠牲者のなか

に貧方もあり ，私もいる 。公害防止と 同様に国家的に解決をはからなけ

ればならない問題である。

〈さかうち いくお威内建築段計事務所所長〉

都市再開発と複合ビル

藤 田 邦 昭

千百ビ J レ火災は "雑居ビノレ" の事故として報じられた。

再開発事業は各地で活発に計画~事業化されており ，田中新首相構想

のなかでも都心の高層化による適正配置が提案されている。その是非論

はおくとして，都市再開発法などによる立体高層化により ，従前土地建

物等多人数の権利の持ちよりによる共同複合 ビ〉レは ，今後その数を増す

ものと思われる。その手法は土地建物等の従前権利を新ビノレ建物床! と権

利変換により立体換地する方式を採用 している。

これらの共同複合ピノレといわゆる雑居ピ J レとの差異はいかなる点にあ

るのであろうか。まず雑居 ヒ、J レは文字通り寄合いであり，おのおのが無

計画，無統制に集合したヒツレである 。

乙れらに対し複合ビノレは計画的に異種の機能，性格，あるいは多人数

の権利を集め ，乙れを機能的11 : : 複合体として集積したものであるといえ

よう。

具体的にみれば，後合 ビソレでt は区分所有法の前提から各セクシヨンが

構造体 ( Cよって明瞭に区分され，それぞれが共有の通路，階段に面して

独自性があり，全体としては単体と同じ建築基準法の諸規定にしたがっ

ているといえる。

しかし都市再開発法によって計画~実施された複合ビ、J レについて千日

ビノレにみられた不安がないかといえば，大いに問題点がある。その最大の

ものは再開発法は事業法であり ，建物入居完了後の維持管理については

ほとんどふれていな い点である。再開発事業完了後，区分所有法の規定に

さえ合致すればいかなる分割も可能である。採光のない部分の分割はも

ちろん，賃貸等で区分所有扱い不用の場合はどのような使い方 も可能と

なる。乙うした点，千日ビルと同様の事故が発生するおそれ十分である。

わが国の再開発事業による共同複合 ビノレは竣功入居時においてもっと

も値打ちがあり ，後は経年次第に荒廃してゆくといわれている。土地を

建物床 lζ 置換える ζ とにより活性利用する再開発法の考え方は遜切とし

ても，財産価値としてみる場合問題が多いと して各地の反対運動の争点

のひとつとなっている点でもある。乙れら財産としての面と増大する共

同ビ、 J レの数の防災の視点からは，都市再開発法のなかでの維持管理制度

の確立，区分所有法に よる管理組合規定の強化が早急に必要とされよう。

( ふじた くにあき 都市問題経営研究所所長)



初期避難のまずさ

市 川 宏

千日デパート の火災から ，ただちにあらたまって都市防災の一大事と

考えるには幾分の抵抗が感じられます。 ソウ ル，サンパウロ， と続いた

大惨事も ，そのお組末な建築内容を知るにおよんで，日 本では到底考え

られない乙ととたかをくくった矢先のお膝元へ火がついたとあって，一

大警鐘となった ζ とは確かです。とはいうものの ，乙ちらの火災では火

元階IC接する直上下階のみで喰い止めている し ( 時聞はかか ったが) ， 

火災の，というより ニュー スの中心となった 7 階をとってみて も，た っ

たあれだけの床面積 IC 4 カ所もの避難階段を備え，その配置 も必ずし も

悪かったとも思えない。乙れらが正常な状態で，なおかつあれだけの死

者を出したという のであれば乙れは大問題。われわれの頚のなかは もち

ろん，法規そのものも大改造の必要がありましょう。しかし事実は， か

んじんの避難口には会社IC忠実な従業員によってあわてて鍵がかけられ

たグ大体非常扉に鍵のかけられた乙と自体，われわれの常識から は奇怪

千万ですが，いかに良識的な建物を心掛けても乙のような非常識がまか

り通つては，一体技術者としてどうすればよいのか という感じが しま

す。もっとも ，火元階で閉鎖不完全のために煙の充満によって使えない

階段もあったとはいえ，平常使用されていた主階段( 当然非常の場合使

いなれた階段へまず殺到する〕を含めた 2 階段からは十分避難できたは

ずであるし ，その初期避難が順調にいってさえいればあれほどの惨事に

はならなかったでt あろうし ，そういっては悪いがそ ζ らにゴロゴロして

いるビル火災のひとつとしてすんでいたかも知れない。もちろん，シャ

ッタ ーが防j l l C は非力である乙と ，ヒュ ーズ装置必ずしも信頼できない

乙と ，そして何よりも複合建築の恐ろしさ等々 ，改めて反省すべ き点は

多々あるにしても ，常識では考えられない欠陥ピ J レであった大然閣とは

同日の比ではない。防災管理態勢を含めた ，もっと建築以前の問題に乙

そあの惨事の根元があると思われます。乙れをもってすべての責任を建

築のみに負わせ，さらにきびしく法の力でがんじが らめにで もしない限

り都市防災は成り立たない，などとでも考えられてはあまりに も可愛そ

う。まだまだ多い と恩われる法の目をくぐった違法建築を厳重にチェッ

クする乙と乙そ焦眉の急かと思いますが，いずれにしてもー火災と いう

にはあまりにもジャ ーナ リスティックに興味ある( ? ) 内容に富んでい

たために ，専門家諸士をもあわてさすほどの大ニュースになり過ぎた感

がしないでもないのですが一一。

(い ちかわ ひろ し 東畑建築事務所〉

市 民 側

有毒ガス発生資材の使用禁止

望 月 信 成

従来の常識では鉄骨 コンク リート 造の高層建築の 一室か ら出火しで

も，数階離れた上層部までその災害がおよぶのには相当長い時間がかか

り，その間 lζ 何とかして脱出する乙とができ るであろうと素人なりに思

っていたが，千日 デノマー トのよ うに百十何人の死者が短い時間 IC出ると

は，私な どでも近代 ピルの構造について考えさされるものがある 。直接

火の焼身から まぬがれでも ，有毒ガスで人命を失うのであ るから ，乙の

方面の防災を第ーに研究しなければならない乙とはいうまでもない。も

しも地下街で火災が起ったら ， さらに大きな惨事となる であろう と考

え，身の毛もよだっ思いがするが，乙れも有毒ガスの発生源を根絶 しな

ければ，第二， 第三の大惨事が起るのは明らかである。

かつて私がローマ にいたときに火事があった。 サイレンを鳴ら して消

防 車 ( 日本と同じで赤い色の自動車) が走って来たのを見た。その自動

車や装備の不完全な乙とは素人目からもはっきり解ったので，わが国 lζ

帰ってから ，大阪市の消防局の幹都とその乙とを話をしたと 乙ろ， " そ

れは日本の消防車や器具は世界ーですよ " と自慢 らしく答えていた。私

は一瞬日本はすばらしい発展だと思ったが，再度考えるとそれだけ日本

には火災が多いのだと思い，消防車の完備はむしろ自慢にならないので

はないか とさえ考えた。それだけ驚くべき発達を示している消防器具で

も，有毒ガス の発生では火は消えても人命を救う乙とは容易でない もの

らしい。 乙乙にむしろ建築資材などを改良して， なるべく不燃焼のも

の，有毒ガス の絶対に発生しないものを使用するよう ，義務づける ζ と

が先決問題ではなかろうか。乙のような有毒ガス が発生 し，燃えやすい

資材を法律的 IC使用禁止の強い規制を行なわない限り，再びどのような

惨事が起るかも知れない。建築業者もっとめて乙のような資材使用を自

粛すべきである。安価で美 しいからという理由で使用するならば人命軽

視のそしりを業者に負わすべきで，強い大衆の艶視があって然るべく ，

建設者や注文主にも十分の責任を負わすべきょう 大衆の理解が必要であ

ろう 。二度とあのような大惨事をくりかえさぬよう大衆の知恵を結集 し

でも無駄ではあるまい。

(も ちづ き のぷなり 元大阪市立架術館長〉

労働者としてビル火災を考える

相 本 哲 邦

「千日デノ f ー トヒツレ火災」は多くの労働者 ( ホステス ・客等〉を死亡

させた。というより ，戸の火災で 「殺された」という 方が正確であろ

う。労災保障など各種の保障制度のないホステス労働者に してみれば，

生活や仕事のために，一般企業の労働者よりも多くの賃金が必要である

い乙とに扶養家族をかかえていればなおさらである。死亡したホス テ

スのなかにそういう労働者がかなり多かったと報道されていた。また，

沖縄出身者の比率が高かった乙とは，社会的差別の一面の反映と考えら

れる。客にしても ，社用族がかなりいたと耳にしている。 i エコノ ミッ

ク ・アニ7 ) レ」と表現された「生産性向上運動」が，そうした労働者を

夜遅く まで働かせていたといえる。火災時に，マネ ージャ ーが「支払い

を済ませていない客は外に出すなJ と指示し ，従業員労働者がそれに従

ったというと とは， 革IJ潤 追 求 =生産性向上のためには人命を無視すると

いう感覚をつくりあげている乙との証左であり ，人間性を否定している

のである。

利潤追求= 労働者の労働を搾り取り資本の肥大化のみが優越すれば，

必然的に起る事故の典型例である。 ととろが，乙うした事故を未然に防

止する行政を進めるべき行政当局が，あいまいな態度( 労働者の立場=

弱い者の立場から考える視点が稀弱) をとり続けている ，と いうよりも

積極的にそう した行政を進める姿勢を疑問とせざるを得ない。また ，死

亡者が少数であったとすれば，問題にさえされなかったのではないだろ

うか。国，府， 市含めて，火災な どの生命の危険 ・生活の危機を取り除

く行政乙そ ，労働者が求めるそれである。 i千日デパートビ J レ」はひと

つだけではなく ，そうでない方が少ない。

公害( 資本の害) が多くの公害病患者や死者を出し ，交通事故による

死傷者は少なくない。狭くて環境の劣悪な住宅など，労働者とその家族
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は生命の危険 ・生活の危機と同居している。職場や地域で，工場の爆発

や火災，労働災害など，生活と生命の危険性は枚挙に暇がない。なるほ

ど，高度経済成長は物資を豊富にさせた。が，それはとの火災に集中的

に現われたどとく ，労働者の生命と生活の犠牲 ・圧迫の上iζ 成り立つた

のであり ， 1繁栄のなかの貧困」乙そ問題である。日本中の労働者が

「千 日デパー トピ J レJ ( C住み，働いているといっても過言ではないだろ

う。 いや，日本全体が「千日デパー トピノレ」ではないだろうか。

〈あいもと てつくに 自治労大阪府職員組合)

労働者と無災害都市

佐 藤 公 次

基本的なことですが，労働災害分析は， " 労働者が流した血が，かわ

かないうちに指につけてから始めよう " 乙の合言葉を実践する者は，優

秀な労働基準監督官か，まじめな労働組合安全担当活動家のみで，珍し

く少ない。災害現場に急行し ，被害者 ・同僚の怒りを，自分の決意とし

て，災害現場で妥協なき分析を加えずして，災害を二度と繰り返させない

厳粛な結論は，まず出ません。災害分析 ・科学鑑定なるものの一般的傾

向は，死人口なしを前提とした責ー任転稼のあらさがしにはじまり ，災害現

場から離れた机上で，n欠原因 ・3 次原因 ・4 次と真因追求を迫る材料

不足のまま ，もっともらしく結論の作文化が行なわれているようです。

「生命・身体より貴重なものが、あるのか、ないのかJ ｾ 生と死の闘

い" について，正しい哲学観を貫ぬき ，妥協なき実践魂がなければ，無

災害都市計画なるもの も，歴史のーコマとしては，技術論をもてあそぶ

にすぎず，まじめさは，うかがえても ，百害あってー益なし ，きれいど

とで災害はなくなるものではありません。

" 謙虚であること " 安全教育に関する限り，日本人全体，小学生も ，教

授も ，議員 ・大臣 ・役人 ・社長 ・労働者 ・主婦を関わず，例外なく同じ

レベルの欠陥人間であり ，欠陥教育しか受けていないととを ，まず一億

総自覚するキャンペンが大切でしょう。したがって，安全に関する限り

教養がじゃまを しているといえます。教養がよりあると自負するもの ，

社会的職務的地位のより高いもの ，専門家と してあるいは指導者と して

の自負をもつものの安全にかかわる欠陥知識の氾濫がそのまま絶対的な

ものとして通用しているのが，過去の災害の事例のほ とんどのようにみ

うけます。不安全，不衛生の判断と改善対策は段下部直接現場 !C全権限

を移譲する乙とが大切です。

気体 ・液体 ・団体 ・光 ・音 ・振動 ・重力 ・速度などなど。そして何よ

りも人聞が災害にいかに弱い生物であるかという反省をもって，新羅万

象チェックを繰り返し ，他人のチェックを進んで受入れる "文珠の知

恵" を求める専門家でなければなりません。したがって，設計者単身，

建築専門チーム単独に ，安全設計の全能を求めるならば，マンガの世界

から ，スーパーマンでも侵してきて担当主せねばならないはずです。余

談になりますが，ナポレオン ? は， "不注意" という文字乙そ ，災害原

因から抹殺すべきでした。

“社会のしくみが、さかだちしていること " 日本の法体系は，災害原

因の立証責任を，被害者側に求めてきました。とれでは，建築物をつく

る専門家ι 建築物を使用する経営者 ・資本家も，のんきな欠陥人間天

国でおれるはずです。加えて "疑わしきは罰せず" の法理論が逆用され

のんき天国を通り越したおとぼけ天国を許 しているわけです。真心の乙

もった災害予防対策は義務 ・権利でなく ，善意の施 し物lとなっていない

でしょうか。

" 労働者が，職場のなかで，労働基本権を確立しない限り ，都市災害

はなくならないし，減少すらしません" 労働者の職場が，包括されてい

ない都市形成というものがあるでしょうか。都市における労働者の全職

場および職場の延長空間が，無災害職場であるとすれば，都市全体がど
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う変るでしょうか。しかも ，労働者の安全は，労働条件の第一義的課題

です。賃金を払えば生命まで買ったどとくふるまう経営者が同時に主要

建物土地を占用して群成しているのが日本の都市の一面である 乙と を見

逃しではなりません。一般市民をまきぞえにしている重大災害の多発

も，労働者を人として扱わぬ無権利職場に集中 しています。乙れは，本

誌アンケ ー ト回答としての ，私の重要な結論部分ですが，与えられた字

数の都合で，体系的 ・技術的に ，ふれられないのが残念です。

たとえば，千日前 ピJ レを含む商庖 ・百貨庖 ・銀行な ど，もちろん地下

街も含めて，そとで毎日 l時間単位で働く労働者の空気 ・温湿は，どの程

度でなければならないかという乙とよりも ，3分~数十分という分単位

で流れる顧客，通行者の空気 ・温湿はどのくらいでなければならないと

いう基準が，行政指導のなかに先行しています。どちらを基準にすべき

か，純真な小学生に計算をまかす乙とができても ，大学卒のお役人 ・建

築専門家は，計算を狂わせてしまうわけです。

たとえば，千日前ビル ・天六ガス爆発現場 ・地下街の三点の災害共通

点をあげてみますと ，避難訓練の常時習熟で，誰より労働者自身が脱出

に自信が生れたとき ，不特定の市民の脱出誘導にも労働者がゆとりある

対応ができる乙と。非常用排煙装置や爆発力減少をねらった爆発放散孔

など，乙れと兼用できたか もわからぬ労働者のための日常的換気装置，

エヤ ーシャ ッター装置，またガスのはきだめ としての煙突から無動力換

気装置としての煙突の再評価など，日常の労働環境改善と無災害都市化

とのかかわりあいは，どの重大災害を例にしても数珠つなぎのように拡

がっています。

"無災害都市という名称の新計画のイメージについて" 安全という立

場で点検すると ，古い ピJ レしかも皮肉な乙 とに破壊されかねない時代遅

れといわれる ビJ レに，人間の容器として健康な設計がみつかったり ，芸

術性 ・デザイン ・合理性などという評価を競う新しいビノレに ，不安全設

計を多く発見できるのは，どういう乙となのでしょうか。

大阪市ど自慢の大阪市立青少年中央教育センタ ービJ レ( 森之宮) など，

子供の専用集会場であるだけに，その設計の無神経さには，憤りを覚え

ます。

以上，労働安全衛生大学の終了者の一人として，お答えしておきたい

と思います。

( さとう 己うじ 総評調査資料室長 ・労働安全衛生大学事務長 ・労働省労災防止指導員)

身のまわりをみつめる習慣を

- 谷 紀 久 子

大阪ミナミの虹の町… ・・花のナンパの千日前… ー…

大阪を象徴するまさに大阪商人の殿堂，かっ乙いい若人がカッポし，

そぞろ歩きを楽しむカップJ レ，そしてイルミネ ーションが点滅するとろ

にはその夜景も豹変する … 一。ビノレ火災空前の千日前デパー トの火災も

そうした華やかさでおおわれた厚化粧がむざんにはがされ，突然おそっ

たあまりにもいたましい惨事，都市防災の無防備，モー レツ ，ソーレツ

の商乙んと人命のかけ引きが一挙に暴露されたような都会の虚と実をま

ざまざと見せつけられました。あの惨事の後，ビノレ街を歩けば窓から避

難袋をつかつての避難訓練が見受けられるけど一時の 7 スタ ーベーショ

ンに終ってしまわないようにと祈ります。忘れたとろにやってくる忘れ

られた災い ，不慮の事故はいつもそう したも ののようです。私たちが，

住居にすま いするζ と，そ乙は生命の安全，やすらきを乙う場です。昔の

諺 lζ 「土ー升 ・金一升」 とい うこ とがいわれていますが，最近の土地ブー

ムにのっ て建築基準すら守られていない違法建築を見受けます。境界線

から 4- 5 メー トJ レの間隔も ，高い地価であるがゆえにちょっ との空地

でも欲が出て物置などに使われている。乙うした乙 とが火災を招いたと

きの消火活動をいかにはばむものか，火災に対 して 日頃の防備は案外，



無関心であります。民法が優先されないと乙ろに問題点もありますが，

人の命にかかわっ て くると思えばお互いに良識をもって生活したいもの

です。

一歩家の外IL出れば，家族がまた縁者がどんな身の危険にあうかわか

りません。高居 ビソレの林立と地下鉄網の波及，火災による停電でにげ道

を失 った群集… -いわずもがなの姿を想像するだけで身の毛がよだちま

す。地下道と市民の密着度からして都市防災の観点からど乙まで人命は

保障されているのでし ょう。千日前ピ J レ火災の諸因がもし人ひとりの責

任で当然防ぎ得た惨事だと思えば残念で仕方がありません。

7 ッチが元凶であるにしてもまず個人個人の生活信条をもっ乙と ，自

分で扱った火も とは 自分の手で始末する。万が一の広義の都市防災設備

のゆき とどきも当然必要ですが，家庭における日常茶飯事のなかからま

ず自分の身のまわりをみつめる習慣を喚起したいものであります。

〈みたに きく E 主帰 ・関西主婦連合会会員)

行 政 側

悪魔の警鐘として素直に反省

原 径一郎

千 日デパー トの大惨事の一因が，建築基準法施行( 昭和25年) 以前の

既存不適格建築物にあるとの反省から，既存建築物に対する防災避難対

策が検討されている。複合用途建築物などの現地査察を行ない，避難経

路の迷路化されたもの ，安全区画の不備なものなど，避難上危険な建築

物に対 して改善指導を強化しようとするものであり，国においても改修

貨の助成措置について検討が進められていると聞く。

しかしながら ，都市建築物が現行法規に適合したものであれば全く安

全であると考えるとと は危険である。現行の建築法規が要求している防

災上の技術水準は，別室で火災が発生しても火焔や煙や熱気を完全に遮

断し ，避難せず とも安全が保証されるというものではなく ，火災を早期

1<:: 党知し ，すみやかに避難する乙とを前提として人命の安全を考えてい

るものであるからである。すなわち ，防火区画や内装制限によって火災

の拡大をできる だけ遅らせる乙とによって安全に避難できる許容時簡を

延長させる考え方であり ，さらに避難に要する時間ができだけ短くてす

むような避難施設の配置を規定しているものである。したがって，人命

の安全は百パーセン ト物的施設によって守られるのではなく，すみやか

に避難するという人的行為がなされてはじめて全うされるものである。

複合用途 ピノレの危険性は，① lζ 火災の早期党知』ζ 欠ける点にあり，②

IL避難経路の複雑さにある 。①については，ピJ レ内全滞在者( < : : 対する警

報伝達が管理体制の不統ーなどにより徹底され難い現状にある。乙れが

反省の第ーである。②については諸般の事情から避難経路に妨害物を置

いたり ，出口 lζ 施錠するなど管理状態にありがちである。 ζ れが反省の

第二である。第三か前述の建築構造上の防災措置の問題である 。

第一，第二の管理措置が全くなされていない状態において第三の建築

構造上の防災対策だけで安全を確保するととは不可能である 。むしろ ，

第三は不十分であっても ，第一，第二の措置によって人的災害は回避で

きる可能性がある といえる 。今後の指導対策のポイントをこの点におい

て検討してみたい。

千 日デパー トの場合の火災重量報が，不備なダクトから侵入した猛煙に

よって伝達され，それによ切って若干の者が比較的早期に階段から脱出で

きたという ζ とは皮肉な結果といわざる を得ない。

( はら けいいちろう 大阪市建築局建築指導郎指導第一課長)

既存不適格建築物の安全上のレベル

. アップ

救 仁 郷 斉

最近の経済の発展 iζ 伴う都市への人口 ・産業の集中とめざま しい建築

構造技術の進歩が結びついて ，建築物はますます高層化， 巨大化， 複合

化し， そのため ，- . e . 災害が発生した場合の被害は多大にのぼるおそれ

がある。

乙れがため ，建築物の災害対策，とくに火災に対する防火避難対策は

建築行政のなかでも大きなウ エイトを占めるようになり ，一昨年の建築

基準法の一部改正の際の主要な柱となった。

今回の千日デノマート 火災事故は ，建物は昭和 7 年に使用開始された建

築基準法上の既存不適格建築物であるが，出火階である 3 階から 2 階，

4 階と上下 l 階ずつ火災が拡大したが， 5 階以上へはたて穴の防火区画

などの効果から延焼しなかったにもかかわらず，7 階プレ イタウンの客

・従業員ら 118 人が死亡するという ，きわめて特異なものであるので，

建設省 としても事故原因を技術的に調査するため，臨時に「千日デノマー

ト火災事故調査委員会J ( 委員長 星野昌一東大名誉教授) を設け現在

調査中である。乙の結果をもとに今後の行政上の具体的措置が検討され

るが，むしろ問題なのは ，数において圧倒的多数である既存不適格建築

物に対する安全上のレベル ・アップの方法である。

建築基準法第10条は，乙れら既存不適格建築物に対し ，保安上，衛生

上著しい危険のあるものについては改善措置について命令すると とがで

きる制度となっているが，ζ れまでの運用は必ずしも満足すべきもので

』まない。

今後は，とくに不特定多数の者の使用する'特殊建築物，絞合用途建築

物，地下街などを中心に既存不適格建築物について前記10条命令を活用

するとともに ，あわせて防災上の改善工事が容易に実施できるよう何ら

かの助成措- 置を拡充整備する必要があろう。

また ，千日デノマート火災事故の主要な原因と推測される建物の防災施

設の適正の維持管理を図るためには，単に建築基準法第12条の調査 ・報

告のみならず，建物所有者 ・管理者などが必要に応じて自主的1<:: 安全対

策を講ずる乙とが社会的にますます強く要請されるようになってくるだ

ろう。

とくに複合用途建築物については，一元化した建築物の安全管理体制

の確立が何よりも大切である。

( くにどう ひとし建詮省住宅局処築指導課長)
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千日デパート火災概況

恩 田 一 則

昨年，クリスマスの自に緯国ソウル市で死者 165 名を出す火災があ

り，本年 2 月，その調査のためソウル市へ飛ひ子こった。ソウ J レから帰っ

て間もなく 2 月24白，ブラジ J レのサンパウ ロ市で31階ピJ レの火災があり

死者16名と報ぜ られ，続く災害IC他国ではないと窓にかけていた矢先，

5 月13日，千日デノマー トピJ レで死者 118名を出す惨事となった。乙の連

続した 3 つの火災を比較した場合，結果は同じだが実態は前二者と後者

とは速いがあった。というのは前二者は，いずれも超高層ビルの下層階

より出火し全館を焼失しているが，後者の方は 7 階建で 3 階より出火し

2 階， 4 階のみの延焼にとどまり ，しかも ，燃焼階より 2 屈も上階の 7

階で多数の死者を出したからである。それだけに ，ζ の火災は，いろい

ろな面で問題をなげかけている。以下，その概況報告にあわせ本誌の性

格上，構造面からみた問題について所見を附加する乙とにした。

火 災 概 要

1. 火 元大阪市南区難波新地 3 番町 l 番地

千日デパー ト

2. 覚知日時 5 月13日 22時40分

鎮圧日時 5 月14 日 5 時43分

鎮火日時 5 月14日 7 時41分

3. 建物の構造，規模

鉄骨鉄筋コンクリ ー ト 造 地 下 l 階，地上 7 階建

建築面積 3，770. 21 ni 延面積 25，923. 81 ni 

4. 焼失程度 2 階 2，5∞ni 3 階 3，1∞ni 

4 階 3.21∞ni 計 8. 8∞ni

5. 死 傷 者 死 者 男48名 女70名 計118名

傷 者 男35名 女13名 計 48名

6.  出湯台数および人員消防車84台 人員 696名

耐 火 建 築 物 の 燃 焼

耐火建築物は ，その名が象徴するように ，もともと煙に耐えないとし

ても ，はたして火に耐えるだろうか，疑問がある。ソウルの大然閣ホテ

J レで6 時間，千日デパートで 7 時間，その他，過去の事例でも西武百貨

庖で約 7 時間，松坂屋百貨庖で約 6 時間も燃え続け ，いかによく燃える

かを立証している。もともと燃焼時間は可燃物置を燃焼速度で除したも

ので，燃焼速度は関口部函積および関口部の高さにより変わるものとさ

れている。最近の建物は可燃物産も多くなっているし ，関口部も大きく

なっている。さて，現行法規によれば 1時間 . 2 時間 . 3 時間耐火の別

があるが，今まで述べた事例や条件では耐火性lζ 疑問がある。まして，

高層および超高層建物のように消防力が物理的に効をそうしない場合が

多い状況では放任火災となりがちで，長時間燃焼する事例が多くなって

いる。乙の点、，設計の段階でとくに認識をあらため法規とは別 !C可燃物

lーに応じた耐火性能を求める乙とが必要ではないだろうか。
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延 焼 経 路

高層建築物の延焼経路 といえば，過去の事例から建築物に設けられる

竪穴であり ，階段，エレベーター，エスカレータ ー，各種ダクト等は代

表的なものである。 とくに建物の下層階で出火した場合，気圧差が大き

くなり ，熱気流は上階に昇る。今掲げた部分は ，その経路にならざるを

得ない。現行法規でも ， 乙れらの経路や火災を局限するために し5∞ni

以内ごとに防火区画を設けるよう要求されている乙 とは承知のと おりで

ある。乙の措置は火災の拡大を防止するのが主眼ではあるが，さ らに上

層階の避難のための措置にもなる。とくに不特定多数の集合する場合に

はパニックおよび同時避難の制限になることを忘れてはならない。また

乙の区画でとくに必要な乙とは，火災時確実に閉鎖し ，しかもその閉鎖

が避難者の障害になってはならない。そのうえ非常扉ともなれば千日デ

ノマート もその例であったが，営業とか盗難とかの理由で施錠される ζ と

はもってのほかである。千日デパートの場合，防火区画は一応施設され

ながら ，かんじんの火災時に 1 階. 2 階， 3 階， 4 階のエス カレーター

廻りの区画および 1. 5∞ni どとの防火区画は開放されていたため出火階

3 階より上層 lζ 延焼し ，さらに幅射および燃焼物落下で 2 階にも延焼す

るに至っている。幸い 5 階以上の階はエスカレーターおよび階段廻りは

閉鎖されていた関係で延焼はまぬがれた。乙の事実からみても ，いかに

区画が必要で効を そうするかがうかがわれる。なお，階段その他の区画

および施錠の状況は 1図のとおりである。

避 難 状 況

出火当時，千日デパー トは消防局 lζ 火災の通報を行なったものの，同

ピJ レ7 階のプレイタウンの関係者には通報されていなかった。したがっ

て， 7 階の関係者はダクト，階段，エレベータ ーからの噴煙により初め

て異状に気付いた状態で，その間，推定 7 分間位は客に対する早期の通

報誘導が行なわれず，配線の燃焼のため短絡等による停電と同時にパニ

ックを呈したものと推定される。また ， 7 階エレベーター 横の A 階段

( 以下 2図，3図参照) ，更衣室横の E 階段および北側階段 F の扉はい

ずれも出火時施錠または閉鎖され，それらの鍵は事務所に保管されてい

たが， 乙れを持ち出すにはすでに噴煙のため不可能であったと恩われ

る。クローク後の B 階段は 7 階で唯一の関錠された階段で，しかもバル

コニー付の ものであったが，前面 lζ カーテンが張られ，その所在が判ら

ない状態で，乙れから避難した者はわずか 2 名であった。 F 階段のシャ

ッタ ーは電動式で当時開放されたが，開放と同時に上階に滞溜していた

熱気と煙で突破避難ができなかったと供述されている。

なお，シャッタ ーは防炎にはなるが，防煙にはならない。というのは

スラット間には多数の隙間がある乙と! と注意しなければならない。

煙 の 流 入 経 路

はじめに書いたように ，火災は出火階の上層で停止しているのに ，そ

の2 層上階で，しかも営業中 fC，なぜ大量の事故 !Cつながったか。以下
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1 図 防火シャッ タ一等の開閉状況
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再開発と都市防災

村 上 底 直

防災という面から再開発の問題を考える とき，再開発が防災計画を実

現するための，すなわち ，安全な都市をつくるための有力な武器となり

うるかという 乙と が問題とされなければならない。

いわゆる 再開発による都市改造は ，本来的に は安全な都市をつくるた

めのひ とつの手法であり ，したがって，再開発 と防災 とは並列的に並べ

て論ずる乙 とは難しい。再開発は ，あくまで都市を安全化する防災計画

のなかで明確に位置づけられた再開発でなければならないのである 。

では ，今まで行なわれてきたような再開発がはたして防災計画の一端

を担いきれているだろうか。

残念ながら ，現在の再開発では， 防災つまり安全の確保という乙とに対

してはほとんど責任を負いきれていない といってよいのでt はないだろう

か。都市を安全化 していくための「武器J あるいは「道具」としては， 現在の

再開発は余りにも貧弱であるといわなければならな い。都市安全化の武

器たりうるためには ，それ自体が個として強力な武器つまり安全なもの

でなければな らないと同時に，武器と して都市全体のなかでどのように

使われていくのかという位置づけがなされなければならないであろう 。

防災すなわち都市を安全化 していくというととは，都市におけるひと

つの大きな方針であり ，われわれの生活を律する大きな規範でなければ

ならない。そして，再開発をはじめとする都市にお ける種々の事業や計

画は ，災害K 備えてというわれわれの意識を実体化する道具でな ければ

ならない。 したがって ，防災という乙とをかかげた場合，その再開発は

単なる物理的な施設づくりから一歩前進しなければならないのであり，

それによ って何を実体化しよう としているのかとい うことがつねに関わ

れているのである 。

しかしながら ，現在われわれの手もとにある再開発の手法では防災を

明確な方針として打出すことは非常に困難であるし ，たとえ防災を方針

として明確に打出したとしても ，それを本当に防災的 lζ 実体化してい く

乙とはさらに困難な ζ とに思えるのである。

乙乙では非常に具体的な事例として，防災の問題と再開発の問題がぶ

つかり合う，というよりも，再開発が防災問題を避けて通ることができ

ない状況にある江東再開発の問題を考えてみよう。

江東再開発は防災拠点構想、ともいわれ，大地震時の市街地大火災の危

険性がもっとも高いといわれる東京の・江東デルタ地帯に大規模な再開発

によって避難地をつくろうとするものであり ，現在六つの拠点が計画さ

れている。防災拠点とは， 50- 1∞ヘクタ ールという大規模な敷地の周

囲に高層住宅を建ててなかに避難広場のための緑地をつくり，そ乙 lζ 学

校 ，病院，防災センターなども含めて建設しようというもので，市街地

のなかのオアシスとして平常時にはその避難広場が有効に使われるよう

計画されたものである 。

IJ 乙乙では，地震に備えてという乙とはひとつの明確な方針である 。そ

して，防災拠点は乙の方針を実体化するためのものであるために ，再開

発 として高層住宅を建てればそれで・終りというわけにはいかない。つま

り，拠点構怨の目標は地震対策なのであって拠点建設ではないのであ

る。 したがって，江東における再開発は拠点建設の面倒を見るのだけで

はなく ，地震対策の面倒を見切れるのかという乙とが絶えす‘問われてい

るし ，その規模が大きいととからも ，防災ということからも ，都市生活

K_必要なあらゆる施設を建設 し，機能させる必要があり ，本当の都市機

能の再開発が関われている ものである。
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実際，拠点構想は防災という乙 とからあらゆる函でその正当性を問わ

れてくる。

過密都市域における地震対策とは? 低湿，軟弱地盤の上に人口およ

び木造家屋の密集 した江東地区の将来展望は? 拠点をつくったとして

も拠点周辺およ び避難路の安全性は ? 地震時における高層住宅の安全

性は ? 避難場所としての機能は ? とい うように，大地震というとと

を考えると解決 していかなければならない問題は無数といっていいほど

あげる乙とができる。

江東再開発 は乙う したいろいろな問題に応えていかなければならな

い。それは ，防災→江東→拠点構想→高層住宅+ 避難地，という図式を

簡単 {ζ 流 して最後の高層住宅を建てるだけでは事はすまない。たとえ高

層住宅を建てるだけに しても ，対地震と いうと とをあらゆる面か ら検討

すると ，これまでの住宅建設とは相当異なったものになる はずである。

避難地における高層住宅はあらゆる面で地震K 耐えなくてはならず，そ

ζ が匂真先』ζ 地震にやられるような乙 とがあってはならない。 したがっ

て，建物の基礎，構造の面はもとより， エレ ベーター， 階段， ドアの

鍵，内装，ベランダ，ピロ ティ等，どれひとつに対しても地震時の配慮

を行なわなければならない。

このように考えると ，地震対策を本当に進めていく乙とがいかに困難

かという ことが分るだろう。しかしながら ，江東再開発は防災とい う乙

とを旗印にする限りいろいろな問題にひとつひとつ応えていかなくては

ならない。つ まり防災をその目標とする限りその再開発にはつねに安全

性の問題が関われるわ けであり ，それは単lζ 安全性の問題だけに止ま ら

ず，今までの再開発事業にみられるような どち らかという と物をつくれ

ばよいというような単純なフ ローではとらえきれない多くの問題が発生

してくる 。

はっきりいえば，乙れまでの再開発は建設事業であって物をつくる ζ

とが百標であ ったし，再開発を推進するための各種の調査，研究にして

も事業化の正当性を証明するための ものが主であり ，安全性の検討とか

生活再建の検討というよう な地域の生活そのものの本来的再開発に関す

るものはほ とんどなかったといってよい。防災拠点における安全性の検

討は，拠点そのもののあり方をつねに チェックしな ければならず，再開

発の企画，計画，設計，実施の各段階は もとより ，再開発事業が終って

ひとつの生活空間 として用 いられるようになってからも継続的に安全性

の検討を行なう 必要があり， 安全性をある段階で証明 してそれによって

事業が完成すればそれで、ょい とい うものではない。

今までの日本の都市には，乙のよ うな形で安全問題が検討できる機構

は存在しなかった。 ζ れまでtは物理的な施設をっくり上げる ，それも単

目的な施設を個別にっ くり上げるという ζ とを第一の目標 として きたた

めに. 面倒な問題，煩わしい問題は切り 捨ててきた傾向が非常に強かっ

た。現実の問題 としても ，今日の社会情勢のもとでは，採算を合わせる

ためには気にかかるととをいちいち検討していては物はつくれないので

あり ，いろいろ な問題を残しながらも見切り発車せざるを得なかったの

が今までの状況であ ろう 。

しかし，江東再開発においては見切り 発車はできない。江東の防災的再

開発においては，地震対策という問題は事業化という観点か らすれば自

らの首を締めるような問題設定であるが，それを踏み越えて，つくるとい

う乙との意味を絶えず聞い続けながら新 しいものをつくる必要がある。



拠点構想はその出発点から大震災に対する安全性が問われているため

に，都市大火の問題，地盤の問題，避難の問題，風の問題，建物の問題

等，種々の異常時の問題を解決していかなければならない。乙れらの問

題については現在の学問体系では十分に解明できないものが多くあり，

防災という総合科学の方法を構築しながら進めていかなければな らない

ために前途には多くの困難な作業が横たわっている。

乙のように ，防災という乙とを旗印にすると再開発は非常に苦し い重

荷を背負わなければならないのであるが，本当の意味の再開発を可能と

する芽は乙のようなと乙ろにしか存在し得ないだろう。物理的な施設を

つくる乙とだけで・再開発を完結させようとするならば，むしろ防災など

という乙とを表だって言わない方がずっと楽なのである。

江東再開発における拠点構想においては ，はたして乙のような重荷を

背負いつつ防災問題を解決しうるのかという乙とが，今後に問われる大

きな課題である。

乙のような意味からすると ，江東再開発は，単に江東という特定な場

で、行なわれている特殊な再開発ではない。それは ，乙れまでの日本の再

開発を考え直し日本の都市の安全性を考え直す貴重な場であり ，再開発

が防災的 lζ 成立し得るかという乙とを関われる試金石である。乙れほど

までに防災という乙と ，つまり人間の安全というととを正面 IC立てなが

ら，実際にできる乙とが普通の住宅建設と変りばえがしないとするなら

ば，今後の再開発が防災的にはたし得る成果は自に見えているのではな

カ〉ろうか。

今後の都市再開発事業が都市の再開発にとって有意な道具となるため

には，江東再開発』とおいて乙そまず「自に物を見せて」いいものを生み

出さなくてはならない。誰が見ても「乙れが地震に備えた都市空間であ

り，将来の生活が営みうる都市空聞か」と納得のいくような空間と生活

の場を生み出さなくてはならない。

江東再開発が，いろいろな意味でとれからの都市再開発の原型となる

ためには，今日計画されている江東再開発にあらゆる知恵と金と時間を

注ぎ込む必要があるのであり，決して今目的側面からの可能性だけを追

求した「みみっちい」物をつくってはならない。

少なくとも，江東再開発は，安全問題の検討と事業化の検討を並行し

て進めてきたという点で，今までの再開発にはみられない非常にすぐれ

たプロジェク トである。しかし ，冷たい言い方をすれば，今日の日本で

は安全問題の検討は進めれば進めるほど事業化の足を引っ張る ものとな

ってしまう。それは今までの日本では，いかに安全に対する投資が少な

かったかを考えてみれば分る乙とである。しかし ，いかに足を引っ張る

ものであろうと ，安全問題は決して切捨ててはならない問題であり，そ

れを大切にするととからしか都市安全化のための力は生み出されはしな

いだろう。

都市の安全化のためには，乙れまでの都市をっくり上げてきた発想と

、は異なった新しい発怨と ，それを実体化するための力一ーもっとも端的

に言えば法律と金一ー が必要なのであるが，それらは決して観念的な頭

のなかの操作で生まれるものではなく ，江東再開発というような具体的

な事例のなかで具体的な提示として示さぬ限り生み出される乙とはな

い。

以上，防災と再開発という問題について，ある程度具体化されつつあ

る江東再開発という事例について述べてきたが，問題が事業とい う具体

的な側面に近くなればなるほど，再開発のなかで防災問題を実体的IL扱

う乙とが難しくなってくる。それは，現在のわれわれが，余りにも防災

に対する財産をわずしかもっていないからでもある。

現在は，まだ再開発と防災という問題について一般論を展開で-きる段

階ではないが，江東再開発を研究してきた経験からいえば，少な くとも

つぎのような乙とがいえるであろう。

それは，再開発のみならず‘ 他の計画についてもいえる乙とである が，

今後防災問題を追求していくために必要な ζ とは，いかにして異常時の

論理を構築していくかという乙とであろう 。

防災とは異常時の論理からの出発であり，平常時の論理が見落してき

たもの，避けて通ってきたものを拾い上げていく乙とである。現在の日本

の都市の過密 と危険性の増大を招いたのは疑いもなく異常時の論理を欠

落させたままで都市を構成してきたからであり ，その怠味で現在の日本

の都市は平常時の論理をそのまま実体化したものであるといってよい。

戦後の日本が求めてきたのは，あく乙とのない平常時の論理の追求で

あって，乙の過程のなかで求められたのはいかにして平常時の人聞にと

って都合のよい空間を生み出していくかという乙とであり ，人間の安全

が脅かされる異常時の問題は全くといっていいほどなおざりにされてき

た。再開発だけではない。道路，住宅，工場，地下街等，あらゆる計画

や事業は，平常時の人聞の都合をいかにして満たしていくかというとと

を設大の目標にしてきたといってよい。

むろん，平常時機能の充実とい う乙 とはわれわれが追求すべき重要な

課題ではある。しかしながら ，平常時機能の充実という乙 とも異常時の

問題を抜きにしては考えられないのであり ，平常時の論理一本で構築し

たものは災害現象によって乙っぴどい仕返しを受ける。現在の都市で起

っている種々の問題一一公害，交通事故，火災，大地震時の問題等ーー

は，すべてわれわれが異常時の論理を欠落させたままで都市を構成して

きた乙とに対する災害現象からの仕返しであるといえよう。

安全を確保して防災という目標を達成するためには，異常時の論理を

都市の主軸 IC しなくてはならないのである。

異常時の論理は平常時の論理のアクセサリ ーではないし ，平常時の論

理でつくりあげられた各種施設の商品価値を高めるものとして異常時の

論理を利用してはな らない。

異常時に対する配慮は，われわれの平常時の都合を満たした上でのプ

ラス ・アルファであってはな らないのであり，平常時の人間の都合に対

する配慮 乙そが異常時の問題を見きわめた上でのプラス ・アルファでな

ければなら ない。

しかしながら現実には，異常時の論理を都市の主軸K おくという乙と

は非常に困難な乙とである。その理由は，何よりも異常時の論理自体が

論理として全く貧弱であるとと ，およびその結果として論理を実体化し

ていくための力一一制度 ・金の問題はもとより社会意識の面からも←ー

がほとんどないといってよいからである 。

戦後，平常時の各種の問題に対しては学問 ・技術の分野をはじめとし

て，社会のあらゆる分野が目ざま しい伸展を遂げたが，異常時の問題IL対

しては何事もほとんど進んでいない。われわれを襲う災害を考えてみて

も，その規模が大きければ大きいほど，それらがどのようにして人間に

危害を及ぼすかという乙とは全くといっていいほど何も分っていない。

はっきり言えば，戦後の日本の都市化は異常時の問題IL対しては目を

つぶる乙とによって可能だったのであり ，乙の分野IC関しては知恵も金

もほ とんど使われて乙なかったといってよい。

再開発もその例外ではない。乙れまでもそうであったように，乙れか

らも再開発を進める動機はまだまだ平常時の論理である。

したがって，現在の段階では，防災と再開発か両立し得るなどと安易

に考えてはならない。とくに ，災害のポテンシャルが極端に高くなった

既成市街地における今後の再開発が，必然的に大規模 ・高層 ・高密化 し

ていく方向を求めるのであるならば，防災などという言葉はそう簡単に

は使えないはずである。今必要な乙とは，再開発という言葉のもってい

る本当の意味と ，防災という言葉がもっている本当の意味を深く考える

乙とであろう。

当然の乙となが ら，再開発において防災という乙とをかかげても， 一

挙 K . 安全なものができるはずがなく ，安全という乙とを目ざして一歩

一歩前進する乙とでしか安全に近づく乙とはできない。そしてそれは，

ひとつひとつの具体的な再開発の場で，異常時の論理をひとつひとつ構

築し ，それによって平常時の論理をひとつひとつ打破っていく乙とによ

ってはじめて可能となろう 。再開発に安全という大きな柱を打ちたて

都市の「心」を取り戻す計画として，江東の防災的再開発が評価される

ときを待ち望んで準を置きたい。

( むらかみ すみなお 院災都市計画研究所〕
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大阪市の防災計画

嶋 経 夫

安 藤 茂 男

1. 都 市 災 害 に つ い て

災害という概念は，その現象が人間生活と何らかのかかわりあいをも

っ乙とによって， はじめて生れるものである。つまり人間とその生産

物，あるいは手段である土地や施設，動植物などが何らかの自然現象や

人為的要因によって，その機能を失う ，または低下する現象が災害であ

ろう。

わが国はもともと災害をうけやすい自然条件のもとにあり ，普から地

震や台風なと、の災害をたえまなくうけ，そのたびに体験的防災事業が施

されるけれども ， その規模を上廻るか，新しい型の災害の発生によっ

て，防災事業が手直しされる，といった繰返しであった。

とくに近年における産業経済の進展 lζ 伴う都市化現象は，各地におけ

る，多くの開発事業を伴い，その自然的条件を変化させ，既存の防災施

設の改良を伴わなかったため ， 新しい型の災害を見るに到ったのであ

る。たとえば，都市周辺の宅地化に伴う，山崩や洪水，あるいは都市内

住宅の過密と工場や危険物との混在，などがあげられよう。

防災とは，文字通り災害を防ぐ乙とであり ，不可抗力的な災害原因が

発生すれば，災害を最小限にくい止められ得る方策の乙 とである。

しかし，災害原因と防災との闘いは，攻掌と防衛の関係であって ，そ

の逆はあり得ないから ，はじめからハンディのある闘いである。しかも

絶対に負けられない，負けてはならない闘いなのである。乙 ζ l ζ 防災計

画の難かしさ ，困難さがあるよ うに思えてな らないが，システムを利用

した攻撃，都市を積極的に改造する乙とが課題であろう。

災害にはいろいろなものがあるが，自然災害と人為災害とに分けられ

る。大阪における自然災害は，台風，高潮，洪水，豪雨，地震，津波な

どであり ，人為災害は，火災，騒音，振動，沈下，汚染，交通事故など

である。問題は，都市における災害がとれらの組合せで発生する確率

が，過密や集積によって，いちじるしく高められている乙とであろう。

それだけではない。都市には防災上とても大切な，何かが不足している

ように恩えるのである。

. Once  we  wer e garden.  we  want  to be gar dens again.  "  

昨年の 9 月，ニューヨ ークのジャパンソサエティが開催する " ジャパ

ンハウス開館記念講演" で牛場駐米大使のおとなった英語の演説の一節

である。 . 私達は庭園のように美しい国に住んでいました。そしてもう

一度そのような美しい固に戻そうと努力しています。 " といった意味で

あろう。

近年の急速な都市化現象は，太陽と水，という人聞の生命の根源を減

少させつつある。つまり，スモッグの発生，高層建築物の増加，そして

堀川など中小河川の減少であり，緑地帯の減少である。都市が都市であ
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るための必要な水は，飲料水と工業用水， 消火用水，下水などであろ

う。 しかし ，乙れらは必要条件であっても ，十分条件ではない。 . 都市

が人間的空間" であるためには，その景観のなかに "庭" がなければな

らない。水と緑のない空間は，カサカサ した空間となり ，人の住むに耐

えられない空聞に変質する心配がある。いいかえるならば，愛情のもち

得ない空間，関心をも っζ とのできない空間，になりつつある都市，と

れが都市の魅力のひとつだと考える錯覚，現実の生活のなかに ，いろい

ろな制約，自由な行動に対する制限があり乙れらが何らかの トラブノレに

なったとき ，はじめて気がつくのでは遅すぎるのである。

人口の都市集中は，当然，農村から都市への人口移動という形になっ

ており ，都市生活のさまざまな困難に直面するが，心理的な圧迫感が大

きくなるにつれ， "仕方がない" という 諦めの空間を造り，無関心さが

生まれる。都市においては，集団的な無関心に成長し社会不安に到らな

いまでも ，人のために営々として築いてきた都市そのものが巨大な灰色

の都市怪獣となって，人の力では制御しきれなくなるかも知れない。

乙のようにはならない ，なってはならない，とする個人個人の希望，

欲求が防災上もっとも大切な本質であると同時に ，都市計画のなかに生

かすべき理念でもあろう 。

都市防災は，乙のような考え方からすれば，都市計画上 IC大きなウェ

イトをもたなければな らない と同時に，市民ひとりひとりの責務に対す

る新しい概念であるように恩われる。

現実の問題として，都市生活をする人々にはつねに災害の危険が伴っ

ている。災害をその危険性によって分けると，その第ーは，交通事故や

騒音，振動，小火災などのように日常的に身の廻りに起っている災害で

あり，その第二は，地震や大規模な爆発事故なと、の突発的大規模災害で

ある。前者は，個人の注意力などによって回避できるものであるが，後

者は，もはや個人的な努力ではその危険から逃れられないものであ。大

阪天六におけるガス爆発事故や，姫路における高圧ガスタンクロ ー リ一

事故，山崩事故などは，個人の力の限界外である。

乙のように ，都市における防災計画という新しい概念で呼べるもの

は，分類した第二のものが対象になり ，換言すると，都市が個人個人の

行動で制御し得るシステムをつくる 乙と ，そのような人間的空間を もつ

ための計画といえよう 。

2. 都 市 施 設 の 安 全 性 に つ い て

大阪市においては，経済活動を中心とする人口，施設の集中は著し

く，都心部分では居住者のいない昼の街になりつつある。しかし ，大阪

市の人口や機能論を今乙乙でする積りはない。住宅の場合なら ，各部屋

に居住者がおり管理しているのは当り前の ζ とである。都市における企



業のもつ，建築物は昼間は流入する人口をのみ乙み ，夜間は寒々とした

空室になるのを問題にしたかっただけである。

今日の科学技術の進歩は，めざましいものがあり ，その目的とすると

ζ ろは ，公共の福祉であり，個人の高度な文化生活である。本年 6 月は

じめに発足した，田中新内閣の日本列島改造論のなかで，中曽根通産大臣

は役人を集めての方針演説で，憲法第13条( 個人の尊重と公共の福祉) を

引用し， " 乙れまでの通産行政は一一産業の成長は福祉の向上につなが

るーーであったが，今後は一一高福祉政策は産業の成長lとつながるーー

でありたい。" と述べている。乙の変化は防災行政にもつながる歓迎す

べきものと考えられる。

今日の都市生活は，便利や快適になった反面，危険がいっぱいであ

る。都市の物的な諸施設で構成されている都市空間 ，機能空間は入閣の

活動する場そのものであるが，第ーに必要な乙とは，安全の確保という

乙と である。しか しとの もっとも基本的であり ，当然の乙とが満足され

るためには，建築物が安全であるという以外IC，建築内空間が生活の

場として，安全性の諸条件を満たしてはじめて，安全といえるわけであ

る。

建築物の設計の際 IC考えられる乙とは，ある環境におかれる建築物の

境界条件であり ，乙 れが単純化された設計条件という形で集約され，乙

れに従って建築物ができあがってしまうから ，本質的に絶対ということ

はあり得ない。たとえ ば，耐震工学の進歩は，電子計算機の発達に助け

られて，精密な計算ができるようになり，超高層ビルの設計や建設がで

きるようになった一因になっている。と乙ろが精密計算 IC使われる地震

の入力波形に しても，外国の地震波形をいろいろ修正して使っている。

とい ったように ，ひと つの与えた設計条件から数字が複雑に組立てられ

ていくのは，何か重大な見落しがあった場合 IC何かわけのわからない数

字の遊びになって しまう ，という危険を伴っている。そして乙の疑問に

対しては ，確率論とか安全率とかの考え方でしかとらえられない ，あい

まいな次元で処理されているようである。

乙のように，現在の都市空間はどんどん追加される新しい施設によっ

て，建築物のおかれた境界条件が変化していくという可動的環境にある

ので，ターミナ J レのように，集会された都市施設の混在すると乙ろは，

その全体をひとつの系としてとらえられなければならないであろう。地

下街が当初の規模から ，次第に大規模なものに変化してい くためには，

単独系の附加というととではそれ自体が安全であ って も，全体の系とし

ては十分とはなり得ないであろう。地域の災害の危険度を考える場合，

ある災害現象を想定し ，その災害による各種の危険の度合を予測する乙

とがまず必要である。乙の場合各種各様のものが考えられるが，ある災

害現象に対して被害が発生し，さらにその災害が別の被害を与える ，と

いう 災害拡大の条件や法則性を検討し，さらに個々の災害拡大の要因を

解明する必要があるが，表- 1 は震災，火災，水害に関する危険度の指

標の想定をお乙なったものであり， 図- 1 は大阪市街地における災害危

険の程度を，表- 2による各指標の危険度評価の重なりの度合IC応じ

て，つぎのよ うに 4 つの段階に区分したものである。

A. もっと も危険度が高い地区

各指標の a が 2 以上，あるいは a が l でかつ b が 3 以上集中するユニ

ットで， あらゆる点からみて災害の危険性がもっとも高いと予測される

地区で， 西淀川 ・此花 ・港 ・大正など臨海部と密集地の一部が乙れに相

当する。

B . 上記の地区についで危険度が高い地区

a として評価のあるユニット，および b が 3 以上集中するユニット

で， 臨海部から環状線をとりまく密集地がこれに相当する。

c . 何 らかの危険がある地区

b としての評価のある ユニ ット ，および c が 3 以上ある ユニット で今

後の市街地密度の上昇し、かんによって，さらに危険性が高まる可能性の

ある地区である。

D . ほぼ安全と考えられる地区

d としての評価のみのユニット，および c が 2 以下のユニ ットで，大

阪城から上町台地および南部住宅の一部がとれに相当する。

3. 防 災 計 画

大阪市は 災害対策基本法の主旨にもとづき ，大阪市妨災会議を設置

し，大阪市地域防災計画を策定し，災害対策の三つの方策( 予防計画，

応急対策，復旧対策) を定め ，いつでも災害に備え得る防災計画を策定

している。 しかし乙の体制がいかなる場合にも， 1∞ % の安全保障にな

っているかというと必ずしもそうではなく ，過去に発生した災害原因を

大きく上廻るか，信じられないほど多くの偶発性が重なったときな どは

完全と はいえないし，乙の場合の対策として，人命を第ーにした救助体

制をと ろうというものである。

今， もし関東大地震級の地震が発生したらどうなるか，と いう災害想

定が都市防災の最大の問題点であろう。関東大地震は関東地方に壊滅的

な打撃を与え ，なかでも東京，横浜は地震によって発生した火災によっ

て，市街のほとんと・が焼けつくされ，多数の死傷者を出し ，市民を恐怖

のどん底につき落し，パニック状態を生ずるに至ったのである。

日本で地震が乙わいのは，地震によって発生する火災である。建物が

倒れ，そ ζ から出火するものや，物理的な外力によって発火現象を起す

もの，危険物から出火するもの ，等々火災が拡大して，都市大火とな

り，何 らの手段もないまま ，いたると ζ ろを焼きつくすのである。
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大阪の市街地は，乙 の当時とくらべてどうであろ うか。都市

の過密の進行状況や隣組などの地域結合の低下は，ますます防

災上悪化の方向にあり ，当時の方が適当なオ ープン スペースが

みられたのではなかろうか。オ ープンスペースである 道路には

車があふれ，不燃化の建物も全体としては一部にすぎない。大

阪市内で約82万棟の建物のうち ，約90%の73万棟が木造である

乙とからも ，乙の現況を示 している。さらに今日の生活は， 関

東大地震当時にくらべて，より多くの危険物質を生活のなかに

持込んでおり ，出火要因を増大させているので，消火の困難な

要素が増大していると思われる。

大阪市は乙のように都市化すればするほど，危険が増大する

と恩われる大地震大火災対策を確立するため，大阪市防災会議

に地震専門部会を設置 し，46年度から研究中であり ，まだ調査

の段階にあるけれども ，専門部会がとりあげている内容を紹介

するとつぎの通りである。

① 地震災害の想定 (45，46年度)

地質，地盤の動的性質，地震の規模などを現在までのデータ

ーにより想定 し，震度分布図を作成する。

②構造物の一次被害調査 (47，48， 49年度)

建築物と都市施設の現況および地震の規模から ，建物の倒壊

などの一次被害を想定する。

③ 二次被害の想定 (47，48， 49年度)

建築物，都市施設，危険物等からの出火想定をお乙ない ，火

災拡大の解析研究からシステム化 した災害予測の研究。

④ 避難計画調査 (47，48， 49年度)

地震発生時における被害想定から ，必要な避難地の調査と計

商iをお乙ない，さらに非常時群集流動を研究し ，自動車の規

制，避難経路の安全確保などを討議する。

( @ 防災拠点計画調査

防災拠点および避難経路等，都市計画的見地からも再開発計

画などを合せて検討する。

4.  大震火 災時の避難計画 について

前項でも述べたように，避難計画は現在検討中であり ，物的設

備面だけでなく ，消防や響察などの人的体制など調整協議を要

するものであるが，関東大地震の例から東京都防災会議が発表

した ものを参考に算定したものについて述べる乙とにしたい。

(1)  被害想定

日本列島の地震は，環大平洋地震帯の北西部を形成してお

り，乙れを さら 1<:: 詳しく分けると ，大平洋岸沖の外側地震帯と

日本海岸沿いの内側地震療になる。またと れら のふたつの地震

帯閣の内陸に震源を もつものがかなりあり ，近畿中都地方では

淀川地震帯，奈良から四日市さらに琵琶湖に到る地震帯，福井

から伊勢湾に抜ける地震帯の 3 つがある。大阪における地震工

学上考慮すべき地震の規模は，上記の地震得における過去の地

震か ら，定員央が大阪か ら2∞km以上離れ， M= 8 以上 のもの

( 遠地地震) と ，震央が大阪から25回程度でM= 7程度のもの

( 近地地震) の大きくふたつに分けて考えられる。

大阪市の木造建物の倒壊数を過去の地震の被害から予測して

みると ，遠地地震で 2，∞0- 63，∞0棟，近地地震では約70，( 別

棟となり ，関東大地震の例によれば約11 ，α氾様である。 図- 2

は各地盤における地震の ，p 波速度 ( Vp) と表面波速度 ( VL)

の比 V P/ V L から木造家屋の倒壊率を求めたものである。

地震に伴って発生する火災は，地震によってその件数は異な

るが，関東大地震の例から算定すると ，市内で 265 件が発生す

ると考えられる。しかし関東大震災当時になかった危険物の存

在，とくに石油スト ーブの普及程度と ，十勝沖地震の際の石油

スト ープからの出火率とを参考に推定すると ，全市で約 4，( 別
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表 1 災害危険度の指標

災害 の-........_種類 危¥険¥度¥の指標

原 則 的 な 条 指 件 標〉

( マイナス

基 本 的 条 件

土 地 条 件 地 盤 性 状

震 害

地形( 傾斜度〕

木造建物倒理担率

建物老朽率

木造密集市街地

人口分布密度

火 災

危険物施設分布

火気使用施設分布

そ の 他

土 地 条 件 地 盤高

洪水地形

地質

河川沿岸地区

水 審

海岸沿岸地区

内陸低湿地区

地盤沈下区域

常時出水区場

内水沈濫地区

そ の 他

表 2 災害危険度の評価

¥ 丸 町 | a  b  

地 盤 高 Om以下 0- 1 m 

ち ゅ う 積 層 厚 30m以上 15- 30m 

人 口 密 度 300人/ha以上 200- 300人 Iha

火気工場 ・作業(昼所夜

平均)

0.5件/ha以上 0.3- 0. 5件 I ha

危( 指定数量に険対 する倍数物)  
1. 0∞倍 Iha以上 100- 1， 000倍 Iha

図- 1 災 害 危 険 度

補足プ 的 条な 指 標

( ラ ス 件 〉

技術的 ・政策的 ・対策的

耐震構造

宅地造成規制

耐火建築(Et AZ)

防火建築帯

公共空地( 広場 ・公園 ・緑地〉

危険物取締

消防カ( 消火栓等〕

( 災害危険区域)

妨潮堤 ・護岸防t是

地下水規制

排水施設整備

上水道撃備

工業用水道整備

C  d  

1- 4  m 4 m以上

5- 15m 5 m以下

100- 200人 Iha 100人 /ha以下

0.1- 0.3件/ha 0.1件I ha以下

10- 100倍Iha 10倍/ha以下



図- 2 大阪市における V P/ VLの分布と木道家屋倒壇率 ッメシュ 500MX 5OQM 

国 - 3 木造建物火災発 生 危 険 度 メ ッシュ : 5∞M X 50QM 

件以上の出火が予想される。 図- 3は関東大震災の例から算定

した大阪市のメッシュ別の木造建物火災発生危険度である。乙

乙で火災発生危険度とはメッシ ュ当りの火災発生予想、件数に等

しいものである。

津波については，大阪では明治以後大きな被害をうけてはい

ないが，宝永 4 年 ( 1707年) の地震，安政元年 ( 1854年) の地

震の記録には ， いずれも津波の被害が大きかった乙とが記さ

れ，安政の地震では天保山で， 1丈 ( 3 m) の津波があったと

記されている。

(2)  避難地の選定

地震が乙わいのは，地震によって発生する火災である 。関東

大震災における被服廠跡に避難した約 4 万人がほとんと‘死亡し

たのも ，面積が10haの空地で: あったためだといわれている。乙

の原因 ICは，避難者が持込んだ家財道具 lζ 火がついた乙ともあ

るが，避難地の安全面積が避難者の数に比べて，狭かった ζ と

も原因のひとつと考えられる。

東京都防災会議では，大規模避難地として防災拠点の構想を

発表しているが，そのなかで避難地の規模は，周辺が木造市街

地の場合一辺5∞m，面積約25ha 以上の広さが必要だとしてい

る。また周辺の木造市街地が全面的に火災となった場合の火炎

の幅射熱による推定計算によっても ，有効な遮蔽物のない場合

には，市街地建物の構造種別などにより差があるが，約 150-

250mの安全距離が必要となる乙とから考えて，安全面積は少

なくとも半径 2∞- 3∞m 程度以上の大きさが必要と考えられ

る。遮蔽物のある場合は，東京都防災会議の研究によれば，木

造市街地から 50m離れて ，30m以上の高さの耐火建築物があれ

ば，その内側では，安全だといわれている。( 人閣の縞射熱受

熱限度は過去の研究から ，一応2. (別 kcal/ ni hが適当とされて

いる。〕

乙のような規準に合格しそうなのは，長居公園，久宝寺緑

地，大阪城公園 ，鶴見緑地，瓜破霊園，などであろう 。乙れに

つぐものとしては ， 中の島一帯，天王寺公園 ，港の見える丘

(昭和山) ，住の江公図一帯，市立大学，などがあるが，とれ

らは消防力( 水利を含む) の増強によって，利用可能のものであ

る。全体としての安全面積の合計では，全市の夜間人口を十分

収容 し得 る ( 1人I rrf )  ととになるが，地域的には不十分なと

とろが相当数残るので，消防カの増強などの方策によって，避

難地の確保を大阪市防災会議地震専門部会で今後とも検討する

予定である。

避難可能距離については，東京都防災会議の研究から ，歩行

速度が毎分40- 60mであるとされているので，歩行時間を最大

2 時間 とすれば，避難地までの歩行最大距離は 5 - 8 km程度に

なる。

以上のように ，いくつかの前提条件はあるが，明日にでも発

生するかも知れない大地震火災 11: 対して，何よりも武重な市民

の生命を守る ζ との第一段階である避難地の確保は ，数字的に

は可能である。しかしながら ，避難対策には大別して，大規模

避難地およびそ乙へ至る避難道路を含む "避難地計画" と ，一

般市民を混乱なく避難地へ誘導する "誘導計画" とが含まれね

ばならない。また消防カの増強といっても ，地震時にどれだけ

の活動をし得るか，道路は避難時にどうなるか，等々多くの問

題を含んでおり ，今後乙れらの問題解決のために取組む ζ とは

もちろん，大阪市が "安全都市" になるための長期計画を樹立

する方向を，防災計画の法本としたい。

( し ま っ ね お 大 阪 市 総 合 計 画 局 企 画 部主幹l

あんどう しげお 大阪市総合計画局企画第 2 課主査1
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都市災害に対する対策のあり方

堀 内 三 郎

1 . は じ め に

一口 IC都市災害といっても，広義 IC考えると非常に多くのものが含ま

れる。いわゆる「公害」と称せられるものも災害の一種であろうが，そ

れは別としても，地震，風水害，火災，爆発，地盤洗下など誠に多種多

様であるが，乙乙では火災の問題に焦点を合せて述べる乙とにしたい。

つぎに ， i災害に対して守るものは何か」という問題がある。 ζ れは

いうまでもなく何物にも代え難い「人命」が第一で，物質的な「財貨」

が第二であるという点では異論のある人はないであろう。 しかし，もう

少し詳しく考えると明確でないととも多い。人命に貴賎老幼の区別がな

い乙とはもちろんであるが，火災時の避難対策を考える場合には，その

行動能力 IC対応して老人や病弱者と健康な青壮年とを同一に取り扱うと

とは不適当である。また，物質的な財貨については，その重要性をいか

に評価するかによって大きな差が生じる 。全国民ないし全人類に とって

貴重な文化遺産である ような国宝建造物や美術品類は再生できないとい

う点も含めてもっとも重要視されるべきであるが，その他の一般の建物

や物品にしても，個人の建物と公共施設のいずれを優先すべきかなどの

問題があろう。乙れらの点は，災害の加害要因を「火災J Iζ 限った場合

にも ，その対策を考える場合にもっとも基本となる乙とであって ，防災

関係者には単に優れた工学的技術ばかりでなく ，より広い人間的な識見

が要求されるゆえんである。

2. 巨大化・複雑化する建物の人命危険対策

都市災害としての火災を考える場合には，次節でのべるようないわゆ

る「市街地の大火J や「地震時の大規模火災」などをその典型というべ

きであろうが，乙乙ではまず，規模乙そそれほど大ではないが，都市に

特有な建物や施設の火災対策についてふれておきたい。

都市には，人口の集中 iζ 伴ってその容器としての住宅が集中的 IC建設

されるばかりでなく ，ますます複雑化する都市機能を充足するための諸

施設( 商工業，運輸通信，教育文化，厚生等) が集中する。その結果，

個々の建物や施設はますます巨大化し ，複合化する傾向をみせ，ζ とIC

世界一高密度なわが国では，狭い都市空間 ICとれらの建造物がひしめく

ように建設される乙とになる。その代表的な例は「高層ビJ レ」と「地下

街」であろう。

乙の両者とも ，火災による人命危険に対する対策としては，基本的に

は ( a ) 加害要因である「有害カ、スを含む煙」の発生防止と ，その建物

内への流動伝走の抑制，および ( b) 被害者である「建物内在住者」の

迅速安全な避難，と いう 2点K 尽きるわけであるが，i高層ビル」では乙

の両方ともその経路が垂直方向を主とするのに対して， i 地下街」では

水平方向が主となるという点が異なる点である。もうひとつの重要な相

逃点は ，高層ビ J レでは建物の外部が自由空間であるのに対し ，地下街で

は地面下にあって周囲を土砂で埋められているという点で，乙の点は と

くに救助対策の面で大きな影響を与えるものである。しかし ，いずれに

しても人命安全対策の原則は，前記の(a) ，(b) 2 方面から検討して，建物

内の人々が煙( ガス) による危険にさらされるととなく「安全な場所」

まで避難できる乙とであるから ，具体的にはひ とつの時間軸に沿って，
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人間と媛との動きを明らかに し， 建物内のいかなる位置から出火した場

合においても要避難者全員がその避難経路の全長にわた り， その途中で

人間の許容限度以上の環境条件にさらされないかどうかをチェックでき

るシステムを考え，もし与え られた建物や設備の条件下で危険と判定さ

れた場合には ，それらの条件を修正して，一定の安全率が確保されるま

で設計 ・計画を繰りなおす という方法を採ればよいわけである。乙のシ

ステムのうち ，火災時の煙の動きについては，最近の火災工学の研究の

進歩によって逐次明らかとなりつつある状況であって，やがては必要な

範閣の精度で明確にする乙とが可能となるものと恩われる。しかしもう

ひとつの人閣の動きの方については，煙のような物理的現象ではないの

で，それほど簡単に実験や理論によって明確にできない函があり，その

ため乙の方面の研究はいちばん遅れているという 乙とができる 。たとえ

ば，避難時の群集におよぼす心理的条件などの点はいまだほとんど判っ

ていない。しかし ，との人間の行動に関する研究が進まなければ前記の

システム全体の精度( 信頼度) を上げる 乙とができないので，今後はと

の方面 lζ 対する研究の進展が要請されているわけである。

乙の点!ζ 関連して，筆者は「人間的尺度J (human scale)  といっ

た問題が重要なひ とつの条件となる ζ とをとくに指摘しておきたいと恩

う。人聞が重要な要因として関係しないようなシステム ，たとえば地震

力とか風力 といった力学上の外力が建物に加えられたときの力の作用に

関するシステムでは ，各要因間の因果関係を示す法則が明らかになれば

外力の増加に対応 して，たとえば歪を一定限度以内に押えるための構造

体の材料やその断面寸法が算定できるので，理論的にはいくら外力が増

大しても対策が可能という乙とになり，技術的には高強度の材料の開発

や施工技術の進歩によっててますます高層や深層の建物あるいは規模の

大きい構造物の建設が可能となる。そして工学関係の技術者は，従来乙

うした巨大化の要請に答えるべく ，それを可能にする ための技術の開発

IC努力を続けてきたのが実状である。しかし ，人聞が主要な婆因として

関与するシス テムにおいては ，物理的な法則性の解明だけでは解決でき

ないのであるから ，乙れを単に「安全率」という工学的な常套手段で切

り抜けようとする と，最悪の場合には「大畳の人命損失」という形の危

険を犯す乙とになりかねない。火災発生のような非常事態 IC人聞の行動

IC影響を与える様々な要因 ，ζ とに心理的な要因! とついては，前記のよ

うに未解明の点が多い現状であるが，筆者はそれらのなかのひとつと し

て，人聞が→国の生物として，その周辺空間の認知に「人間的尺度」と

いうべきもので測られる一定の限界があるように考えるわ けである。 一

例をあげれば，火災時の薄い煙が漂っている室内では，たとえ非常出口

までの距離が等しくても ，広い室内と狭い室内とで: は避難者の心理状態

は閉じとはいえず，人間的尺度からみた一定限界を超えた広い室では不

安感から有効な避難行動に移れない場合もある と考えられる。以上のよ

うな点を考慮すると ，人の動きに対する信頼度の高い法則性が解明され

ない間は ，経済的見地や技術的見地から可能という場合でも ，むやみに

規模の巨大化を進める ζ とはむしろ危険 というべきであり， したがっ

て，現状では，高層ビJ レや地下街にも一定の規模の上限界を設けるのが

適当であると考えるものである。



3. 大規模災害の典型としての地震火災対策

主として火災を考えた場合，大規模な都市災害の典型としては，従来

は「強風下における市街地の大火」が其先にあげられていたが，昭和30

年代以後，建物不燃化率の増加と都市消防力の増強とによって ，乙の種

の災害が影をひそめた現在では ， i地震時の同時多発火災による大火」

をもっとも危険な災害として考えねばならないであろう。強い地震を第

一次加害要因として，引続いて発生する災害は火災をはじめ として，津

波による水害，各種危険物の爆発，劇毒物による汚染など多種多様にの

ぼるが，乙乙でも火災を中心にのべるととにしたい。

大規模な都市災害のうち ，地震を第一次要因とする災害の特徴は，何

といって もその突発性，換言すれば予告を許さないという点である。地

震の発生予知の研究が精力的 lζ 続けられているとはいえ ，乙乙当分は無

理と考えられるので，対策の函でも乙の突発性を十分考慮lζ 入れておか

ねばならない。すなわち ，予想される最大の規模と強さの地震動に対し

でも十分な力学的強度をもっ建造物で都市内の全施設が構成されるとと

を目標とした長期的都市改造計爾と同時1( ，それと併行 して，明日にで

も発生するかも知れない地震に対する応急対策をも至急IL整備 しておく

ととが必要と考えられる。乙の乙とは地震以外の災害でも同様にいえる

乙とではあるが，たとえば台風の場合には，遅くても数時間以前にその

襲来を予知する乙とができるので，少なくとも人命を守るための避難を

実施する乙とができるのに対して，地震の場合にはそのような時間的余

裕がないという点でもっとも苛烈な条件下にあるという乙とができる。

乙の両方の対策のうち ，前者の耐震耐火構造建物による都市改造計画の

方について も，まだすべての点が解明 されたわけではないが，大筋とし

ては工学技術的な分野ではその方法がほぼ明らかとなっている現状で，

未解決の分野は社会経済的な分野，たとえば土地取得や建設費などの点

にあるという乙とができる。乙れに対し，後者の応急対策についてはま

だ明確な方法が打出されていないのが現状である。そ乙で乙の問題 lζ 対

する鐙者の案は大要つぎのとおりである。まず地震による建物の倒嬢と

いう直接的被害は ，それに続く同時多発性の火災によるそれに比べて比

較的少ないと推定されるので第二義的に考慮する乙とに し， もっとも大

E の人命危険が予怨される前記の火災について考える乙とにする。その

火災に関しては，まず出火点の数とその位置が問題となるが，その予測方

法にはまだ精度の十分でない仮定条件が多く組み入れられているので，

あまり信頼のおけないのが実状である。したがって，常時パトロ ーJ レ中

かまたは地震発生の直後κ 飛ひ‘ 立ったヘリコプターにより，出火点の位

置を確認して刻々と無線でその情報を「都市防災センタ ー ( 仮称) J  IC 

送信する乙とが必要となる。その情報を受けた同センタ ーでは，あらか

じめ調査しておいた市内各部分( たとえば反氾 m メッシュ方式などによ

る) どとの市街地の条件( 平均建蔽率，建物構造，同規模階数) とその

当時の気象条件( 風向と風速) とを用いて，出火から任意時間後の延焼

区域を，電算機を利用してきわめて短時間 lζ 予測する方法を確立してお

く。乙の方法によれば，飛び火などによるその後の出火点の増加や，風向

. 風速の変化といった条件の変動! と対してもただちに対応した延焼区域

の予測が可能となるわけである。延焼区域の予測ができれば，それに対

応して各地区の住民をそれぞれもっとも安全で、有効な経路を通って最終

的な避難地まで誘導する方法が求められ，それにしたがって避難群集を

誘導する ζ とに全力が注がれるととになる。またもし ，それらの避難経

路の途中で火災のため避難上支障が生じる ζ とが予測されるような場合

には，その地点に対する消防力の投入などの対応策が必要となる乙とは

もちろんである。以上の対策の特長は，迅速 ・正確な情報入力と電算機

を利用した延焼区域の予測に基づく避難誘導計画の決定という ，いわば

動的な対策である点にあるといえよう。筆者の考えによれば，大地震時

の応急対策として一般市民にそれぞれの区域どとの避難地を指定して平

素より周知させておく乙とは必要な ζ とではあるが，それがあまりにも

固定的に考えられると ， 実際の場合 ｉｌ 不浪ｾの事態を招 く 結果とならない

かを危倶するものである。最終的な避難地の位置や収容可能人数など

は，あらかじめ周知させておくべきであろうが，それに至る経路などの

細部は，むしろ誘導要員の指示に したがって行動するように徹底してお

く乙との方が大切であると息われる 。静的な ，固定的な避難計画を中心

とする地震対策のみでは，実際の地震時の火災IL対 し，たとえば風向や

風速が変化した場合などに，ただちに即応した対策を取り得ない欠点が

あるが，前記の動的な避難計画を中心とする対策ならばただちに有効に

反応する乙とができるからである。

4. お わ り に

以上，都市災害IL対する対策のあり方 IC関して，その一例として火災

の場合における筆者の考え方の一端を述べた。最初にも記したように ，

災害の種別や態様が多種多様にわたるため，それらに対する対策も多岐

にわたるのは当然であるが，最後に ，それらに共通する基本的な 2 - 3

の点について触れておく乙とにしたい。

第一は，防災を呂的とした理想的な都市像，たとえば耐震耐火構造建物

群が大きな相互間隔を保って配置されているような都市計画図を描く乙

とは，むしろそれほど困難な乙とではないが，それは「絵に描いた餅」に終

る乙とが多い。哀の防災対策は，現実の都市を鋭く分析し，潜在的なもの

も含めてすべての危険を摘出し，科学的な根拠R . : 基づいてそれらによる

被害を予測するといった，いわゆる「地獄図」を描く乙とからはじめて，ひ

とつひとつ地道な努力を積み重ねていかねばならないという点である。

第二は，都市災害対策の推進のため ICは，既存の学問体系や役所の縄

張りを乙えた ，広範囲な分野の人々の緊密な協力態勢が絶対に必要であ

るという点である。それは単 IL研究者の分野のみに限らず，防災事業の

第一線で働く人々はもちろん，広く一般市民からも参加を求めるといっ

た広範な協力態勢でなければならない。第三は，いわゆる「都市開発ま

たは再開発」の名のもとに進められる各種の建設計画や事業が，他方で

新しい災害発生の危険を生み出してゆくのではないかという点をつねに

反省し ，監視してゆく必要があるという点である。乙の点はとくに，わ

れわれ建築関係、技術者に課せられた責任であると考えるものであるが，

その場合の正しい解決のためには「何が，誰のために安全か ? J を見誤

らないことと，防災IC関する科学技術を十分に活用する能力を身につけ

るよりほかに方法はないと信ずるものである。

( : 三りうち さぶろう 京都大学教銀〉
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都 市 災 害 問 題

シンホ。ジウム

日 本 建 築 協 会 教 育 委 員 会

当日 ( 7 月12日) は折悪しく豪雨lζ 見舞われ，

各地における大雨の被害の模様が報道されてい

たが，会場の日経ホ ール( 大阪市東区高麗橋 l

一 け に は 定 刻 午 後 1時には，はやくも l∞ 余

名の人々がこの問題 lζ 深い関心をよせてmまっ

た。各地の水害は，乙のシンポジウムをより切

実なものとし ，来聴者lζ 深い感銘を与えた。

開会にあたり ，教育委員会副委員長 ・山地英

雄のあいさつがあり，シンポジウム開催の主旨

lζ つづき， ζ の会が提起した諸問題に対して，

日本建築協会の会員諸兄が深い関心をもたれ，

さらに適当な時期 ・方法および参加者を得て，

深く掘り下げ，会員の皆様が環境形成の専門家

として，大きな声で発言され，大阪の都市問題

の位論形成につくされるようにとの発言があっ

た。

司会の上回稔( 教育委員会幹事) より ，シン

ポジウムの進め方について説明があり . 3 人の

講師から都市災害IC関してそれぞれ問題提起が

あった。そのあと 4 名のパネリストと自由討議

をするとの説明があり，つづいて講師および‘パ

ネリス卜として乙、来場をお願いした 7 人の方々

の紹介が行なわれた。

近藤氏は ，都市計画の基本理念は住みよく働

きやすい街づくりにほかならない。そのため

に，都市lC道路 ・公園 ・広場あるいは一団地の

住宅施設等の整理事業を行なったり ，宙開発と

よばれる土地区画整理事業，または市街地再開

発事業等を行なっている 。

都市災害の種績として，台風 ・高潮 ・豪雨 ・

洪水 ・地震 ・津波 ・火災 ・爆発等が考えられる

が， わが国が太平洋低気圧の進路上にあるた

め，シーズンともなれば必ずその直撃を受け ，

さらに東京 ・名古屋 ・大阪などの大都市がそれ

ぞれ湾の奥IC発達しているため ，台風時lC高槻!

の発生となり ，台風のみの場合と較べはるかに

多くの死亡者が出る 。豪雨 ・洪水による被害に

ついても周知の乙とであり，さらに地震につい
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ム霊てプー 守F ー京 . Ｂ九バ点ｾＧＭｾ雌 ＮｉＺ￳ｩＮＦＦＮＩＧ曲

樋 都市災害lま，単に建築個体の災害のみでは処理できない種々の問題を内蔵している 。こんご

陪 増 多々機化していく都市施設の中での災害について，その発生要因 ・防災上の対策などを，

時 建築の専門分野の立場より問題の提起を願い，活発な自由討議によって，建築技術者に課せ i三

られた社会的役割についての認識を深めようとするものであります. .

・日 時 7 月 12 日 ( 水) 開場・午後 1時。 開会 1時30分~閉会 4 時30分

・会場 日経ホール( 大阪市東区高麗橋 l ー 1 ・日 本経済新聞大阪本社 ビル7 階)

・次第 『都市計画と防災」 近穣達夫氏( 大阪市総合計画局企画部第二企画課長)

r都 市 と 災 害』福岡田 光正氏 ( 大 阪 大 学 工 学 部 教授)

『者日市と安全な暮し』 富安秀雄氏( 市浦都市開発コンサルタンツ大阪出張所長)

i  r  Ｎｉ Ｎ ｾ ネルデイスカツシ ヨ ン 』

( パネ リスト) 恩田 一則氏

信濃小路正氏

周 中 孝 男 氏

古里F 喜政氏

( 大阪市消防局警防部防災設備課長)

( 大阪府建築部建築指導課長)

( 日建設計大阪事務所開発計画部長)

( 毎 日 新 聞 社 社 会 部 記 者 )

あいさつ 山地英雄( 本会教育委員会副委員長)

、こニ:

地 司 会 上 回 稔 ( ー

ては ，わが国が環太平洋地震帯lC属し ，数十年

あるいは百数十年の周期で地震におそわれる運

命にあり ，その被害は地震その ものによる乙と

もさるととながら ，二次被害としての火災によ

る被害は ，わが国の都市が木造家屋の密集地で

あるととから ，一旦出火すると延焼により大火

災となる。

防災対策として，予防対策 ・発生時の処置お

よび事後対策があげ られる 。都市計画および都

市整理事業の実績として，都市の防災性能が向

上した ζ とは事実であるが，近年発生した種々

の問題点は ，紡災上の立湯ーから，都市計画その

ものを再検討しなければならない時期である乙

とを痛感する 。たとえば，都市計画街路 ・駅前

広場の整備は連続した公共空間を確保し ，都市

の防災性能を高める ζ とは事実であるが，一方

近年のモータリゼーションの結果，路上に放置

された自動車が火災の中継ぎとなるため ，自動

車のはいれない道路とか，防災広場としての都

市公園の設置が必要となる 。

超高層ビ J レ・地下街 ・後合ヒリレの安全性や新

建材の火災時における有毒ガスの発生問題も再

検討されるべき時期であり ，これからの建築は

地震 ・火災の発生を前提として計画されなけれ

ばならない。また屋外階段は炎に対して弱いに

もかかわらず，ガス! と対してきわめて有効なと

とも見直されてよい。

超高層ビノレ ・大規模な地下街 ・複合目的ヒワレ

あるいは過密状態は幾多の危険をはらんではい

るが，近代都市としての空間構成上，禁止する

ζ とは不可能であり ，一方土地の高度利用と

か，歩車分離は都市計画の命題である乙とから

単に禁止するのではなく ，安全性と快適性を高

めるような機械設備の設置を義務づけ，とれが

企業の採算lC合えば実行すればよい。換言すれ

ば義務づけによって，危険な施設の建設を牽制

する方向が合理的なのではあるまいか。

岡田氏は ，都市災害とは人が集まる乙 とによ

って起るものであり ，集積効果が7 イナス商lζ

現われたものであるとの前提に立って，

震度 Bによって何がおこるのであろうか。一

般の人々は耐震建築とは地震に対して安全な建

物であると理解しておられるが，耐震性は主体

構造のみであり ，外装のタイ J レや石貼が地震に

よって剥離して人々に危害を与えるであろう乙

とは ，専門家なら簡単に理解できる。関東大震

災のとき，耐震構造でない木造建築が何% も倒

填しないで残った事実や，逆にロスや十勝沖地

震で‘ 耐震構造の建物が倒れた乙とを考えると ，

建物の規模の差はあるが，耐震構造であるかど

うかという乙とは無意味な乙とに息われる。ま

た関東大震災のとき. 10万人の死者のうち ，圧

死はわずか 2. C別 人で，残りの 98%の人は焼死

であり ，なかで、も本所被服廠跡の広場( 避難広

場) では，なんと 38.α わ人が死んだという乙と

からも，二次災害としての火災の恐ろしさが想

像できる。

また，建設省の調査では . 6 分の l の橋は地

震によって落ちるといわれているので，大阪で

も l∞ぐらいは落下するであろうし ，高速道路

の被害も考えると消防活動は不能となる。ロス

アンジェルスでは切断されたガス管が火を吹い

た例もある。避筈広場が必ずしも安全でない乙

とは本所被服廠跡広場の事例で明らかで，猛火

による上昇気流でその下部は真空状態となり ，

そ乙に周囲から風が吹き込んで台風のようなう

ず巻となり，発生した coによってイ卜れた人々

に火の粉がふりかかって燃える乙と( ファイヤ

ーストーム) により多くの死亡者を出した。川

も油が流出して引火すると危険なものである。

関西における大地震も ，その周期性からみて

十分起り得る時期であり ，つねにその危険性に

さらされている。また ，宝永の大地震では50人

に l 人の割合で死亡しているので，現在の大阪

では 6 万人以上の死者が出るかも知れない。さ

らに大阪の地盤の悪さも不利な条件で，京都が

i;.;{度 5 のと き，大阪は震度 6 となり ，その実質



は倍以上の差であろう。

零メ ート J レ地帯を守っている防潮堤もシ ー ト

パイルの上に コンクリ ート をのせた現状のもの

は不安であり，火攻め，水攻めの恐怖を感じる。

したがって短期的には，緊急防災対策，長期

的には，防災的都市計画の推進となるのである

が，地震の周期から ，人間一生の間に一度しか

地震を経験しないため ，それを適確に次代にっ

たえる乙と ができず，対策があいまいになる乙

とも考え られる。

耐火矯造のピル も耐震構造ピJ レと同様に主体

構造が燃えず，内装となかの人間が燃える点で

はまさに焼却炉であり ，時によっては木造建築

より危険である。

その危険性は低層高層 iζ 無関係で，ボストン

のナイトクラブでは平家でありながら入場者の

半数 (492人) が死亡している。地下のパーか

ら出火しそれが l 階の燃えやすい内装に引火し

て大火となった上1<:: ，入口が廻転ドア ーで 1人

ずつしか避難できず，裏口は内聞きであったと

いわれている。

ピJ レ火災における煙も重大な問題で，うすい

煙が出てから数分後には 10 *先が見えなくな

り，人々が恐怖のため立ちすくむ状態になる乙

とが示されている。多くの人々が乙のフラッシ

ュオーバーの乙わさを知 らず，初期脱出をしな

いために犠牲者になっている。

構造的なものとして，東京理科大学の戸川先

生によれば，建物の外局 lζ パJ レコニーを設ける

乙とが避難にもっとも効果的であるとされてい

るが，デザインの問題もあり一般に受け入れ難

い面もある。いずれにしてもセンターコア ーは

もっとも危険であり ，安全のためにはせめて庇

程度のものはつけたいと思う。近年のピノレは外

壁がフラットで避難の手掛りが全くない乙とは

デザイン上の傾向とはいえ ，何らかの処置を考

えなければならない。用途別にはオフィスピル

κ較べて，デパー トは人の密集する所であり，

商品保護と展示壁面を増すために内側から見た

場合窓がないので，一段と危険に思われる。

地下街では名古屋がもっとも古くもっとも大

規模であり ，自己増殖によりますます拡大して

迷路となり「アングラ都市」にまで発展し ，もっ

とも問題が多いとされている( 往回大市大助教

授) 。アンケートで75%の人々が地下街の危険性

をうったえておりながら，その確率を低く考え

ているのか多くの人々が連日集まっており ，一

度火災が起ればl ， eω 人以上の人が梅田地下街

で死亡する( 堀内京大教授) 乙とも考えられる。

さらに地下鉄が河底を通っているので，地震等

で地下街が水害1<:: 見舞われる乙ともあり得る。

人聞が災害にあい，群集で避難するときの行

動については「群集工学」の分野で解明されよ

うとしているが，それによると，人々は他人の

行く方へ行く( 集団模倣〕とか，はいった所か

ら出るとか，はいった方向へ行く乙とが知られ

ている。また人間は非常のさいに膝がぬけて行

動不能になったり ，思考力を失って馬鹿になる

乙とも知られているので i F ool -ProofJ の設

計が必要となる。さらに地震では，震度 5 で人

間は何もできないといわれているので，その避

難は至難なわざであろう 。

都市災害の対策としては，絶対安全というと

とはあり得ない乙とではあるが，シス テム工学

的なアプロー チから人間と機械との並列システ

ムでいずれか一方のミスを他がカバーするよう

なシステムが必要であろう 。また，事故が発生

すると法規制をきびしくする乙とは誤ったフィ

ー ドパックであり，多くの場合その管理者の責

に帰する乙とが多い乙とからも ，今後の対策と

しては，建築家の作るハードウエアと乙れを管

理速営するソフトウエアのト ータJ レシステムと

して成立するものである乙とを知ら なければな

らない。さら K 建築としては，危険なものは作

らない心構えが要求され，ひとつの計画のマイ

ナス面の評価を行な い，その上で計画の是非を

決定しなければならない。

デザインの専門家として，コンサルタントの

富安氏は ，密度が過密になるととが，都市IL危

険をもたらすのであるが，乙れは単IL単位面積

当りの人口で計る乙とはできない。ヘクタール

当り 50人- 70人の良村は密度の点ではきわめて

のぞましい姿である が，2∞人- 300人となると

過密であるかというと，住宅公団等の中居団地

では，ヘクタ ーノレ当り 450.人~ば幻人の住民が住

んでいるが，広々とし緑もあり過密とはいえな

い。圧内や川西駅前等ではヘクタ ーJ レ当りぷ犯

人- 1， 000人が木造 2 階建の住宅 lζ ひしめいて

いるが，市街地の面開発地区では，その程度の

人々が高居住宅に住んで，過密でない状態をた

もっている。したがって安全面から考えられる

密度とは，人口密度以外K 建物の構造や型式と ，

容積率 ・建蔽率等の組合せによる複雑なものと

なる。また一方，密度は比例を示す値で，建蔽率

についても 3∞nf の敷地にお ける40. 96と. 1∞nf

における4 0 . %では状況はかなり違ってくる。

さらに過密地区の多く が，低所得者層の住宅

地である乙とからその解決はかなり困難なもの

であり，幅広い社会問題として取上げる必要が

あろう。

土地利用 については，混在する乙とが不都合

な建物の混合や，不合理な土地利用が危険を惹

き起すと考えられる 。とくに危険な工場や倉庫

と住宅の混在 ・低湿地や Oメータ 一地帯での居

住 ・交通量の多い幹線道路の沿道の利用法など

に問題は集中しているが，いずれの場合も比較

的大企業や高所得の階局では，自力で乙の不都

合な条件を変える乙と ができ るが，零細な企業

や，低所得者は，不都合を承知の上で何ともで

きない状況があり，公的助力と，新しい市街地

で， ζ うした状態を再生産 しない配慮が必要で

ある。

交通については，種々の交通機関 と人間とが

相互に接触しない物理的条件を作り出すととも

に，そのf立を減じていく方法を考えるととが必

要であろう。そのために，歩行者専用道路の設

置や，歩行者用トンネル ・橋の設置あるいは主

要道路の立体交差や交差点の改善 ・鉄道新線の

建設などがとれにあたるが，費用と時間がかか

るけれども実行しなければならない。さしあた

って，住居地区や生活圏のなかに，通過交通道

路が入り込まない乙とを計画したり ，歩行者路

を既存道路網を検討して指定する乙 とにより ，

老人や子供の日常生活が，自動車IL脅かされて

いる現状を除去する必要がある。

対策としては災害時lζ ，有効な避難路や避難

場所を設置するととも考えておかなければなら

ない。岡田先生のお話にもあるように ，災害に

あうと人々は馬鹿になるといわれているが，と

くに遂動能力の弱い老人 ・幼児 ・身体障害者 ・

妊婦 ・病人等を誘導する入手が必要であり ，乙

れらの人々のうち，身寄りのない人について

は，平常から安全な場所に居住するような配慮

が必要であろう。

とのあとノマ才、 J レディスカッションにうつり ，

まず恩田氏は，消防の立場からの発言があっ

た。講師の諸先生方の説明にあった災害のほ

か，毒物 ・劇物 ・ガス爆発あるいはタンクロ ー

リーの転覆等々の諸災害の初除屋 としての私の

経験からみれば，近年大量死をともなう火災が

ボストン (4∞人) ・ベルギー (3∞人〉 ・ソウ

ル( 凶5人) ・大阪千日前 (1 18人) と多発して

いるが，乙れは地震の周期説と同様，従来の対

症療法のみにたよる乙とに対する響鐙である。

火災を防ぐためまず過密の整備が必要である

が，費用と時聞がかかる乙とであり ，当面は建

物個体の防災性能の完笠化と，市民の防災意識

の徹底と行動を主張し ，より安全な大阪市の実

現を期したい。

信濃小路氏は ，近年の超高層 ・大規模建築ま

たは複合目的ビルの出現! < : : より，技術 ・発想に

おいて建築界lζ 変革をもたらしており ，建築物

の構造 ・織能は複雑化し ，管理方法も技術的 ・

機能的に専門化している実態にもとづいて，つ

ぎのような意見を述べられた。

まず市街地の基盤整備の必要性は，基本的な

ものであり ，建築行政の上からも必須条件であ

るが，費用と時聞がかかるので，もっとも重要

な点を把握して ，乙れを効果的かっ着実に行な

うと とが必要で， その地区計画は住民の納得の

いくものでなければならない。

第 2 点は建築単体 の防火 ・避難上の安全性

は，機械や高度の技術 ・理論も必要で，乙れら

によって完全に武装される乙とと ，さらに重要

な乙とは，そと IL住む人々の日常の心掛けであ

る乙とを強く主張したい。

また ，特定建築物の避難施設は充分ゆとりの

あるもので，かつ公共性を有し ，ある程度の使

用上の制限を必要とし ，乙れは管理運営の問題

となる。さらにガスや ｾｉｌ 対する対策を急がね

ばならず，また延焼防止や避難のため防火区画

をヒワレの各層 1<:: 設けなければならないと恩う。

安全性と経済性は相反する乙とではあるが，建
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築主およびその関係者の深い認識と協力を期待

するものである。

第 3 の問題点として，建物がいかにすぐれた

防災機能をもっていて も，その維持管理の適否

により大惨事となる乙とは幾多の事例が如実に

もの語っている と乙ろでり ，専門化された維持

管理の社会制度化を強く主張したい。

つづいて田中氏は，建築家は社会的にきわめ

て重大な責任を負いながら，その立場の弱さを

痛感する昨今であるが，今後の建築家は単なる

デザイナーではなく， もう 一回り先を読みとる

心構えを身につける 時であ ろう。建築計画 iζ 際

して，高居ヒ勺レ等では技術的にはその建物の防

災計画が行なわれシステム化しているが，それ

は建築基準法の範囲内でのζ とで，心理学なと

を組込んだ トー タルシステムとして考えられて

おらず行政指導もなされていないが，その息吹

は感じるととができる。元来建築家は与えられ

たテー <' IC対してきめの細かい研究のできる能

力があると恩われるが，設計事務所の規模の大

小や，個人の性格などによりかなりの差があ

り，それぞれの総力を結集して対処する必要が

ある。建築家は建設完了後も ，行政上の指導や

技術的な裏付調査などに参画すべきである。従

来は与えられた敷地内での建築計画のみに集中

していたが，乙れからは，区画プロックとかス

ーパーフ・ロッ クを可能な限り取るといった配慮

がほしいし ，行政指導の立場からも充分理解し

てほしい。

また，最近の事業計画は民間産業を辰優先す

る傾向にあるが，乙の場合，法iζ 定める最低基

準を守らせる乙とにも限度がある。また，公共

建物はもちろん，民間建物でも大規模のもの

は，それなりに公共性をもっているのに ，都市

行政の要請にとたえるための資金不足になゃみ

を感じる。さらに都市行政のための人の育成も

急がねばならない。

古野氏は長い社会部記者生活から出た生々し

い体験から，出席者中のただひとりの非専門家

として，窓見をつぎのように発表された。

巡回千日デパート の火災では， 118 人の人々

が亡くなられたため，各新聞は世界大戦が起つ

でもあれ以上は書けないほどの報道をしたが，

118 人と は現在の交通事故死の一日半の量でし

かない乙とを恩うとき，われわれ人聞は，常に

危険に直面して生きているきわめて弱い立場に

おかれている乙とを痛感するとともに，建築家

と称せ られる人々が，それに加担している乙と
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を思うにつけ，との環境改善lζ 建築家 ・都市計

函家または，行政にたずさわる人達が重要な役

割をもっているので，乙乙で一大転換の必要が

あると思う。

岡田先生のいわれた全周ノわレ コニ一説も， 都

市作りの第ーに安全をかかげる以上，とれを実

施すべきである。また，千日デパート で感じた

ζ とは，絶対に助からない空間を作った建物の

管理責任であり，今後は逃げなくてもよいよ う

な安全な空間作りなどの管理の強化を提唱した

い。富安氏の歩車分離の件も自明の理であり ，

車の数IC比例して死亡者が僧加している事実か

らも対策は急がねばならない。また，そのため

の歩道橋が地震時に乙われて消防活動をさまた

げたり，埋立てた河川が水利の便を悪くしたり

していると恩われるが，今日の時点で何ができ

るかを知りたい。

岡田氏は乙れに答えて，全局ノマJ レコニ一説は

もちろん法的規制ではなく ，セ ンタ ーコア ーの

流行に対 して立てられたと恩うが，電々公社の

建物では経済性の問題もないためか，早く から

実施されているが，すべての建築に適用する ζ

とには，デザインその他の問題もあり ，と れと

同じ効果のある方法を考えるなら ，乙れに とら

われる乙とはないと思う。事故のたびに建築家

の責任とされては，今後ますます設計の自由度

を失う ζ とになるので，管理専門家の配置を制

度化するととにより ，施主と建築家ととも とも

防災につとめる ζ とがのぞましい。

管理の問題について，近藤氏 ・田中氏 ・富安

氏より ，特殊建築物については所有者に敷地 ・

構造 ・建築設備について建築基準法12条による

と定期的に建築士IC調査をさせて，特定行政庁

lζ 報告する義務があり ，法律としは不備ではな

い。しかし生活のあいまい さと社会的な思想の

定着がなく，責任の所在が不明となっ ている点

を反省し，施主 ・建築家が協力して人命を大切

にすべきであるとの意見が出たあと ，古野氏は，

中以下の規模の建築は違法だらけであり ，装備

された法律はあっても ，とれは守られないとの

前提 IC立って防災問題を取り上げるべきであ

る。消防法を例にとれば，立入り検査後，不法を

発見し ，再三の欝告にも応じないために告発し

たととは，昨年アパート経営者の例があるのみ

であり ，法の運用 lζ 疑問を持たざるを得ない。

有馬の満月城等で管理者の責任を追及するよう

になったととはよろ ζ ばしい乙とではあるカ人

明らかな迩法建築や日照権問題に対して建築家

段低，48，∞Onf の候補地が必要となり ，ζ れが

困難なら岡田先生のいわれる安全ピJ レの建設も

考えなければならない。

乙れに対して，古野氏は，一般の人々は乙のよ

うな恐ろしさを知ら ないのではないか。とれは

地下街についても同じであろうし ，作る方も ，

使う方も無神経にすぎる との密告につづき，過

密をなくすれば防災性能は高まるであろうが，

経済性の問題もあり ，簡単に割り切れない点も

ある。しかし都市に投入する安全投資の置によ

って過密の「過」を除去し ，高い機能の都市，

すなわち ， i密」のメリッ 卜を取り出すととが

できるのではないかとの議論の後，都市の高度

利用の必然として機械設備にたよる乙とに対し

て信濃小路氏は，つぎの意見をのべられた。

避難のために ，機械のみにたよってはいけな

い乙とは前述の通りで，具体的にはゆとりのあ

る施設が必要であり，また，建物内の通路 ・階

段等lζ 公共性をもたせ，道路のような考え方を

取り入れるととにより ，自らの足で避難できる

のではあるまいか。 ζ の窓味では，バルコニー

. 避難廊下の導入を考えたい。

府の条令ICは，先回の建築基準法の大改正の

折にとの考え方を若手入しており，集会場，劇場

lζ 適用できるようになっている。

また建築家の姿勢について深い反省がもとめ

られている ときに建築家の育成につくされる岡

田先生は，その立場をつぎのように説明された。

学校では，法のディテーノレを教えるわけでは

ないが，近年の学生は都市問題や環境問題には

敏感である。しかし ，社会に出ると ，迎合して

しまうのが実情で，建築家の立場の弱さを痛感

する。

また，古野氏の群集工学の研究のすすめにつ

いて，乙の問題は，群集心理学でも解明されて

おらず，実験も不可能な現状で，究明のむずか

しさはある 。地下街で火災が起ると，その初期

!L ，乙わさを知らない群集が見物人として集ま

り，数分後ICはフラッシュオ ーバーによる大惨

事となるととを考える と，群集事故の防止に努

力しなければならないと思う。

また，建築家の社会的責任についても ，いか

に安全な建物でも ，作るたびに危険度は増すと

とに対する矛盾があるが，違反と知ってやるむ

きには法規制で解決するととはできない。結

局，機械設備とそれを管理運営する人との調和

が大切であろう。

さらに ，富安氏より ，歩草分離の実行案とし

は何をしたのであろうか。恩田氏の話では法 4 て，商庖街等 lζ 実例がある ，1むのはいらない道

条の立入り権は義務ではなしまたその実行に 路としたり，車の通りにくい道，すなわち凹凸

は莫大な人員を要すとの事情はよく分るが，簡 や屈曲を設けた ， i ニコレツトモ- ) レ」を設置

素化してでも実行しなければならないと思う。 するとか，あるいは，不法駐車の取締りとか，

つづいて恩田氏から避難について，避難路の 大盈輸送機関の確保等の提案があり ，多くの開

確保および避難地の設定は防災上どう して も必 題を今後にのと して閉会するととになった。と

要であるが，避難地として，木造家屋の燃焼カ のシンポジ ウムが関係者の深い関心を呼び，A，

ロリーが 75. 0∞kcal/h とし，人間の受熱の限 後都市問題の解決iζ 向かつて発展していくと と

界が 2. 080kcal とし，燃える面が50mで= 炎の高 を祈念して止まないものである。

さが10mとすると安全距離はω m必要とな り， ( 紀録文責・都市災害問題シンポジウム担当小委員会)



超高層建築物の防災設備

同

避難階またはその直上 ・直下の階に設置しなければならない。

5.  排煙設備 ・換気設備 ・空気調和設備

中央管理室で制御および作業状態の行なえるようにする。

6. 非常用 エレベーター

設置が義務づけられている 。台数は床面積によって規制がある。

7. 消防機関への通報装置 ・スプリンク ラー設備 ・自動火災報知( 警報)

設備…… ( 消防法令)

W 防 災 計 画書

以上によって防災計画書を検討作成する乙とになるが，2 ， 3 の実例

lζ 基づいて その概要を紹介する乙 とにしたい。

|  防災・避難計画事項 |  

1. 建築物の計画概要

1  ) 敷地の位置

2 ) 建物の配置 ・構造 ・規模 ・用途

2. 敷地と周辺道路

1  ) 避難階における出入口

2 ) 敷地内通路と広場 ・道路

3 ) 消防隊の進入路

超高層建築の防災・避難計画

伊 原 敬 二

I  防災避難 計 画 の 考 え 方

本稿では，超高層とは「高さ 45mを乙えるもの」として記述する乙と

にしたい と，思う。

さて，超高層建物の計画立案 lζ 当って建築基準法令，消防法令などの

規定に単に機械的に適合しているから防災避難については十分であると

する傾向があるようである。

関係法令の規定は，あくまでも最低の条件である ζ とを念頭 iζ ，人命

尊重を基本IC総合的な防災避難計画を作成し ，格段に安全側の計画とな

るように心掛けられる乙とをお願いしたい。

〔注〕高さ 31m- 45m のもの ，複合用途で大規袋なものは，

己の趣旨 IC沿ってぜひ，防災避難計画を作成される己

とを望む。

E 維 持 管 理

防災避難計画に基づいて管理者側にあらかじ

めその計画意図を伝達しておく乙とは必須な条

件であり ，維持管理が適正に行なわれる乙とに

つながる とと になる。乙の乙 と乙そ防災避難計

画の作成の目的であるといっても過言ではな

し、。

E  超 高 層 と 建 築 基 準 法

建築基準法令でとくに超高層建築物のみに関

連する防災避難関係の規定をあげれば，つぎの

ようになる。

1. 防火区画

区画面積が厳しくなる。また，内装制限 ・防

火戸の種類によって異なる 。

2.  歩行距離

歩行距離制限が厳しくなる 。

3. 特別避難階段

直通階段は特別避難階段としなければならな

い。

4. 中央管理室( 防災センタ ー)
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3.  防災避難計画基本方針

1  ) 避難階 ・中央管理室( 防災センタ ー) の位置

2 ) 防火区画の構成

3 ) 安全区画の位置と構成

4 ) 避難施設の位置と避難経路の設定

とくに避難階 ・基準階 ・特殊用途階に分けて

4. 防災設備計画( 防災設備一覧表怠照〉

防災設備の種類と配置

5. 火災覚知( 発見) と通報

1  ) 自動火災報知器などの警報設備，煙 ・熱感知器，消防機関への通報

装置( 非常通報装置) ，非常放送設備，非常用照明設備などの種類と配置

2) 諸設備の速携方法

3 ) 避難指令の方法

6. 避難

1  ) 避難施設などの配置と構造

廊下，階段，避難経路上の関口部，非常用の照明装置，誘導灯 ，B量上

広場，屋外バルコニ ーなど

2 ) 避難時間計算

第一次安全区画 ，第二次安全区画にそれぞれ避難するために必要な避

難時間 ( T ) と許可避難時間 (T o) との比較 ， (T o二:o: T )

a  収容人員の想定

b  避難経路の想定( 歩行距離，廊下および関口部の幅員，階段の数

など)

c  安全率の設定

d  許容避難時間の想定

e  避難時閣の計算

7  排煙設備

1  ) 排煙方法と排煙設備の構造および配置

8. 非常用の進入口

1  ) 配置と構造

( 非常用エレベーターを設置した場合は， 規定によれば免除される

が，併置が望ましい。)

9. 非常用エレベーター

1  ) 配置と構造

10. 消火設備

1  ) 種類 と配置

11. 中央管理室( 防火センタ ー)

1  ) 防災施設などの管理方法

2) 外部からの進入経路

12. 内装制限

13. 維持管理等

1  ) 維持管理の主体とその方法

2 ) 防災計画舎による定期点検 ・整備

3 ) 防火避難の設備機器の常時点検 ・整備

4 ) 避難誘導のための各種訓練

14. その他

1  ) 避雷針

2 ) 航空障害灯

V お わ り に

横 11 : 長い建物を単lζ 縦にしたのみでは ，無味乾燥の感が強い。もち

ろん ， 乙れだけでも空地( 広場〉が生まれ，相当なメリッ トではある

が・・.... 。

高層建物の中間階の l 階全部を遊びのスペ ースにできないものであろ

うか。たとえば，その階は周囲全部を吹抜きとし ，と 乙ろど乙ろにベン

チを配する程度にしておくなどは，乙のような遊びは緊急の際には有効

であり ，本稿でいう防災避難施設になるではないかと ，私は夢を抱いて

いる。
( いはら けいじ 大阪市建築局審査際長)
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12  

超高層建築物の防災設備- 消防局の

立場から-

田 中 隆 夫

1. は じ め に

近年，超高層ビ J レ建築の時代になり ，各所lζ ノッポピ J レが見られるよ

うになった。しかし，乙れらピルの問題点は ，地下街とともに防災であ

る。というのは地上の高さ 31 メー トルをとえる建築物であれば，消防梯

子寧も ，もはや手の届かない( せいぜい40メー トル位が限度 ? ) もので

あり ，ピル内部への進入も困難をきわめ ，消火，救助の活動が思うよう

にいかなくなる。もちろん自力避難についても支障をきたし，火災時，

ピル内部の居住者のパニックによる二次的被害の発生とともに ，どんな

結果になるであろうか。乙れらの乙 とが憂慮されるからである。したが

って ，超高層建築物については ，設計計画の段階で，ζ うした問題のひ

とつひとつについて十分配慮されるべき必要があり ，総じて防災の基本

計画をまとめ，乙れにしたがい建築施工をすると ともに ，使用時に至つ

ては ，十分なビル設備管理のもとに，自衛防火管理の体制jを充実させて

おかなければならない。

2. 法 令 規 制

超高層建築物の防災については ，関係法令の主たるものとして ，建築

基準法令，消防法令があり，当該建築物の位置，構造，建築設備ならび

に消防用設備などの設置について ，規制が行なわれていて ，その内容は

現在のと乙ろ表 1 のとおりである。しかし ，乙れだけの規制で・は必ず し

も万全の防災対策がとられるというものではない。したがって ，ケース

パイケ ースで防火，避難その他の設備 ，あるいは管理についての行政指

導を行なわざるを得ない。また ，実施設計に当つては ，乙れらの乙とを

基本として ，よりベターな諸設備の充実をはかる乙とが必要である。

3. 超 高 属 建 築 物 の 消 防 用 設 備 等

基本的 lζ 必要な消防用設備については，前述のとおり一応 ，表 1 1ζ 示

したとおりのものであるが，乙れらの設置についての技術上の基準は ，

消防法令で定められていると乙ろであるが，なお ，技術的には細部基準

を内規として定めているので， ζ 乙に列記し参考とする。

(1)  屋内消火栓

配管は専用配管とする乙とになっているが，加圧送水装置を ，他の消

火設備( 例 ，スプリンクラ ー設備) と兼用する場合は ，ポンプ回りを除

いて ，531] の配管とし ，その分岐箇所11 : は仕切弁を設ける。

(2)  スプリンクラ一段備

ア スプリンクラ 一周の消防隊専用送水口は，双ロ形のものを設置し ，

その階の床面積が3，αl O平方メ ー トルを乙える場合は ，3，αlO平方メ ート

J レどとに送水口を設ける乙ととする。

イ 自動箸報装置に使用する流水検知器には ，自動嘗報弁，流水作動弁

またはフロ ースイッチ( 乙れらを自動警報弁などという。) を使用し ，

スプリンクラ ーヘッドが作動した階またはその部分には ，火災の発生を

覚知できる地区警報ベ J レまたはブザーなどを設置する。また ，常時，ス

プ リンクラ ー設備を監視する監視室( 防災センタ ー) にも ，省報および

響戒区域どとに火災発生場所の表示装置( 火災受信機など) を設置する

ζ と。なお，自動響報弁など 1個が受けも つ警戒区域の面積は 3，000平

方メ ー トJ レ以下とし ，当該対象物の二以上の階にわたらないようにする

乙と。



表 1 超 高 層 建 築 物 ( 地銀面 か らの 高 さ が 3 1 mを 乙 え る も の ， または地階を除く 階 数 が110 上 の もの) の 防 災設 備 規 制 基 準 表

消 防 法 令 (消防法、同施行令、同施行規則、並ひ'に火災予防条例)

種 ｾｉｊ＠ 特 le 事 項 根 拠 規 定

防 炎 処

理 当該対象物において使用されるカ ーテン、

ZE罫1は防炎処理物品とする.

法8- 3、令4- 3、規4- 3

i出 火 器
法17. 令10、規 6 - 9

屋 内 消 火 栓 設 備 非常' i I t 淑を附置する こと. 法17、令11、規12

ＳＰ 個問時 ｬ 淵 肱分のポ ン プ容量が 必 ｾＮ

非常l 1t i原を附置すること.

スプリンクラ ー設備 消防隊用送水口を附置するこ と。 中央管 法17、令12、規14

型車にヘッドの|泊放表示装置を般け るこ 条例40

と.

屋 外 消 火 栓 設 備

地上 1、2防の床而積司会計数値によ って

法17、令19、規22

必袈.

無窓際には全域復感知器が必要。

自動 火災報知段備

非常 ｜ ｬｴ ｩｾ｜ を附 位す る こ とＮ受信機 ｉＡ 中央
法17、令21、規23、24

管理室に放置するこ と。区分野fl! むでき

るようにする こと。

消防機関へ通報する 中央管理!窓において操作できる ものとす

火災報知設備 る.

i'l ;I7、 令23、鋭25

ｾｉＢｩｩＺ［ ベル 、 自動式 サ イレ ン と を 組合せ た

非 常 警 報 設 備 放送設備が必要である. 非常l l Li車を附置 法17、令24、規25の2

すること.

10階以下について放置する. 11階以上の

遊 難 器 具

部分につい てはill;/! 法令 l/oi 準に よる特避

法17、令25、主Jl. 26、27

階段のほかにタラップっきバルコニー を

設置するよう指持している.

ｪ 峰雄口 、通路 ［ｦｩｾ 事灯 に ついては 、 地階 、

誘導灯及び誘諸事棟厳 無慾附 、 ＱＱ 附以上の部分にｾｦｌＺ す るＮ ｾ ｉ Ｇ＠ 法17、令26、規28- 28の 3

'i i¥.l1t OOを附訟すること.

地盤沈下に設けら れるものにあっては 、

i両 防 周 水 GL 7 イナス 4.5メー トル以内の部分の 法17、令27

水量 。

放水 rlは特避附I止の付笠又は非常用エレ

ベーターの来除 ロピーに設ける. 放水口

連 結 送 水 管 施 設 li 双口形とする . 1.血目IJ として高さ 70メー 法17、令29、規31

トルをこえるものには加圧送水装置を設

ける.

非'1片コ ンセントは特避階段の f. J'.'il.文 I! 非

非常 用エレベー ターの来降 ロビーに設け

手E 常 コ ン セ ン ト る. 法17、令29の2、Vl. 31の2

非常電源を附置すること 。配線 I! 耐熱l R

線文は耐熱保護をすること.

一
一 一

ウ 自 動 審 報 弁 な ど に は ，機 能 試 験 の た め の テ ス トパ ルフ. な ど を 試 験 IC

便 利 な 箇 所 に 設 け る 乙 と 。 ま た ， 自 動 普 報 弁 な と.か ら も っ と も 遠 い 配 管

の 末 端 部 分 に 圧 力 計 開放 型 ス プ リンクラ ー ヘ ッ ド お よ びテ ス ト パ ル プ を

設 け て お き ，パ J レ7'の 開 放 を 行 な う 乙 とにより ，関 連 機 器 の 機 能テ ス ト

が で き る よ う に し て お く 。 ( 流水検 知 装 置 に つ い て は，現 在， 日 本 消 火

装 置 工業 会 自 主 認 定 業 務 運 営 委 員 会 の 行 な う ， 自 主 認 定 規 格 お よ び 検 査

基 準 に 合 格 し た も の ( 合 格 表 示 の ラベ ル の 付 さ れ た もの) を使 用 し な け

れ ば な ら な い 乙 と に な っ て い る 。

エ ポ ン プ の 仕 切 弁 を 締 め た 場 合 lζ ，場 程が 170 メ ー トJ レ ( 17キロ グラ

ム 毎平 方 センチメ ート J レ) 以上となるものは ，二 次 ポ ン プ を 設 け 直 列 運

転 方 式 と す る 。 し た が っ て，一次ポンフ。の錫程は二 次 ポ ン プ の 位 置 に お

い て ， 1 キ ログ ラ ム 毎 平方 センチメ ート ル の 圧 力 を 保 有 し な け れ ば な ら

な い。

オ ス プ リンク ラー専 用 の 送 水 口 か ら 送 水 さ れ た 水 は ， 二次 ポ ン プ を 経

由 す る よ う に 配 管 し， 二 次ポ ンプを ブー スタ ー ポ ン プ ( 中 継 ポ ン プ ) と

兼 用 さ せ る 構 造 とする。

(3)  連 結 送 水 管 施 設

ア 放 水 口 は 屋上 消 火 栓 設 備 の 消 火 栓 箱 ( 厚 1. 6 ミリメ ー トJ レの 鉄板 製

で ，扉 側 の 表 面 積 は 0.8平 方メ ー トル以上， 奥 行 0. 25メー トル以上) に

建 築 基 準 法 令 (建築基準法、同法範行令)

種 ｾｉｊ＠ 特 le  事 項 根 拠 規 定

被械換気設備Ij "! I . と管理方式の空気倒和政

備の制御及び作動状態の監視! I f ' . びに非常

車 失 管 理 室 用エレベーターのかごの呼び戻 u装置Eの 令20の2、129の13

作動及びかご内との電話i虫給装訟を設け

る.

延べ面積が1500平方メートルを こえるも

のは 、床商傾向合計1500平方メートル以

内ご とに防火区画をする. スプリン クラ

一 般 ｦ ｾｩｬ をした部分については ｍ に栴当す

防 火 区

画 る床而積を除〈 、11階以上の宮s分につい
令112、法36

ては床而械の合計 100平方メ ー トル以内

ごと、内装 il 上村によって 200平方メー

トル、 500干方メートル以内ごとに防火

区間をする.

2以上の膏通園Eの目置t 多軒E睡 方向避維を Ｏｊｾｊｉｉｊ とするＮ 令120、121

特避階段は 、できるだけバル コニーっき

のものとするのがよい。パル コニ Ｍｾｈ 主

亜種階段又は特別避灘臨
は安全区画室と して締成し 、安全避難の 令122、123

ための級街地借とするため、できるだけ

その商4貨を大き〈とる.

非常口には、すべて自動解錠装置を 22け

量丹への出口等の施量装置
ること が望ましい.

令125の2

安全避維場所として利用ができるよう 、

屋 上. 広 場
底上には遊技地政その他の工{ j 令126

ないことがま{ ましい.

宥刻J な排煙を行なうためには 、防煙区阿l

排 煙 設 備
部分に排煙n を迎。J に配置すること. 令126の2 、i-l 35

予備¥l Li阪を附訟すること.

非常用の照明装置 子 ｪｾ￯ｬｪ ｬＱ源を附置する こ とＮ 令126の4、126の弘法35

3 附以上、 向き 31メー トル以下町各陥に、

パル コニ ーつきの ｾｉＢｩｩ｜Ｇ ｭ ｩｦｦｩ 入 口 を泣けるＮ

非 常 用 の 進 入 口

非常用 iffi 入11には 1i; (sI J として幅nが4 メ

令126の6

ート ル以 ｊＺ の道路 Ｈｩ ｬＧｩ ｾｊｪｬｬｬ が接近可能Ｉ

に商lする部分に設けることを可とする.

居室の!笠及び天井のl I : 上げは 、不燃、機

不燃、般燃材料、廊下、階段その他的 j凪

路町! 理及び7<. ) ド I! 不燃又は$ 不燃材料で

仕上げる. A プリンクラ 一等自動式消火
や.T.3' .  

内 装 制 1I 

設備と排煙設備を設けたf部分は除かれる.

令128の4 、129

' !  

避雛階段、特避附I止の附f1窓及び附室の i}.，35の2

天井及び蛍 li 不燃材料でつ〈る。

来降 ロビーは 、防火、排煙上有効な椛泣

とし 、10M' 以上の適当な/1;さのものとす

非 常 用 の 昇 降 機 る。 令129の13の13、法34

屋内消火柱、消防隊周波水口、非'.:(，' コン

セント設備を ZEける.

準 じた 格 納 箱K 収 納 す る 。箱 内 に は長 さ20メ ー トJ レの ホ ー ス 2 :<$: と喰 努

切 替 ノ ズ ル ] ; 本 を 格 納 し てお く乙と 。

イ 噴 霧 切 替ノ ズ J レは， ノ ズ ル 圧 力 3. 5 キロ グ ラ ム 毎 平 方セ ンチメート

ル に お いて ，直 流放 水 の場 合で は ，4∞ リ ッ トJ レ毎分以上， 噴Z罪状の場

合 では5∞ リ ッ ト J レ毎 分 以 上 の 放 水 量 が 得 ら れ る も の で あ る と と。

ウ ス プリンクラ ー ヘ ッ ド が 階 の す べて の 部 分 に 設 置 さ れ て い て ， 放 水

口の 設 置 箇 所 が 2 以 上 あ る と き は， そ れ ぞ れ， 放水 口 は 単口 とする乙 と

ができる。

エ ブー スタ ー ポ ン プ の 錫 程 は ，最 上 階 で 使 用 さ れ る ノ ズノレにおいて ，

3.5 キロ グラ ム毎 平方 セ ンチメ ー トJ レ以上 の 圧 力が得 ら れ る も の で あ る

乙 と 。 場水 置 は ， そ の 階 K 設 置 さ れ る 放 水 口 l 個 に つ い て 8∞ リッ トノレ

毎 分 以上 であるとと。

オ ブー スタ ー ポ ン プ に は ， 当 該ポ ン プ の 吸 水 側 配 管 と 吐 出 側 配 管 との

聞 に ，バイ パ ス を 設 け ，か っ ，バ イパ ス に は 逆 流 を 防止 す る た め の 弁 を

設 け る。

カ ブー スタ ー ポ ン プ の 起 動 は ，流 水 作 動 弁 ま た は 圧 力 スイ ッチ による

自 動 起 動方 式 とす る 。 た だ し ，防 災 セ ン タ ーか ら リモ ー ト コ ン トロー ル

により ，起 動 す る 方 式 と し た もの に つ い て は ， ζ の 限 り で な い。

( たなかたかお 大阪市消防局防災陵情煤〉
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GE NE R AL  BUI L DI NG RE S E ARCH CORP ORA T I ON 2  日本建築総合試験所だより

当試験所は昭和39年春 lζ 設立されて以来，8 年余の月 日を重ねてまい

りましたが，乙の間関係各位のど尽力によりま して施設 ・所員とも毎年

少 しづつながら拡充の一途をたど‘ ってまいりました。そして，本年 9 月

ICは従来からの構造および耐火部門に続き ，音響 ・熱部門の施設完成を

見るにいたりました。 ζ れを機会に試験所創設当時の考え方や経緯等に

ついてふり返ってみたいと思います。

建築 IC関する試験研究機関が東京11 : 集中するなかで，関西にもそうし

た機関をもちたいと考え ，昭和36年頃より毎年，関西から建研大阪支所

設置の要望が建設省になされてきま した。

と乙ろが，昭和38年頃にな って，東京ではさらに (財) 建材試験セン

ターが通産省のきも入りで設置され，また建設省では( 財) 建築センタ

ーを新設 して，建築11 : 関する情報の交換，新建材 ・新構法の審査 ・認定

等 lζ 当らせる計画が具体化してきま したυ ζ のような動さに対 して関西

の建築関係の諸団体ならびに大阪府 ・市も強い反応を示 して， 種々経緯

はありま したが，昭和39年春， (財) 日本建築総合試験所が設立された

のであります。当試験所創設の際，乙の財団法人11:各方面から寄せられ

た期待は，

1. 建研( 建設省建築研究所) のどとく建築に関する各種の試験研究を

おとない ，

2. 建材試験センタ ーのごとく ，いわゆる一般建材の J 1  S 試験もお乙

なえる ，と 同時に ，

3. 建築センタ ーのどとく ，以上の試験研究結果を建築行政lζ 反映させ

るパイプ役もお乙なう乙とができる ，

機関にするととであった ，と考えています。

とのような見方に立っと ，当試験所の現状は試験機関 としてもまだ不

充分なと乙ろも多く ，また建設行政へのタッチの面でも窓に満たぬと乙

ろが多々あります。

所員一同一層努力し て所期の目的達成に努力してまいりますが，皆様

方のど指導，ど鞭逮をお願いする次第であります。( 本紙験所刷所長〉

。案内パンフレットできる

当試験所の概要を示す新しい案内パン フレ ットができあがりました。

ど入用の方は送料を添え，本試験所事務室宛，送附方お申 しつけ下 さい。

床面積 650n:f をもっ大型構造物試験室では ，計画的 lζ 強くかっ剛につ

くられた建物の一部( 架橋 ・床 ・壁) が試験装置 となっており ，立体構

造物の誠荷試験lζ 用いられています。乙れには曲げ試験台， ス トロ ング

フレー ム，n実荷床 とよばれる 3 つの総務設備があります。今回はそのう

ち曲げ試験台をど紹介し，ス トロ ングフレーム およ び載荷床は次回 ( 11

月号) にど紹介 します。

概 要

プレスレス トコ ンクリ ート 製で全長 20m，幅 2 m ( 有効 1. ω m) ，金

丈 2 mの梁型反力台て・あります。試験台長手方向の両側には ，中心列よ

り80cmの位置に 1 m間隔どとの貫通孔が設けられ，試験治具を任意の位

置に固定する 乙と ができます。

供試体の最大寸法は長さ20m，幅1. 60m ，高さ 4. ∞mで・あり ，P C桁

の曲げ試験な どをお乙なうと とができますが，その他必要に応じ ，試験

台の上面lζ は第 1 図，第 2 図のように コンク リート 塔状体がプ レス トレ

スで取付けられ，アーチや ラーメ ンなと‘ 試験体の水平反力 ( 加カ) 受け

となります。

また ，試験合の最大許容曲げ耐力は + 1，αlOt mであります。反対曲げ

に対しては - 7 0 t mまでですが，別の附属装置を併用すると - 4∞t mま

での耐力増大が可能です。

| 試験装置紹介 ・その 2

曲げ試験台

直回錦初を顧みて設立

F .L. 

コ

| ニュース |

第 1図 曲げI;t 駿台使用例 ( ラーメンの霊直および水平交番荷量般荷量主験)

o

h
一

F し

こ- - - コ

。1，000 t 圧 縮 ・ 曲 げ 試 験 機 好 調 /

去る 6 月27日披露を終えた 1.  ()()() t 圧縮 ・曲げ試験機は，その後，J順

調に作動，乙れまで 11: ，

耐震皇室 (40% モテソレ) の構造試験 ・5 体

プレキャス トコ ンクリ ー ト梁の曲げ，および曲げ到断試験

銅製スクリ ュー ジャッキの中心軸圧試験

コンクリ ー トパイルの曲げ試験

などの諸試験をおとなった。
第 2 図曲げI ; t 厳台使用例 ( 鉄塔の蛾荷賦験〉

正 法 院 陽 三

藤 川 型車

吉 村 福 次 郎

大 井 孝 和

宮 図 幸次郎

安 沢 俊 二

十 倉 粧

図 中 芳 松

せ

本位験所ｾ 565 吹田市藤白台 5丁目 125 電話/ 千里局 (068) 72- 0391代表

耐火 ・防火部門 l盛 ・往・ 床などの耐火賦E丸 内 装 材 料の雛織性民験，¥ 

1構造物の防火性能低駁など l  

構 造 物 部 門 f 架・床版など 大型構造部材や架備の実大賦験 ・犠型¥

II;t験， パネル強度民験，材料の動弾性係数測定，建物 l

kの惨断など /  

工事用材料部門 ( 各種材料の強度民験，耐候性絞験など)

音 響 ・ 熱 部 門 ( 音の透過損失，吸音率，熱伝導，熱貫流民敏など)

大淀分室: ｾ＠ 531 大限市大淀区長柄酉通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06) 351- 7217 

工事用材料部門 ( コンクリート および鋼材の圧縮，事 l張民験など)

，6.  

ロ
問お験試種各



日本建築協会

月間の動き

昭和47年 8月分

理 事

18日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者塚本，横尾，福田正副会長ほか 8

理事薮本，山下和歌山正副支部長

議事(1) 第19回青年技術者特集選衡委員会委員委

嘱の件

(2) 建築基礎工法と実例講習会開催の件

(3) 講演会開催の件

(4) 事務局職員退職承認の件

(5) 事業課長退職に伴う人事異動ならびに事

務分 ｾＱｾ の件

(6) 入退会者承認の件

(7) 報告事項

事 業 委 員 会

説明会打合会

2 日 正午- 2時 於 会 館 集 会室

山 席 者 説 明 会 社 旭 化 成 ほ か 2 社

協 会三品副委員長ほか 3 名

議事 防火関係説明会の全般について打合せ

見学会小委員会

4 日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 堤 副 委 員 長，荒川幹事ほか 5 名

議 制1) 7 月に実施した見学会の報告

(2)8 月- 10月の見学会企画について

(3)1 1月以降の見学会企画について

(4) そのほか

若い会員の集い競技設計分科会

14日 61時- 8 時 於 会 館 3階会議室

出席者広瀬正治ほか 3名

議1到1) 競技設計の目的

(2) 競技設計のテ ーマその他

海外視察企画分科会

22日 6時- 8 時 於会館集会室

出席者 岡本( 交通公社) ，藤縄主査

ほか 4 名

議 朝1) 企画内容と費用について

(2) 開催時期と案内書について

(3) 今後の分科会の運営について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

4 日 611を- 1 011寺 半 於 会 館 3 階会滋室

出席者伊藤幹事ほか 2 名

議 事 建 築 データシート新規掲載のリス トの検

討

打 A . A .  
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7 日 611寺- 71時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者正法院主査

議事不燃材料の原稿作成

高層住宅の工業化工法原稿作成会

14日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者竹中工務庖ほか 6 社，井上，t J : 塚

正副委員長ほか l 名

議事(1) 編集方針について

(2) 記載喜E項について

委 員 会

18 日 61時- 81侍 於 会 館 集 会 室

出席者 p ; 塚副委員長，伊藤幹事ほか 8名

議事(1) 今後の建築データシートの編集 ・発行に

ついて

(2) 建築データシート新規掲載リストに つい

て

(3)No. 39 ( 不燃材料) ( 高層住宅の工業化工

法) の掲載データシ ート について

(4) No. 40 ( 48年 4 月発行予定〕の企画内容に

ついて

(5) そのほか

正・副委員長打合せ会

30日 11 U寺- 2 1侍於会館集会室

出席者井上，真塚正副委員長

議事(1) 乙んどの建築データシートについて

(2) 原稿調整 ・最終校正について

(3) 編集について

(4) 渇総会社の募集 ・原稿受領などについて

(5)帯紙の原稿について

教 育 委 員 会

建築基礎工法講習会講師打合会

5 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者山肩講師ほか 2 名 岩 下 副 委 員 長

議事(1)講義科目の内容について

(2)全般的なスケジュー J レについて

(3) そのほか

委 員 会

8 日 正午- 2 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 谷 口 委 員 長，岩下，山地副委員長

ほか 6 名

議事(1)会長，副会長，役員 ，正副委員長懇談会

の報告について

(2) 第25回建築工事実務講習会の報告につい

て

(3) 都市災害問題、ンンポジウムの報告につい

て

(4) 建築技術講座「建築の風力係数」の報告

について

(5) コンピューター教育小委員会の企画につ

いて

(6) 工高生教育小委員会の企画について

(7) 企画小委員会の企画について

(8) i土佐築の基礎工法と笑例」地方都市での

開催について

(9) そのほか

建築基礎工法講習会現地打合会

9 日 岡山市，広島市

10日 福岡市 ( 11月頃開催に変更)

11 日 大分市

山田事業課長出張

編 集 委 員 会

委 員 会

14日 4 時- 6 1時於会館集会室

出席者福田副会長ほか 9 名

議事(1) 9 月号= 都市住環境へのアプ ローチ特集

経過報告

(2) 10月号= 都市防災特集報告 ・都市防災lζ

関する特別広告の企画報告

(3) 11月号= 第19回青年技術者特集報告

(4) 12月号報告

(5) 1月号= 建築と教育特集企画( 幹事会そ

の他)

(6) 作品作風小委員会報告

(7) 特別シリ ーズ「近代建築の発展期に活躍

した人々 J ( 仮称) の具体化

(8) そのほか

作品作風小委員会

14日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者中山主査ほか 2 名

議 制1) 11月号作品選定

(2) 12月号作品企画

(3) そのほか

住 宅 委 員 会

住宅展慰労会

16日 5 時半- 8 時 於 京 都 い け 山

出席者小西委員長ほか22名

住宅展小委員会

25日 6 時- 8 時 於 本 み や け

出席者坂倉副委員長ほか5 名

第 9 回よろず相談住宅展の反省と第10回よろ

ず相談住宅展の構想などについて懇談

法 規 委 員 会

21 日 3時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか 16名

議事防災対策における法規上の問題

講師大阪市消防局防災設備課長

恩 国 一 則 氏

出 版 委 員 会

鉄骨のデザイン最終報告会

22日 l  時- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者宮川幹事ほか14名

議事(1) 1鉄骨のデザインJ i普及版」の販売現

況について

(2)ζ んどの「鉄骨のデザイン」図書につい

て

(3) そのほか
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〔団体会員 2 社〕

( 株) 悔野商会 ( 干の丸事l副会

〔個人会員 26名〕

赤 題 義 久 ; 匹1 隆 i 西 IU 尚 晃

飯 悶 随 保 j 金 谷 勉 ! i長 川 怒

石 黒 隆 敏 j 粂 UI 勲 i 水 野 氏 一

糸 1I[ 功 一 i 小 林 IYJ ， 水 野 教 宏

稲 垣 武 久 ! 斉 藤 正 災 i 宮 崎 勉

乾 健 次 i 志 谷 正 i J ! ， 山 口 逮 博

上 谷 援 男 j 谷 川 必 孝 i 山 桜 困 弘

小 山 田 智 司 : 谷 口 鐙 山 畑 三 夫

大 蔵 勝 ! 玉 井 : E I児

〔准会員 3名) ( 氏名省略〉

8月 の 入 会 者 ( 敬称略)
若 い 会 員 の 集 い

「ふるいまちとあたらしいまちシリーズ(4)J

伊根浦 : 舟屋のある集落・祭を訪ねて

8月 2 日， 3日

参加者 25名

大石寺本堂建立工事の見学 ( 8 月 5 日〕

- 日本建築協会事務局

常務理事

事務局長: 福中定三郎 ( 06- 231- 9，ω 8代)

・庶 務 課

大石寺本堂建立工事の見学と富土五湖めぐり

(第 2回)

8月 5 日， 6 日

参加者 23名

設計 ( 附迎合設計社

構造担当 青木繁研究室

設備担当 附桜井設備研究所

側連合設計社

正本堂建立共同企業体

大 成 建 設 附 岡 大 林 組

鹿島建設附清水建設附

附竹中工務庖戸田建設側

関屋の上村邸新築工事の見学会

25日 l 時50分- 4 時

参加者 17名

設計 ・施 工 岡 大 林 組 住 宅 部

建築基礎工法講習会

25日 於岡山建設会館 4 階ホール

26日 於広島平和記念館講堂

岡山 10時~午後 4 時

広島 91時半~午後 411寺半

岡山 岡山県建築士会

広 島 本 会 中 国 支 部

広島県建築士会

糖、i持 者 岡 山 18名 広島 84名

講師基縫構造の基本計画

関 西 大 学 教 授 工 学 博 士 山 肩 邦 男 氏

まま礎工法の発展過程 ( 広島会場のみ)

広 島 大 学 教 授 工 学 博 士 松 浦 誠 氏

深い基礎工法( くい打 ・ピヤ工法)

竹中工務底本底技術課長滝川昌宏氏

泥水工法と実例

大林組本庖技術課長

. 6.  

=  

半[子
見

. 6.  

ココE

共催

習

監理

施工

講

吉田 悦二 ・上回セキ子

末宗ミツエ ・小石原千代乃

佐々木千年世 ・以倉久美子

06- 9648 ・9649

佐藤 寛 ・坂東三喜子

江口美智子

06- 9640 ・5936

三木ちゑ子 ・ ｾ川美智子

中 平 昌 三

06- 231- 9，糾8 ・9ω9 ・9 ωo

松 井 昭 光 ・吉 崎 裕 子

朽 木 克 己 ・梅 村 繁 人

企画 ・営 業 : 東 出 清 彦 ・吉田 晃

鹿 内 武 三 ・黒 白 顕 其

06- 231- 9糾8 ・9649
越本昌弘氏

- 会 計 課

3会 事 業 委 員 長 打 合 会

於大阪府建築士会17日 正午- 2 時

出席者 6 名

議事 8 月以降の共催事業について打合せ

- 事 業 謀

- 編 集 謀

. 6.  

コZ

建築クラブ朝食会

8日 8 時- 9時半

出席者 80名

当日は関西国際空港ビルデイング株式会社社

長里井逮三良氏より関西新国際空港について

のお話を伺った。
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防 災 設 備 の 管 理 シ ス テ ム に つ い て

田 中 隆 夫

近 時 ， 東 京 を は じ め 各 都 市 に お い て ， い わ ゆ る 超 高 層 ビ ル あ る い は 大

型 ピ ル と 地 下 街の建 設 が き か ん に お こ な わ れ て い る 。 そ れ は 過 密 化 さ

れ た 都 市 の 再 開 発 と し て 地 上 空 間 ， 地 下 室 聞 の利 用 上， 建 築 物 は い よ

い よ 高 層 化， 深 層 化 せ ざ る を え な い か らである 。 大 阪 市 に お い て も 現

在 ， 高 層 化 に は O ビル u ビJ レをはじめ GL + 1 0 0 m を こ え る 建 築 物 が

工 事 中 で あ り ， 今 後 さ ら に 数 多 くの 超 高 層 ビ ル が 建 築 さ れ る こ と が 予

想 さ れ る 。 ま た ， 深 層 化 は さ き に 完 成 し た ミ ナ ミ 地 下 街 ， 阪 急三 番 街

の ほ か ， 大 阪 駅 前 の ダ イ ヤ モ ン ド 地 下 街 の 計 画 ， ア ベ ノ 再 開 発 に 伴 な

う同地下タウ ンの 計 画 が 相 次 い で い る 現 状 に あ る 。 超 高 層 ビ ル ， 地 下

街 に つ い て は ， と く に 関 係 方 面 か ら も 指 摘 さ れ る とお り ， 防 火， 消火，

避 難 ， 警 報 設 備 に つ い て は 有 事 に 際 し て . 多 数 の 人 命 の 安 全 を 優 先 し

て考慮、されるべきであ っ て， 現 状 に お い て ， な お ， い ろ い ろ の 問 題 と

そ の 解 決 が 残 き れ て い る 。 したがって関係法令( 建築基準法， 消 防 法 )

も 逐 年 ， 整 備 強 化 さ れ 行 政 機 関 は 積 極 的 な 指 導 を お こ な い ， 一 方 ， 設

計 ， 施 工の 関 係 者 に お い て も ， 防 災 計 画 に つ いてそ の英 知 を し ぼ り 万

然 を 期 し つ つ ある 。 し か し な が ら ， い か に 防 火 設 備， 消 防 用 設 備 が 十

分 に な さ れ て い て も . そ の 管 理 お よ び 同 シス テ ム が な さ れ て い な い こ

とは ， せ っ か く の そ れ ぞ れ の設 備 が 十 分 に 機 能 し な か っ た り ， あ る い

はそれが有機的に結ばれず，不慮、のトラブノレを生ずるおそれがある 。

したが っ て 管 理 に つ い て は総 合 的 ， 体 系 的 に お こ な う た め ， 中 央 管 理

コ ン トロ ー ル シ ス テ ム 化 が 必 要 で あ る 。 最 近 で は 超 高 層 ビ J レなど につ

い て ， 建 築 法 令 で こ の シ ス テ ム を 義 務 化 し た の で 笑 施 さ れ る 例 が 増 加

し た こ と は ま こ と に 結 構 な こ と と 思 っ ている 。 以 下， シ ス テ ム の 系 統

を 図 に ま と め 所 見 を 加 え ， こ れ の普 及 を 期 待 し た い。

回 防 災 セ ン タ ー

建 築 法 令 に お い て は ， 高 層 建 築 物( 高 き が31メート J レをこえる建築物 )

ま た は 庖 舗 の 床 面 積 の 合 計 が1，000平 方 メ ー ト ル を こ え る 地 下 街 に 設 け

ら れ る 機 械 換 気 設 備 ( 中 央 管 理 方 式 の 空 気 調 和 設 備) お よ び 排 煙 設 備

な ら び に 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー の 制 御 お よ び 作 動 状 態 の 監 視 の ほ か， 非

常 用 エ レ ベ ー タ ー の か ご の 呼 び戻し 装 置 の 作 動 と か ご 内 と の 電 話 連 絡

は 中 央 管 理 室 ( 当 該 建 築 物 内 に あ る 管 理 事 務 所. 守 衛 所 そ の 他 常 時 当

該 建 築 物 を 管 理 す る 者 が 勤 務 す る 場 所 で ， 避 難 階 ま た は そ の 直 上 ， も

し く は 直 下 階 に 設 け た も の ) で ， お こ な わ な け れ ば な ら な い と い う 規 定

が 設 け ら れ て い る 。 こ れ か ら み れ ば一 部 の 設 備 に つ い て の コ ン ト ロ ー

ル で あ る が， も と も と 建 築 物 内 に 設 け ら れ る 防 災 の た め の 諸 設 備 の 制

御 と 作 動 状 態 の民 視 が お こ な え る も の と し て 考 慮 さ れ た も の で あ る 。

し た が っ て 防 災 セ ンタ ー とは ， 防災のための諸設備のすべてについて，

コ ン ト ロ ー J レ が お こ な え る 場 所 を 意 味 し ， さ ら に ， そ の 機 能 と し て は

火 災 時 ， 管 理 関 係 者 が 身 の 危 険 を 感 ず る こ と な し 安 全 で 十 分 に そ の

職 貨 を 来 す こ と が で き ， ま た 消 防 隊 か こ の 室 を 中 心 と し て . 消 防 活 動

お よ び そ の 指 婦 が お こ な え る も の で ， こ れ ら の 要 件 を 満 た す た め ， そ

の 位 置 ， 構 造， 規 模 に つ い て 考 慮 き れ な け れ ば な ら な い。 防 火 戸 の 作

動 状 態 ， 非 常 口 の 開 放 制 御 ， そ の 他 テ レ ビ カ メ ラ ， そ の 他 の 通 信 機 器

を利用して，建築設備の管制1. 防 火 管 理 ， 避 難 誘 導 な ど の 機 能 を 有 し，

建 築 物 内 の す べ て の 動 き が ， こ こ に お い て 監 視 さ れ， 建 築 物 内 の 呉 協

を す み や か に 党 知 し て ， 全 域 に 適 切 な 指 令 を 発 す る こ と が で き る 防 災

セ ン タ ー は ， ま さ に 建 築 物 の 頭 脳 で あ っ て ， 現 代 の よ う な 情 報 化 社 会

には当然のものともいえる。

固 防 災 対 策 の 基 本 構 想 と 中 央 管 理

防 災 対 策 の 基 本 理 念 は な ん と い っ て も ， 火 災 に よ る 被 害 の 軽 減 を は か

ることと ， 人 命の安 全 保 護 に あ る 。 し た がっ て ， こ れ ら の 目 的 を 達 す

る た め に は ， 適 応 し た 諸 設 備 の 完 備 と ， こ れ を う ま く 機 能 さ せ る こ と

にあり ， また ， そ れ ぞ れ の 設 備 の 作 動 状 態 の 監 視 と 制 御 を 集 中 的 に 管

理 す る 必 要 が あ る 。 超高層，大規模ピノレにおける防災管理システムを

系 統 的 に 別 図 の よ う に 例 示 し て み た 。

( たな か たかお 大阪市消防局防災設備課)
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株売量 エレベヲー /  

費三型L

Ｇ辞縄 ｾｊＡ 尉忠佑 ｽ
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- 主 な 対 象 物 件

コンビュータ一室・ 電気機器室・

発 電 機 室 ・ 電 源 室 ・変圧器室・

通 信 機 器 室 ・ 書 庫 ・ 駐 車 場 ・

自 動 車 修 理 工 場 ・ 危 険 物 倉 庫 ・

オ イ ル セ ラ 一 ・ ボ イ ラ 一 室 ・

油 ポ ン プ 室 ・ エ ン ジ ン 試 験 室 ・

実験室・集塵室・美術品収蔵庫・

. ハロゲン化物消火設備

-: ，ｾ，＠ ｾｉ｝＠ ｾ＠ ｾｦｦｩ 圃

わずか 5 %の濃度で消火

窒息の危険性がない

- 炭 酸 ガ ス 消 火 設 備

最大の実績

最高の品質

- 粉 末 消 火 設 備

強力な消火効果

定評のある定圧作動機構

ヰ7記まてe こ'i fi求 く だ さ い。

カタログを差し上げます。

ii'j 火"l fJll i l!i lJiolll 官Z

[ ， @ 高 圧 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

本 社 〒 664 伊 丹 市 伊 丹 字 雲 正 の 下237番 地

東 京 支 社 〒 151 東京都渋谷区本町 3 丁目 53番 7 号

名古屋事務所 〒 466 名古屋市昭和区八事本町 100- 32( 八事ピル )

まま 伊 丹 ( 0727) 82- 8561 (代 )

倉 東 京 ( 03) 377 - 1376 

まま 名古屋 ( 052)832- 4801 (代)



総合防災システムaEt1目白日問
( 特 許 申 請 中 ) B C J  ( 防 災 ) - 33評 定装 置

機 能 ブ ロ ッ ク 図

制 御 回 路 部 1坤世 1 O O V  5 0/ 6 0 - D Cじ- 2 4 V I  

!ハ| ブ 一

一 一 一- 1 I  I  I  r 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」

入 力 信 号 I  I  I 一 一 一 一 一 _ j I  出 力 負 荷

火 報 受 信 機

ラ ン プ

煙 感 知 器

警 報 接 点

確 認 応 答 書 官

そ の 他

常用、 非 常 用 力セ ッ トテ ー プ

後 援 量 誘 導 装 置 )

パ ル プ

制 御 部 の 規 格

- 命令処. f ' 1l 1I . ' f I/¥J 4 μs ec / st ep - 入，'H1J モジ ュ ーノレ数 以 少 2 モジューノレより 1 モジュー J レづっm設 で き 最 大32 モジュー J レまで可能

特 長

操作盤の制御部に集積回路 ( IC ) を利用して無接点化方式を導入し、その小型化軽量、配線工事の簡素化電源線 2 木、

信号線 2 - 4 本て， 1，024回路の制御ができる。信号、移信によるプ ログラム化し防火戸、シャッターの閉鎖、非常

口、およ び排煙 口、開放はもちろん、 空調、エレ ベー ターなど の制御、産業機械にも役立つ、従来の継電器制御方式

では困難であった複難な制御機能を発揮でき、また負荷を直接接続できるため、故障要因が大巾に減少され、大規模

な対象物にこの方式が最適てす。

ST- 7C M，M式 ス リ ー 口 ツ ク シ ス テ ム

電 源

S T . 7 C 内 部 結 綿 図

{直 通E防方式〉

停電時に 予備電源など、一切必要な〈作動する防火戸シャ

ッタ ーの閉鎖および非常口排煙口の開放ができます。

ロック内に、シリ コン素子 ・コ ンデンサー内蔵にて、仕上

りも、コンバク卜てす。小規模な対象物に御手I j 用下さい。
点判事盟

l  凡 倒

I  c  電渇略コ ンデンサー

I  0  ダイ: ; : I t - t ' - " ( 半埠宣 日 開 〉

P.sl 

:  R  抵 抗

斗1 M s  -Mツテ{ 甑

明 は ず レ 用 及U司、E動 費示

一一一ー一ーJ ランプ用}

一一一一一一ーーーーー一一一一一一一一J P .S : - ; 1 ッシュブルソレノイド

作動冊目ランプ トーーーー

株 式 会 社 手口 商

A

会

干550 大阪市西区江戸堀北通 2 - 8

電 話 大阪 06(443)2456- 0  



z民E 事ヨー

排煙設備制御装置• 防火戸

感 知器 が 火 災 を 感 知 す る と信号が受

信 機 に 送 ら れ る。 それ によ って 、 受

火災報知設備運動制御システム図

信 機 か ら の 信 号 が制御 盤 に送 られ②

の 開放 ( 解錠 ) 装 置 が 作 動 し ③ の オ

ートヒン ジによ って各 ドアは一斉に

自動 閉鎖( 開放) します。 非 常 錠 作動

の 時 は 警 報 ブ ザ ー が鳴 動 し解錠され

た こ と を 知 ら せ ま す。

以 下 ド ア ご との言光明 を し ま す。

非 常 ロ ドア続煙ロ

付 。
F皆別需IJ 御 標 準 仕 様

制御方式
属 ⑧

発生階及び直上階制御

御指定によ η 苛

自己

一斉制御( 手動起動押釦 1:1:' 1ケ

号 ⑥
にな η ます ) 御指定により可

接 続 短 感 知 器

21量( PI D- 2 日)

H 量( PI D- 3 C)  

端末機器の筏続数

i 回線に付 J 、イ ロ y ク15ケ

レリーズその他は 5 ケ

D C- 24Vベル又はずザー外付

用端子島町 。外部機器連動用

Aそ (f) 他 の 無 電 圧 a 接点 ( DC- 24V)

( D C- 24V 、 I A ) 端子を各国

線とも l 組づっ有している 。

棟 準 回 線 数 日3 . 05.  08.  10 .  15 .  20 

様

型

構

名 | R C A- A W口口型

( 口 口内は回線数を示す)

造 |壁 掛 露 出 型

|1 . 6mm厚 磨 鋼 板 製

色 ＱＷＮ［ｾ ＿ ， ｾ ｻ ｌＱ＠
メラ ミ ン 焼付 塗装 仕 上

f土制 御 盤

L

L

G

」

ο

一

l

L

G

」

o

一

一

圃

L

O

L

o

扇

し

L

C

」

ο

一

に

L

。L

G

「

|

|

装

電 源 電 圧 IA C - I∞v 5 0/ 6 0 Hz  

塗

回 路 電 圧 I OC - 2 4V

O C - 2 4V  

予 備 電 源 1<密 閉 型 鉛 蓄 電池 内 蔵)

様

定 格 電 圧 D C- 24V  

定 格 電 流 O. 43A 

通 電 定 格 瞬間( 自 己遮断型)

接 続 端 子 数 2 線 ( 閉鎖確認をと る場合 4 線)

15旬 以上

f呆磁 24V 電圧印加時
1  k9 以下

取 付 B O X  

JI S 大 型四角コ ンクリート

ボ ックス 119 X I19 X 75

イ士

。

。

(3  
ホ・司Z 亀

ハイロック

本 体 は 扉 裏 壁 埋 込 式 で す 。 ( 火 報

の 埋込 型発 信 機 の 取 付 と同機 にな

町ました ) 取 付 が 簡単 で す 。( サ ッ

シ へ の 加 工 を 必 要 と しませ ん ) 消

費 電流 が 極 的 て 小 さ い で す 。

この ハ イ ロ ッ ク は 通 常 マ グ ネ y ト

に よ り 防 火 戸 を 吸滞 し て い ま す が 、

電 気 信 号 を あ た え る と 、 マ グ ネ y

ト の 励 磁 が ゼ ロ と な り ド ア は オ ー

トヒンジ 、 ス プ リ ン グ ヒ ン ジ 等 の

復 元 力 に よ 円 自 動 閉鎖 します 。

- 火災報知設備

・消火装置

・電子機器 C AT V ' MA T V共聴倣備
;t....司F害警翠

06 ( 532)  5231(11: ) - 8  大 阪 市西 区 立 先堀 上 i血 1 - 25  大 阪 支 社

03( 444 ) 4111 (チ<11: )

70 

東 京 都 品 川 区 上大 崎 2 - 10- 43キ土本



，ー冨の防火戸・排煙設備制御システム

く順次作動方式〉を採用。

オリジナルです。

。

¥

¥一

J

/

防 火 戸 が し ま る シャ ッターがお η る 非 常 扉 の 錠 が あ く 排 煙 設 備 が 作 動 す る

辺順次作動方式を採用したため、経済的になりました o

U 防火戸・排煙口・非常口などの電気錠は従来より多く

接続できますo

U 維持管理が容易です。

ロシステムを完全自動化としました。

排 煙 設 備 操 作 函

防 災 設 備 の 総 合 メ ー カ ー

それッ、出火だ / 感知と同H寺に、| 坊火戸 ・

排煙設備等がオート マチックに作動します。

安全な避難路を確保し、人命被害を未然に

防 <. ための ，ー呈 独自のシステムです。

防災設備の総令メーカー ・，ー冨 では、建

物の規模・柿 j立に応じたシステムを用意して

おります。 気軽にお間令せください。

，ー量の防火戸制御システム例

オートヒンジ

能 美 防 災
操作菌

1〆
Ｏ ＿ｾＢＧｩＨＧ＠本 社 干 102 東 京 都 午 代 田 区 九 段 南4 -7- 3

宮 東 京 ( 03) 265- 0211 ( 大代表)



ヨモーコレ 防火・排煙設備制御システム

- 建設大臣認定 ・日本建築センター評定システム

( 建設省東住指発第 1765号) ( BCJ  - 4 6 - 防災 - 13)

(BCJ  - 4 6 - 防災 - 34)

- 豊富な機種

・容易な施工

・確実な動作

をテーマに開発された防火 ・

排煙設備制御システムが当社

の「スモー コ ン」です

詳 細 は 当 社 カ タ ロ グ をどうぞ

型旦←ー 燦感知器

匪亙三百③←一一→ ? ? 報ブザー

ゴド'm- 錠

L ー〉

¥ '" 

L 一一込

¥ "" 

日 恵 機 材 株 式 曾 成

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 6  9  ( 汐見ビル)

手動操作ポソクス

厘巴←ー 煙 感 知 総

東 京 03( 502) 3921

名古屋052( 961) 3933

福 岡 092( 75) 6504

。

排煙錠

排煙口

';IL磁 レ リ ー ズ

札 幌011( 231 )2987 

仙 台0222( 27) 9643

広 島0822( 62) 0753



煙の動く速さは人間より速い! ?

煙 は 恐 し い …

たとえば、火災が発生した場合、

煙 の 動 〈 速 さ は 、 水 平 方 向 で 毎 秒

。3 叩 - O.8 m 、垂直方向で毎秒2 机 ~

そ の 対 策 は ・ ・ ・

だ か ら 、 万一 の| 療における最近の

関 心事 は 、 そ の 煙 か ら い か に 安 全

をまもるかということ 一一- i中電気

4  1 n と い わ れ 、 そ れ は 人 聞 が 避 難 の 排 煙 防 災 シ ス テ ム は 、 す で に そ

で き る 速 さ そ は る か に 上 回 る も の のための豊かな技術と性能を完備。

で す 。 最 近 の 火災 を例 に t るまで 現在または今後の、すぐれた防煙 ・

も な く 、 煙 の 恐 し き に つ い て は 皆 排 煙 対 策 へ 、 各 方 面 の ご 期 待 にお

様 も す で に ご 存 じ の は ず。 応 え し て ま い り ま す 。

- 個別方式制御盤 . 一斉方式制御悠

排 煙 防 災 シ ス テ ム

- 個 別方式、一斉方式、階別方式の 3 シ

ステム があ ります 。

・沖電気独自の光電式煙感知器が画期的

な性能を発鐸します 。

・防火ドア制御盤に大電流のいらない電

磁 ロータリスイ ッチを使用しています 。

・防火ドア錠 ・排煙ダンパ錠などの簡素

化に小形ラッチングソレノイドを採用 。

既製のサ ッシにも取付けが可能です 。

豊かな情報化社会をひらく

ーＭーｬｉＧｪ￭回直里 ｾｌｾｾＢ

匡正主ヨ

硬 か 沖 電 気 工 業 株 式 会 社

Ｎ Ｏ［ｾ・ Ｑ 告せ ｉｬ Ｍ 一一

金融.4:1塩 琉d ・1脅 級 建 世 ザ ービス各営業 I1

TEL(03)  ' 52 - ' 511( 代 )

沖ピル目偏販売{除 )T E  L  (03) ' 52・4181( 代)

' ' ' I l お近〈の王庖冨茶所出蝿所 aτ

73 



技術の目立

持ち時間3. 6分

早期発見には… … 異常発生には ・ 停電時には・・・・・-

・自 動火災感知器 ・煙感知器

・漏電引はずし装置

- 防災監視制御盤 ・非常用放送装置 ・ポータブル発電機〈サンパワー〉

・自 動 起 動 盤

火災の鉱大防止には・..

・スプリンクラ設備

. C C T V装置

・非常用直流電源装置くエマー パワー〉

・防災周非常電源箱

- 誘導 灯 ・非常用エ レベータ

火災の早期発見カミら

避難・誘導まで・…-

システぷで安全を守ります

防災設備のシステムづくり、各種防災設備の設置を義務づけた

消防法および建築基準法の改正に対処するためにも、システム

化された防災設備の設置が急がれます。 目立ではシステム揃荷

を結集 して、出火の感知か ら消火、避難誘導まで、すみやかに

対処できる防災システムを整えております。防災設備のことな

ら、ぜひ目立にご相談 ください。あなたの防災プランに、最適

なシステムを提供いたします。

- お 問 い 合 わ せ は 日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所

干541 大阪市東区北浜4-6( 日生目立ビル) 電話 ω6) 203- 5781大代



排煙・消火・照明設備などの

予備電源に

豊富に機種を揃えています

・停電後 10秒 以 内 に 送 電

・調速性能、効率、耐久性に定評ある

クボタディーゼル搭載

・ 潤 滑 油 圧 力 低 下 、 冷 却 水 温 度 上 昇 、

過 速 度 な ど の 保 護 設 備 完 備

・始動は完ぺき、確実です

・ブラシレス方式採用 。保 守 点 検 は 不 要

運転制御ブロックダイヤク、ラム

が起きてからでは

遅すぎます. ノ

※ (注 1 ) = 排煙口聞の信号で自動始動させる場合 停電の条件を含める したがって排煙機専用以外は常用停電信号だけでよい

(注 2) = 常用停電と同時に機関を始動させて( 停電確認時限をとらない) 電源切換時に停電条件を含める

... ，ｾＮｾヨ苦 ［ＴｲＭ 世 ＱＱ 予備電濡聾置

久保田鉄工( 株) ディーゼル営業部 ゆたη取 人間環境つくリ

本 社 ・大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2 丁 目 電631 - 1121 o!l!> 556 

東 京 支 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 室 町 3 の 3 電279- 2111 o!l!> 103 

九 州 支 唐 ・ 福 岡 市 中 央 区 天 神 1丁目 10番 17号 電 78- 5181 ⑮ 810 

北 海道支底・札幌市中央区北三条西3 T 目1番地44 電23ト 8271 愚 060

名 古 屋 支 庖 ・ 名 古 屋 市 中 村 区 米 屋 町 2 番 地 6 7 電563- 1511 愚 450

仙 台 支 庖 ・ 仙 台 市 本 町 2 丁 目 1 5 番 1 1 号 電 25- 8151 ⑮ 980

広 島 営 業 所 ・ 広 島 市 基 町 5 番 4 4 号 電 21- 0901 串 730

高 松 営 業 所 ・ 高 松 市 亀 井 町 2 番 地 1 電 33- 5311 ⑮ 760

ｾ保田鍛工デ ィ ー ゼ ル 工 場 . ｾ界市石津北町 Ｖ 4 番 地 電 41- 1121 串 590
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副 担タトJf翌て???ろ

この音、この信頼性

人命を守る強力な声〈ビクター防災 P Aシステム〉

万ー の出火や災害発生のとき、かけがえのな

い人命を守り、損害を最小 lことどめるのは、

避難誘導の力強い 〈声〉の指令。 消防法で義務

づけられたこの防災放送装置には、伝統と信

頼のビクター製品をお備え 下 さい 。 どのよう

な規模の建物にも設備できるよう、メガホ ン

から大型ラ ック まで各種の出力のものがあり

ます。 くわしくは全固めビクター特機営業所

または 音響機器事業部におたずね下きい。

写真左より

卓上型 P T Sシリーズ

ミニラック型PAR- l 002 E U 

ラック型 P A R- 2000シリーズ

非常用メガホン P T M- 200 



総合防災システム

安全な空間を創る

人命安全を宣言するシステムとは
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防 火 扉

- 火 拠 受f冨慢 ＱＱ 京 日ｾｾ Ｚ 11 . ---1¥ _  

防 火 シ ャ ッ タ ー

封ド t豆 窓、

P  C  
。

排煙 ・空調ダンパー

方支 送 言受: イ庸

ｙｍ ＺＱＭＱＭ Ｗ ＺＺｊ日ｾＡＱ
“ いつ， どこから出火しても， どこにい る， どんな人でも ， 特 別 の 知 識， 努

力 を 要 し な い で ， 即 ， 随 時 に ， 安 全 な 避 難 経 路 を ， 安 全 に 経 て ， 安 全 な 避

難 階 に 通 り 抜 け ， 到達させる。"

安全設計は， ビ ル 火 災 よ り 人 命 を 守 り ， 省 力 化 に も 貢 献 す る 中 央 管 理 方 式 で ， 建 築

防 火 の必 要 条 件 と 言 わ れ て い ま す 。

火 災 報 知 装置 が 働 い て ， そ の 信 号 が 操 作 盤 に 入 る と ， 直 ち に 操 作 回 路 は 安全 設 計 通

りに作動しま す。

① 非 常 口 の 防 犯 錠 を 解 き
O P N  

② 防 火 戸 の 係 止 を 解 き
ADH- P S， A D仲 間

③ 防 火 シ ャ ッ タ ー を 降 下 し
A S S  

④ 排 煙 窓 を 聞 き 一 一 - - - - - - - - - - - - - - - - - - AS R- B 

⑤ 非 常 口 活 性 誘 導 灯 は 音 と 光 の 二 重 フ リ ッ カ ー に よ り 誘 導 す る 。一一一 PI CO

⑥ 排 煙 口 は 聞 か れ 空 調 タρ ンパ ー は 閉 め ら れ る 。 A S R - W，H OS  

⑦ 放 送 設 備 が 作 動 し ま す 。

火 災 の感知が遅れたときは， リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル が 自 在 に 出 来 ま す。も ち 論 停 電

時 は 予 備電 源 が 自 動 的 に き ぱ き 又 3 種 の 煙 感 知 器 と の 連 動 も 可 能 で す。

⑤昭和興産株式会社

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 6 - 13 - 18 T E L  03 -585 -2621 干 107

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 本 町 1 - 50 T E L  06- 443 -9101 干550

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村 区 堀 内 町4の 1(毎 日 会館 ) TEL052 -581- 7518 干450

出 張 所 札 幌 ・ 金 沢 ・福 井 ・ 北 九 州



煙 検 出 器 連 動 に よ る

東 洋 シ ャ ツ

防 災 機 構

一一 ＡｾｋＮｪ シー
火 災 発 生 → 煙 感 知 → 自 動 作 動 → 防 煙 排 煙 → 避 難 ・消 火

延 焼 防 止

- 防 火 シ ャ ッ タ ー ・ 排 煙 口

圃 非 常 ド ア ー ・ 防 煙 垂 れ 壁

〔 詳 細 お 問 合 わ せ ・資 料 ご 請 求 は 下 記 へ ご 一 報 原 頁 し 、 ま す 〕

タ ー 株 式 会 社 52 qt ;沼市2計三3;):ソJぷ三22L;ι
. .  - - - . - ( 日生谷町ピノレ )

防災・防犯システムの端末には信頼性の確立した自動電気錠をお選び下さい。

せ旦フ

フリーロ ック ED型

￥9. 300(  DC 24V' 0. 3A)  

毛主主主=主主ヲ

鎖錠キイ ￥250 

モノロック ( 両シリンダー)

- 資料ご請求 は下記の N. K  i系へ

特 長

* 密 封 機 梢 を 採 用 、 防 滴 防 塵 型 で あ る た め 、常 時 使 用 し な

い防火 j元、排煙口 j弄でも 作 動 は 確実 。

* 電源は. 極めて小容量でよい( D  C  24 V  0  .  3  A  )。

* ドアースイッチ内蔵のため 、 防 火砕 の j手作動が硲認でき、

ま た は 排 煙 口 の 場 合 強制 排気 フ ァ ン と の 適確 なタイミン

グ連動 が行える ( P M D型) 。

* 日 銀 を 始 め 各 都 市 銀 行 の 電 子 計 算 セ ン タ ー 預 金 元 l阪室 、

二 形 交 換 室 の 入 室 管 理 に も 使 用 さ れ 、 信 頼 性 は 高 い 。

非 常 用 進 入 口 錠・ー・・・ フ リ ー ロ ッ ク P 型、 E D型

防 火 扉 自 動 閉 鎖 錠 ...... フリーロック P M D型 、P M型

排 煙 口 扉 自 動 開 放 錠....ー フ リ ー ロ ッ ク P M D型 、 P M型

非 常 出 口 自 動 開 錠ー・ー・ フリーロ ッ クE D型

防 煙 量 れ 壁 錠.. . .ー フ リ ー ロ ッ ク P M D型 、P M型

せE! フ日本電子工業株式会社

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 8 - 4 0  

T  E  L  06- 731 ー 1331 ( 代表)
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. 消火器・消火栓・ポンプ・ホース・泡ヘット・スプリンクラー・その他

名 称 営 業 種 目 所 在 地 電 話

"ト ーハツ" 本 社 営 業 所 0726- 22- 2551 ( 代)

木 内 ポ ン プ 株 式 会 社

動力消防ポンプ設備 567 茨木市永代町 4- 105

消 火 器 ・避難器具 大 阪 営 業 所
06- 351- 7418( 代)

その他消防機器全般 534 大阪市都島区片町 2 丁目 2 - 5 8

ハロ ン1301消火設備 本 社 664 伊丹市伊丹雲正の下237 0727- 82- 8561 (代〕

高 圧 五 斯 工 業 株 式 会 社

炭酸ガス消火設備 東 京 支 社 151 東京都渋谷区本町 3 - 5 3一 7 03- 377- 1376( 代)

|  粉末消化設備その他 名古屋事務所 466 名古屋市昭和区八事本町100- 32 052- 832- 4801( 代)

自動火災報知設備 ( 八事ピJ レ)

屋内外消火栓 ・泡設備

営業所 535 大阪市旭区大宮 4 丁目 22- 23

06- 951- 1238( 代)

中 央 商 工 株 式 会 社

1  自火報 ・非常警報設備
06- 951- 4336( 代)

避雷針 ・避難放送設備

消防ポンプ各設備施工

工 場 535 大阪市旭区大宮 4 丁目2 1 - 8 06- 951- 4009 

ホース ・消火栓

帝 商 株 式 会 社 大 阪 支 庖 |  避難器具 ・消火器 I  550 大阪市西区江戸堀 5 丁目 99 I  06- 448- 0991  

その他防災器具一式

クレモナ避難梯子

l  避難ロ ープ

ト ー ヨ ー 消 火 器 工 業 ( 株 ) I  eステップダン)
I  136 東京都江東区東砂 2 ー 1 - 1 3 I  03- 646- 7227( 代〉

消火器 ・防災標識

各種消火器 ・スプリン

クラー消火設備 ・粉末

消火設備 ・炭酸ガス消

本 社 104 東京都中央区銀座 4 - 6 - 3 α E ピJ レ) 03- 562- 0211 

火設備 ・空気泡消火設

日 本 ド ラ イ ケ ミ カ ル
備 ・マノレシフォ ーム消 支 庖 530 大阪市北区堂島北町 9 ( 大日本土木ピJ レ) 06- 344- 8101 

株 式 会 社

火設備 ・7]<噴霧消火設 営業所 730 広島市国泰寺町 2 - 2 - 8 0822- 45- 0668 

備 ・自動火災報知設備

712 倉敷市遠島174 0864- 44- 3603 

各種消防機器 ・各種消

火薬剤 ・設計 ・製造 ・

施工 ・保守

各種消防ポンプ自動車

本 社 544 大阪市生野区腹見町 2 - 3 3 06- 751-1351( 代)

( 梯子率 ・スノーケ J レ車 ・

営業所 101  東京都千代田区外神田 2 - 3 - 1 1 03- 253- 5321( 代〉

化学車他)

森 田 ポ ン プ 株 式 会 社

l  各種消火器( 泡消火器
980 仙台市本町 1 ー15ー 2 0222- 22- 7631  

A B C粉末消火器 ・B 460 名古屋市中区栄 5 - 1 - 3 5 052- 261- 5421( 代)

C 粉末消火器他)

812 福岡市上呉服町 1 ー 5 092- 29- 0119:  

各種トラッククレーン

( 8 t ・10 t ・16 t  )  

930 富山市千歳町 2 - 10- 3 0764- 32- 2606 

79 



. 防火戸・シャッター・錠・避難器具・その他

名 称、 営 業 種 目 所 在 地 電 話

緩降機「スロ ーダン」

株式会社 赤 尾

避難器具 ・消火器 ・ホ
541  大阪市東区安土町 2 ー 12 ( トヤマビル) 06- 262- 1551(代)

ース ・消火栓 ・自動火
支 庖 東 京 ・福岡 ・名古屋 ・札 幌

災報知設備 ・その他

セフティ v s 救助袋

石 川 商 工 株 式 会 社

( 垂直降下式)
本 社 104 東京都中央区湊 l 一 7 - 7 03- 551- 9596( 代)

セフティ 救助袋

工場 104 東京都中央区新川 2 - 2 9 - 1  

( 斜降式)

03- 551- 5787 

上回消防建設株式会社

避難器具

534 大阪市都島区片町 2 丁目 7 - 2 8 06- 352- 0811 ( 代)

排煙設備

日 ・米特許

本 社 541 大阪市東区南本町 2 - 3 5 ( ほていピル) 06- 261- 1795( 代〉

一一
久 株式会社 営業所 650 神戸市生田区繊維問屋街36 078- 341- 2285 

一
スイ コー避難袋

810 福岡市舞鶴 3 - 8 ( 中央ビソレ) 092- 75- 6689 

Y Mオー トアンロック 本 社 東 京 都 港 区 赤 坂6 - 1 3 - 18 03- 585- 2621(大代〉

昭 和 興 産 株 式 会 社

システム ・防災機器 ・ 大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭 本 町1- 5 0 ( 第二富士ピル) 06- 443- 9101 ( 代)

化学品 ・非鉄金属 ・建 名古屋営業所名古屋市中村区堀内町 4 一 1 ( 毎日会館〉 052- 561- 2251(代)

材 ・各種機械 出 張 所 金 沢 ・福井 ・札 幌 ・厚木

甲 ・乙種防火シヤッタ

本 社 大 阪 市 東 区 両 替 町1ー 12 ( 日生谷町ビル) 06- 943-6571 ( 代)

東 洋 シ ャ ッ タ ー
一 ・其{ 也各種シャツタ

支 底 東 京 ・名古屋 ・大阪 ・京都

株式会社
一・ 銅製雨戸( レイン

営 業 所 盛 岡 ・郡山 ・水戸 ・土浦 ・横 浜 ・浜松 ・岡崎 ・津

ド) 防災・避難システム

富山 ・大津 ・舞鶴 ・茨木 ・堺 ・尼崎・神戸 ・広島

福岡 ・小 倉 ・外全国主要都市

防災システム端末錠

日本電子工業株式会社

フリ ーロック P M型

544 大阪市生野区勝山通8 - 40 06- 731- 1331( 代)

フリ ーロック P MD 型

フリーロック E D型

救助袋緩降機 ・避難器
本 社 510 四日市市西浦 2 丁目 l ー l 0592- 52- 6111  ( 代〉

合 資 会 社 矢 野 商 会

具火災報知設備 ・消火

営業所 511 桑名市常盤町415 0594- 22- 3006 

器各種消火装置 ・ホー

ス・ポンプ・消火栓器具
514 津市西丸ノ内25- 36 0592- 26- 0776 

- 非常警報設備・放送設備・自動火災報知器・排煙設備・その他

株式会社

非常ベ J レ・サイレン ・

非常扉関錠装置 ・非常
本 社 577 東大阪市下小阪157 06- 788- 0031 ( 代〉

岡 田 信 号 機 製 作 所
電源 ・誘導灯 ・表示灯

営業所 733 広島市住吉町 l の13 0822- 43- 6830 

非常用押釦

自動火災報知設備 ・非

本
社 105 東京( 新都虎港の区門芝ビ琴〉レ平) 町10番地

03- 501-3111(代)

沖 電 気 工 業 株 式 会 社

常放送設備 ・排煙防災

沖総販売代設理備屈販 108 東京( 安都田港倉区庫海ビ岸ノレ3) の 2 の12
03- 452- 4181( 代〉

システム ・非常笹報設 ビJ レ 売制

備

関 西 支 庖 541 大阪市東区今橋 5 丁目 23の 1 06- 203- 3071 ( 代〉

集中監視装置( 盗難 ・

火災 ・エレベーター故

キ ン グ 通 信 工 業

障 ・満減水等 ・識別可

本 社 150 東京都渋谷区円山町28- 3 ( 告橋ピル〉 03- 463- 4358( 代)

能) 電々専用回線使用

株式会社
ビソレ用盗難瞥報援置 ・

大阪事務所 550 大阪市西区土佐堀通5- 48- 53( 池半ビル) 06- 448- 7032 

工場用盗難省報装置 ・

金庫盗難瞥報譲置各種

ベンダー用住宅用各種
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名 称 営 業 種 目 所 在 地
電 話

各種自動火災感知装置
本

社 100 東京都千代田区丸ノ内 3 丁目 4 - 2
03- 212- 0451  

株 式 会 社 京 = 製 作 所

各種自動火災醤報装置 ( 日石ビル)

各種自動火災消火装置

非常電源、装置

大阪支底 531 大阪市大淀区大淀町南 1丁目 6
06- 458- 5781 

非常警報設備 ・自火報 本 社 221 横浜市西区平沼 l ー2 - 2 3
045- 322- 0601(代)

シンデン防災株式会社

用非常電源 ・防犯警報

営業所 211 Jl I 崎市中原区上小田中1267
044- 77- 5379  

器 ・非常照明灯 ・非常

照明用電源装置

980 仙台市一番町 1- 5 - 2 5
0222- 66- 2352 

自動火災報知器

日 和 工 業 株 式 会 社

〔半導体熱電気式)

661 尼崎市水堂松本129番地
06- 427- 7370( 代)

排煙設備

各種消火設備

排煙 ・防煙ダンパー ・

本 社 537 大阪市東成区玉津 3 丁目 5 - 2
06- 976- 2287( 代)

排煙設備 ・防火戸自動

日本ドアコン株式会社
閉鎖装置 ・自動火災報 工 場 537 大阪市東成区玉津 3 丁 目13- 12

06- 976- 8621( 代)

知設備

L D形漏電火災警報器
本 社 104 東京都中央区銀座 7 - 4 - 14 ( 光ビノレ)

03- 573- 1351(大代)

各種地絡継電装置 ・非

常電源、装置 ・自動火災 営業所 530 大阪市北区梅ケ校町72 (電子会館)
06- 364- 3465( 代)

光 商 工 株 式 会 社
報知器〈熱式 ・燈式)

警報装置 ・非常ベ J レ・
460  名古屋市中区栄 4 - 3 - 26 ( 昭和 ピル)

052- 241-9421(代)

自動式サイレン ・その

他報知器一般

812 福岡市室住62ー206
092- 84- 7968 

排煙設備

富 士 防 災 株 式 会 社

防火扉自動閉鎖装置

本 社 537 大阪市東成区玉津 3 丁 目5 一 2

06-976-9051(代表〉

自動火災報知設備 工 場 537 大阪市東成区玉津 3 丁目 13- 12

各種消火設備

自動火災報知設備

社 141  東京都品川区上大崎 2 - 10- 4 3  
03- 444- 4111 ( 大代)

ホ ー チ キ 株 式 会 社

消火装置設備
本

テレビ共聴、設備
大阪支社 550 大阪市西区立売堀上通 1- 2 5

06- 532- 5251(代)

非常用放送設備

. 誘導灯・発電機 ・その他

久 保 田 鉄 工 株 式 会 社
556 大阪市浪速区船出町 2 - 2 2

06- 631- 1121 

本 社 730 広島市大州 3 丁目 1- 4 2 0822-82- 1341  

電流動作型漏包遮断の
支 庖 171 東京都豊島区西池袋 2 - 3 9 - 1

03- 988- 4851  

パイオ ニア

530 大阪市北区旅徳町11

安全ブレーカ ・サーキ

06- 363- 4071 

テ ン パ ー ル 工 業 ットブレ ーカ ・モータ
730 広島市大州 3 丁目 1 - 42

0822- 82- - 341  

株式会社

ーブレ ーカ ・漏電遮断 営業所 760 高松市本町 6 - 2 2 - 12 ( 谷沢ビ〉レ) 0878-21- 5575 

器 ・漏電火災軍基報器 ・
812 福岡市博多区博多駅東 2 - 8 ー27( 比恵ピル) 092- 4] - 4420  

万能保護プレーカ ・高

圧地絡保護装置

出張所 467 名古屋市千種区富ケ岡165
052- 771- 1485 

駐在所 060 札幌市南 2 条西 1丁 目 1 ( 美和電気工業限内) 011- 261- 2401 

三 菱 重 工 業 株 式 会 社
530 大阪市北区梅田 2 (第一生命ピノレ)

06- 346- 1231 
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名 称

湯 浅 電 池 株 式 会 社

. 総合防災設備

浅 野 防 災 工 業 ( 株)

近 畿 防 災 株 式 会 社

三 洋 電 機 株 式 会 社

設 備 シ ス テ ム 営 業 部

昭和防災電設株式会社

株式会社

総合防災コンサルタント

株 式 会 社 初 田 製 作 所

82 

営 業 種 目

非 常 照 明 用

|  全自動 ・直流予備

電源、装置

自動式火災報知機 ・熱

電気式分布 型 ・電子ス

|  ポット ・笹報装置 ・予

備電源 ・消火設備 ・排

煙設備

自 動 火 災 報 知 設 備

スプリンクラ ー設備

泡( ガス) 消 火 装 置

消 火 栓 工 事

| 避 難 器 具 と 消 火 器

非 常 放 送 設 備

電 気 工 事 全 般

誹 煙 設 備

誘導灯

非常用照明器具

誘導灯

非常用照明器具内蔵用

非常電源、装置

非常ベル

非常警報設備用非常電

源箱

非常用放送設備

非常開閉用連動器

空調設備

その他家庭用電気器具

自動火災報知機 ・漏霞

火災瞥報機 ・消火器 ・

非常箸報装置 ・総合防

災設備設計施工

自動火災報知設備 ・自

動防犯沓報設備 ・非常

照明誘導灯設備 ・排煙

防火扉自動関関設備

各種消火設備設計 ・施

工

建設大臣登録

( ョ) 第4875号

所 在 地 電 話

本 社 569 高槻市城西町 6 - 6 0726- 75- 5501 ( 代〉

第一事業部 569 高槻市古曽部町 2 - 3 - 21  0726- 85- 5501 ( 代)

東 京 支 庖 104 東京都中央区銀座 8 - 12一 7 03- 543- 2111 ( 代〉

大 阪 支 活 542 大阪市南区末吉橋通 2 - 1 7 06- 262- 2231( 代)

名古屋支活 460 名古屋市中区丸ノ内 1- 16- 15 052- 211- 3961 - 6  

福 岡 支 庖 812 福岡市博多区博多駅南 1 - 2 - 1 5  092- 41- 0235 ( 代)

札 幌 支 底 060 札幌市中央区南 1 条西 9 - 6 01l - 241- 9165( 代)

広 島 支 庖 730 広 島市基町12- 5 0822- 28- 4613( 代〉

仙 台 支 庖 980 仙台市大町 1- 1ー30 0222- 25- 8757( 代)

新潟営業所 950 新潟市東大通 1- 4 一 2 0252- 46- 0136- 7  

高松営業所 760 高松市鍛治屋町 6 - 1 1 0878- 51- 6464 

本 社 181 東京都三鷹市井口68 0422- 31- 2171( 代)

営業所 160 東京都新宿区戸塚町 2 丁目 112 03- 209- 7246 

541 大阪市東区本町 3 の 3 ( 丸紅株内) 06- 271- 2231 (内3448)

出 張 所 静 岡 ・福岡 ・広島 ・名古屋 ・仙台

本 社 534 大阪市都島区内代町 3 丁目 8 番 6 号 06- 951- 3835( 代- 7)

名古屋営業所 454 名古屋市中川区柳島町 6 丁目 28番地 052- 353- 3555 

353- 6923 

本 社 570 守口市大日東町100 I  06- 901- 1111 

営業所 110 東京都台東区上野 5 - 2 - 2 ( 上野ピル内) I  03- 833- 9531 

980 仙台市五橋 1 - 5 - 1 0

450 名古屋市中村区蘇鉄町 8 - 2

730 広島市大手町 3 - 8 ー 7

812 福岡市博多区祇園町 4 ー l

660 尼崎市東難波町 3 丁 目19番26号

本 社 533 大阪市東淀川区豊里町720

松山庖 790 愛媛県松山市 l 番町 l 一 7 - 6 ( 木村ピル〉

営 ・出張所 573 大阪府枚方市招提田近 3 丁 目 5 番地

東京 ・大阪 ・福岡 ・北九州 ・横浜 ・札 幌 ・名古屋

仙台 ・柏崎 ・松山 ・岡山 ・富山 ・静岡 ・浦和 ・堺

I  0222- 25- 5211 

I  052- 582- 6111 

I  0822- 43- 9111 

092- 29- 9141  

06- 401- 7935 

06- 481- 6089 

06- 328- 2640(代)

0899- 41-1439  

0720- 56- 1281 ( 代)



名 称

日 本 フ ェ ン オ ー ル

株式会社

株式会社

宮 本 消 防 設 備 商 会

ヤマト消火器株式会社

株 式 会 社 三 和 商 会

日 恵 機 材 株 式 会 社

日本ビクター株式会社

大 阪 特 機 営 業 所

株 式 会 社 日 立 製 作 所

ユニチガード株式会社

能美防災工業株式会社

|  営 業 種 目 |  所 在 地 震 話

消火栓 ・防火戸 ・排煙

本 社 105 東京都港区西新橋 1- 4 - 10 03- 503- 1641 

設備 ・非常笹報設備 ・
営業所 060 札幌市北 2 条西 4 ー1 ( 三井ピル) 011- 231- 5333 

泡ヘット ・スプリンク

550 大阪市西区立売堀北通 1 - 9 0 I  06- 538- 0231  

ラー ・自動火災報知器

感知器 ・誘導灯 ・ハロ

450 名古屋市中村区笹島町 1ー221( 三井物産内) I  052- 584- 2351  

ン高速消火装置 ・爆発 730 広島市中町 7 - 41 I  0822- 47- 4171 

抑制装置

399- 82 長野県南安曇郡盤科町大字盤科450 02637- 2913 

71<噴務 ・消火栓 ・泡 ・

炭酸ガス ・火災報知 ・ 一

避難 ・非常箸報 ・漏電 I  571 大阪府門真市元町11番11号

I  06- 908- 3738 ・5910

響報各設備及消火器

各種大小消火器 ・屋内

外消火栓設備 ・スプリ

ンクラー設備 ・ドレン

チャー設備・水噴霧消

| 火設備 ・泡消火設備 ・

炭酸ガス消火設備 ・粉

末消火設備 ・各種避難

設備 ・自動火災報知設

備 ・非常放送設備 ・漏

包嘗報設備

総 合 防 災

防火 ・排煙設備 ・制御

システム

「スモーコン」

ピクター「防災 P A J

システム

消火器 ・自動火災報知

器 ・避難設備 ・泡消火

設備

自動火災報知設備

消火設備

活線碍子洗浄装置

持軍襲撃EF5511
46C 倉区 台清江ノ北水内3 2  9  16 

803 九州 町 3

鵠i罷ii  

980 町 1 - 1 一70

950 口2 - 8 - 6

930 生町 2 ー1 - 1 3

420 黒 2 - 5 3

730 屋町 9 - 9

816 居97 (原 7 ) レマンピル)

I  550 大阪市西区江戸掘北通 2 丁目 8

115 東京都港区西新橋 1 - 2 4 - 16 (第 2 岡名ピ J レ〉

541 大阪市東区北浜 2 - 6 9  ( 汐見ビJ レ〉

543 大阪市天王寺区小橋町16 ( 大阪ビクタ ービノレ)

541 大阪市東区北浜 4 - 6 ( 日生目立ピJ レ〉

06- 976- 0701( 代)

06- 976- 7701  

03- 442- 6256(  代代(代〉)  

052- 211- 5621( {t)  

093- 57- 0238( 代

011- 721- 2205 

0222- 21- 6656 

0252- 47- 0221 

0764- 32- 0532 

0542- 82- 0111 

0822- 62- 7496 

092- 41- 4224 

I  06- 443- 2456- 9  

03- 502- 3921 

06- 231- 4608 

06- 768- 5421  

06- 203- 5781  

本 社 山 東 京 都 台 東 区 台 東 l ー 10- 3 I 時 制- 3181(代)

( エコー秋葉原ヒワレ 3  F )  

大阪支庖 564 大阪府吹田市江ノ木町24ー 32 I  削 85- 20似代〉

営 業 所 札 幌 ・横浜 ・名古屋 ・福岡

本 社 102 東京都千代田区九段南 4 - 7  - 3  I  03- 265- 0211 ( 大代〉

大阪支社 531 大阪市大淀区中津本通 1 ー 2 ( 世界長ピJ レ) I  06- 371- 9012( 代〉
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o  

詰 出 建 設 株 式 会 話

大 阪 本 庖

⑮ 550 

本 社

ｾ＠ 596 

営 業 所

大阪市西区千代崎町2丁目 25の7

電 話 06 (583) 1633- 1639番

岸 和 国 市 並 松 町 l 番 5 号

電 話 0724(39) 450 1- 4505番

和 歌 山 ・ 堺

〈寧〉

岡崎Z 業林弐舎壮大阪支1 Ft

取締役支社長 岡 村 正 義

支 社 堺 市 松 慶 大 和 川 通 3 丁 139 ノ l

T E L 堺 (0722) 38- 1181番( 大代表)

本 社 北九州市八幡 区築地町 ＱＶ ｾ 書 ｬ 号
T E L 八幡 (093)621ー 5331番( 大代表)

東京本社 東 京 都 中 央 区 八丁堀 2 丁目 6 悉 1号

八重州建物 ピノレ内

T E L 東 京 (03) 552 - 8  4  51 番

明日を築く

@ 奥柑組
取 締 役 社 長 奥 村 俊 夫

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1- 2- 3

T  E  L  (06) 621 - 1  1  0  1 大代表

支 庖 札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・名古屋 ・大 阪

広 島 ・高 松 ・北九州 ・福岡.

軍

勝対タを込株式; 令社

大 阪 支 庖

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 中之丁67番地

坂 本 ピノレ内 <!ii> 5 4 2  

2言 語 大 阪 0-6 (252) 0  9  3  6  ( 代表)

本 社 東 京 都 台 東 区 根 岸 1丁 目 2悉13号

電 話 東 京 (876) 0  111 番( 大代表)

令 土 木 建 築 設 計 施 工

株 式 会 社 金 山 工 務 庖

本 社

宅島 540  

東 京 支 庖

⑮ 103 

堺 支 庖

ｾ＠ 590  

倉 庫

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1丁 目 2

t[ t 話大阪 (06)代表 (942)5461番

東京都中央区日本橋堀留町1丁目 2

包 話 東 京 代 表 (663) 7844番

堺市中瓦町2丁87 ( 博愛ビ J レ4 階)

電 話 堺 (2 1局) 2 7 5  1 番

大阪市東区森の宮東之町522番地

屯 話 大 阪 代 表 (942) 3991 番

⑨ 株 式 会 社 能 谷 組 大 阪 支 庖

を!i> 5  3  4 大阪市都島区片町 2 丁目 10番 5 号

電 話 大 阪 (06) 352局 1 1 5 1 大代表

電信加入 523-7349 KUMAGAI GUMI  OSA  

大 洋 基 礎 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

大阪市南区11原皮肉通 3 の51 ( 麻綱ビノレ)

電 話 (06) 25 1  - 5  9  6  9  ( 代表)

③ 

前田建設工業株式会社

大阪支庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 島 田 光 富

支 庖 大 阪 市 東 区 石 町 2 丁 目 7 番 地

電 話 大 阪 (942) 1  3  0  1 番( 代表)

本 社 東京都千代田区富士見 2丁目 10番地の26号

屯 話 東 京 (265) 5  5  5  1 番( 代表)



杭 の ⑤
ベノ ト杭

アースドリ ル杭

リパースサーキュレ - y ヨン杭

丸五式セメントミルク注入

アースオ ーガー杭打工事

丸 五 基 礎 工 業 株 式 会 社

取締役会長 小 倉 大 造

取締役社長 石 島 正 裕

大 阪 市 北 区 壷 屋 町 2 丁 目 9 番 地

T  E  L  0 6 ー 3 5 8 ー 2 3 0 1  ( 代)

⑦雲を薮内工務庖

取 締 役 社 長 薮 内 豊 吉

本 社

大阪営業所

堺 営 業 所

西宮営業所

貝 塚 市 鳥 羽 1 8 3

電 話 岸 和 国 貝 塚 (0724)31- 4025( 代)

大 阪 市 西 成 区 橘 通 3 ー l

電 話 大 阪 (06) 661 - 1  167 ・883 9

堺 市 浜 寺 昭 和 町 5 - 6 2 4 の l

電 話 堺 (0 7  2  2) 6  1  - 0  2  7  5  

西 宮 市 高 松 町 5 3  

包 話 西 宮 (0798) 6  7  - 5  2  8  9  

- 求 人 広 告

求 人 広 告 |  

急、募/

設計スタッフ

若 干 名

年 令 30才まで

赤 崎 建 築 事 務 所

大阪市西区立売堀北通 1- 90

第三富士 ビノレ

電 話 o6  (5  4  1)  7  6  2  5  

新刊図 書一 建築現場技術者必携 の書

建築基礎工法と実例 25J f 会員

構造技術者及見習

構造デザインセンター

(勢う?L構造設計
，)

ｾ＠ 543 

大阪市天王寺区上本町 4丁目 1の2

T  E  L  (7  6  8)  4  4  7  5  

〔内容〕 第 1部 : 基礎篇/ 建築基礎工法の発展過程/ 基礎的調査/ 基礎構造の基本計画/ 掘削工法/ く いうち

工法/ ピヤ工法/ 泥水工法/ ケ ー ソンおよび井筒工法/ 逆打ち工法/ アンダ ー ピニ

ング工法/ 地盤改良工法

第 2部: 実例篇/ 京阪神不 動産瓦町 ビJ レ( 掘削工法) / 東洋ベアリング本社ビ J レ( くい工法) / 大阪合

同ビ J レ ( ピヤ工法) / 大和道修町ピノレ( 泥水工法) / 日生淀屋橋ピ J レ( 泥水工法) /  

大阪富国生命ビ J レ( ケ ー ソン工法) / 朝 日新聞ビノレ( 逆打ち 工法〉

第 3部: 資料篇/ 関係法令/ クイの鉛直裁荷試験基準/ その他各種基礎工法

〔申 込〕大阪市東区北浜 3- 37 (社) 日本建築協 会 電 話 03- 231- 9640
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信用み 6 技術ど伝統の

ァ' X771LトZ車専 業 大J吉

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎社

誓言矢偏面白
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881 - 3  

支 底 大阪市北区初笠町50( 堂ピル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364} 2031- 4  

倉 庫 神戸市茸合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

前 ＮＷＱ ミー悶ｾ帯

2 山 工法) 苧 ヲ q イ ト

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 (571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪出張所大阪市都島区都品中通り 2- 3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・3 1  0 4  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種) I  

( カタログ進呈)

式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ル ーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式
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岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 ( 981) 0  615 - 0  618 



空 気 筒 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

大阪電気暖房株式会社

本 社

支 唐

営 雛 所

出 張 所

株 式

会 社

取締役社長 菅 谷 健 児

東 京 ・ 名 古 座 ・ 大 阪 ・ 福 岡

給

暖

排

J令

水 ・衛

房 ・換

生

気

設計施工

大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

件 ｾｾｎｻ 円 ・空気胸和ＶＺ備・給排水衛生ＶＺ備・塗善幸ＶＺ備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 足立百十 ・ 製 作 ・ 施工

B232FZP 
株式

会 社
建材社

⑧ 

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)1535 代

出 張 所 = 札 続 仙 台 豊 田 ・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・パ ン コ ， ?  

水 道 ・ 衛 生 . ｾ愛冷房・其 ｦ 也管工事

投 書 十 並 施 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 郎 千 代 印 区 大 F 田T 2 の 8 醤地( 日本ピ J レ)

11 ，1舌 東 京 ( 270) 7  4  1  1  lIf ( 代 表 )

ＴωＧ Ｉｉ ＧｍＧ 業所キ ωｈ 市市大 ｩ 岨西 Ｔ 丁 目 Ｑｾ ｬＭｴＩｬｩｬＱｪｪＭＱピル Ｇ ＮＱＡ ＮＡｬｩ 札帆ｾ［， ＷｓＶ

a1誠意謀議~，H S l y I J 宅l ｊ ｙＳ 謀総 ｐｾｾｾｾｾ
ｉＺ ｉＺｊ怯出ｾ品所必 松 市 2  待 r  Ｙ 也前， Ｚ Ｇ Ｚｪｦ ￭Ａ｀Ｚ， ＱｾＵ

Ｑ 判山出減所 ｉｾｬ 11I 市大f J ¥ 3  8  0 の l 屯，1占 l晶l山砂: > 486

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院路設備・給排水衛生・水族館設備施工

25 斎 藤 省 三 商 底

本 1吉 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大阪支唐

京事軍支腐

ヨE 宿

営 集 所

大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

札 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福

宇 都 宮 ・ 帯 電 浜

丸ピル 6 7  6 号

電話 212(f1:) 3751

大同ピノレ 616号

電 話 443側 3361

電話 681的 1781

岡 千 葉

熊 本

空 間 設 備 の 頁

冷 暖 房 Y  各 概 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s .  . ! 畏境衛生 施 設

電 気 1 =、荷 役 選 織 機 械

厨 房 守田園田園ーす 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ・ 三 情 ピ ル

支 唐 名 古 屋 、 福 岡 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、 富 山

出 張 所 繍 浜 、 金 沢 、 鯵 問 、 高 松

φ  

空気調和段備

設計施工

衛 生 股 備

三建設備工業株求書社

大阪支l吉

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 編 般 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 、 横 浜

空 気 関 和 ・ 衛 生 設 備

。株式会社
‘ "  

-ーー 晃 空 調

本 社 本 庖 大 阪 市 北 区 富 国 町 16 番 地 理E言語 06- 363- 1371

支 庖 東 京 都千代田区神田小川町 2丁目 l 番 地 電話 0 3 - 2 9 2ー7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番地 包括 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 電 結 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電賂 0 9 2ー76- 3795

出 .;u 

須

所 富 山 ・福 井 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 怯 江

賀 工 業 株 式

A 、

Z ミ

空 気 調 和 衛 生 設 備

社

大 阪 市 西 区 土 佐 沼 通 1 丁目 1 4  電 話 441- 5171

支 腐 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 一千 葉 ・ 横 浜 ・広 島
出 張 所一 高 松 ・北九 州

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 精 畜 膏3管 制 撮 葺 告 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 回 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

湯 温 度 開 聾 装 置 、 暖 房

冷房、水道、微送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ内 3- 3- 1(新 東 京 ビ ル )

仙 台 支 J苫

名 古 屋 支1苫

電 話 ( 211) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 銘 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  
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平' " 互業株式会社@  
主主4

-← 

H差 ・冷 ! 芳 ・空 主t ｩ ｬ ｬＱ ｴ ｩ ｾｦｴｩ＠ ，¥) ，¥J 主主装置

J支 JI - 施 _l

套拘
fi!!! 高回

設計 ・施工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急 ビノレ 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表 )

東 京 都 千 代 田 区神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支J古

T  E  L  ( 441 )附 1994 _  ( 443 ) 刊0331 大 阪 di 四区江戸桝泊 2 の 2社本

空 気 調 和 ・ 恒 1昆 恒 湿 ・冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱苧エ業績給批

新日本空調株式会社

大 阪 市 南 区順 慶 町 2 - 5  0  電話 261- 2436({り

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231附

銀 座 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 庖

東京支庖

営 業 所

大 阪 市 北 区 堂 島浜通 1 - 2  5  ( 新大ヒソレ)

電話 (  06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区 日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03)  279- 5  6  7  1  (大代)

九 州 ・ 広 島 ・ 札 幌

北 陸 ・ 大 分 ・ 岡 山

大

本社・ 東京支庖

屋

村

古

海

名

東

道

設

水

施

.
ー
・
生

工

誠

衛

趨

擁

境

J

Z

山

環

計

房

生

設

工

暖冷

衛

空 気 調 和 設 備

宅 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 関

く哩堕型里コ

社

大阪市西区京 町地 l 丁目 6 2  電話(443) 8161(大代表)

名古屋市中村区水主町 l 町 1 2  電話(541)0966(551)  1655  

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2-

赤 坂 ピ ー ク ピ ル 5 附 電話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通7 丁目 l の l 屯 漏 (341) 1778 - 4386 

A

Q

一

A
式ネ来業田山

本 社

支 庖

出張所

東 洋 捜 工 業 機 式 会 極 大 阪 安 暗

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー - ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ ・ サ ッ シ - ド ア ・ シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・ 施 工

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高腿橋 5 - 4 5  ( 興銀ピ Jレ別館 )

1 1 ! 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

m 東 京 代 (901) 3  1  9  1 悉

東京都治区凶麻布 4 - 15- 23( 第 5 興 和 ピル)

屯 東 京 代 (409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

理 研

大 阪 支 底

本 社 ・工 場

⑥ 

温 湿 度 調 整 ・ 媛 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国町 2 0 番地 内 1

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 備 筋 1 - 37(天満僑北詰)

包 括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電話⑬7431- 3  

大添市打出浜 13 ー 15 包 括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

会 社

桝扱京都支底

大 阪 支 庖

空調事業部四 日 市 支 庖

大 意 営 業 所

津 営 業 所
古名庖支

3 e R震屍号leJ

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷房 設 備

ー・F電'ー....，_..、 東洋キャリ ア工業 ( 株 ) 製品販売開 ・持約工事 庖

ω 日歪盟諸問鮮

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ｅ ・ ｆ 可Ｚｾ・ ｾｉｾＺｉ

c，，，，u. 

e J 6 顎西原衛生工業所大阪底

電話大阪( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区 rt; 1t南 ilfl4丁目 11

出 張 所 = 京

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 腐

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 (351) (代 表 ) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) (代 表 ) 5  1  5  1  

支后出張所 名 古 屋 ・福岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・ 広 島

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

壬J I .

H文

邑

竜彦

長 尾 正 大

本社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪魚ビル) ( 351) 4927代

大阪営業所 ( 35 1) 4927代 サービス車業所 ( 328)  0364(-t 

東京営業所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363(-t 

ヰ土
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電 気 設 備 の 頁

社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

昆寄弓 . f: : = .LJ.I白 -

E邑 ヌL 宿本王に

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピ J レ デ ィ ン グ

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 部 蕊 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

ふ
一

A

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

ｾＺ［浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目

包 括 大 阪 (362) 8  

東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・ 福 岡

旭 川 ・神 戸 ・姫 路・高 松・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

島

社

支社・支底

営 業 所

出 張 所

本

京都営換所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高関紙五丁目 二八 番地 ';{l 活大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 四 区 内 神 田 l 丁円 4 得 I也 5 サ

支 社 JL 眺 仙 台 丸 / 内 ・名 内 出 ー術 開

出 張 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 償 j兵 . 'fP 問・ ，; ¥山

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注

.  

.  

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

電 話 大 阪 (313) 1  1  0  1  ( 大代 )

支 后 東京 ・ 名古屋・舞鶴 ・ 大阪南 ・神 戸 ・広 岳 ・九ｾＮ卜ｼ

A

Q

一

A
式

英

株

原

業

菜

エ

取 締 役 社 長

原栗

設 計 - 施 工

司'

電 気 工 事

社

工清

興

敏

凡
又事

エ

E

R

 

電

一
一
一

株 式 会 社

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大阪市城東 ｉｾ u - 江東之町 三 r 日 . li 

電 話 大 阪 (9:11 ) 代 表 7 3 4 1 -; - ;

0388 ・ 2 1  9  :l 

資 材 倉 庫 大阪市城東ri?] f iL東之町 : rn一 一 ' .'l JJlfj 大阪( 川1) 71州

奈良営業所 奈良県御所市御向通り :{ 6  () ".ti.tlif 目JJi ，庁 2 ｬｴｩ ｏ￯ ・ Ｑ Ｒ Ｚ￯ｾＩ

A

Q

一

A
式株

と
一
刈

信 骨

宅，本中

本

夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 町 5 0  (堂 ピル 7 階)

屯 ぷ ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 僑 箱 崎 町 3 丁目 2 暑地

電 ぷ ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 模 原 . !!/I . 悩 山

林代表取締役

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

支

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 白 星 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反回 6丁目 25番 11号( 福 島 ビル)

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

官E 宮舌 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 干 雲 監 ー 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

I苫

本

社電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (堂 ピ ル 三 階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 了 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市. ! ! f I . 市・高槻市・姫路

A

Q

一

A

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝

社

社

&  

本

支

営 業 所
営業所

群出号長戸斤

市神出張所

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 工 事 ・言十 装 工事 ・ 設 計 施工

ＧＣｾ＠

大 阪 市 西 区 北 明 江 上 過 1 J 円 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・ 名 古 hl . 広 仏 ・師

rt 
lfI 取締役社長

社本

本土本

支 庖

営業所 |司営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 源 川 町 1 5 m: 地

111 ｾ［Ｕ大阪 ＨＳＶＴＩ 代 Ｓ 0  5  6  

東京都港区新緒 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪商 ・札 帆 ・ 名 ｉｬｩｾ ・ ｬ 品 ｪ 11 市 松 111 .  ｩｾｬｬｩ＠

電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都1 ・草 津 ・，'iT>問 ・水 jみ ・福岡

A

Q

一

A

取締役社長

社 大本

社

A

Q

一

A
事 株 式

自日四

ふ

4・
t

r

q

工

取 締 役 社 長

藤工太 陽

東 京 支 1，1;

大 阪 市 福 島 区 上 縞 島 北 1 - ｾ＠

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代)

手土本

所
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張出

大 阪 市 此 花 区 恩 1 ' t 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代)

電力工事本部
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特許申請中・完全滑止タイル

サンヱスー

s s s  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

⑪ 
. . 司

会 誌 '11 ) 奪窯* 歳定

本 キ土 大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前」

屯 謡 大 阪 06 ( 532) 代 0 4 6 1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 番地( 住友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54  電話(702)代7814- 6  

特約代理庖・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・ 広 島 ・今治 ・福 岡

建 材 ・ そ の 他 の 頁

窓掛、 鍛帳、日際、 壁 紙 室 内 装 飾 級車毛、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

⑩ 

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

べン手しー9- -ミ〉たjレ

w  椋 式 会 社

三 幸 商 曾

ｾｬ＠
3  +  7=: 

Board&Sl ate 

E ヰ」ヲマ司 て' t : : l t ' i 韮' =' 哩里軍 E

】 ＧｐＮＮ，Ｚｲ｟Ｍ ｯｾ＠ 、古ヲー苧-

ｾ ｾＺ， ＡＡ Ｇ ［ｉ＠ ＷＡ＿ ｾ Ｑ＠ ￞ ｟ ｾＧｴ Ｇ＠
国両飴d 比与21 r. ・，' ，¥

フ タ パ 需 3阪

〈 営 業 種 目) ..司、

空 気 調 和 設 備 ‘ I I U 

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 ・ 施 工 司F

株 式 舎 社 Ｊｾｾシ
各種プラン卜設備

旧 社 名 関 西 媛房 工業 株 式 会 社

本 ヰ土 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

各種送風機・風力輸送装置

T E L :  6 7 2 - 1  2  8  1  ( 大代表)

設計・製作
営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

手口 泉 ・名 古 屋工 場

空調機器類・公害防止装置

テレ .， J ス : 本社NO. 526・7688 和 泉 工 場 : NO. 53Sト5898

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

t 竺二二

本 ネ土

内外建材株式会社

大 阪 工渇

大 阪市 西 区 江戸 掘 北 通 1 - 25(相 生 ピ ル )

T  E  L  (441  )3983- 5 ・4396

大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 ー 1 4  1  

T  E  L  (962 )  1  1  4  9  

京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T E L 0 7 5  (581 )  0 1 2 6  

京 都工 場



工場

N. G. C. 式

ZE(;2-dィト ア; フア J レ?JJ コゥ:; )販売

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施

肉外互業株式会結

工

エ

。3

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

ド ア ー ハ ン ガ ー

套32 三 高 製 作 所

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

ド ア ー• ユノサ ッ

• 

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

炉内立

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，，q -武11¥ 1異

近代建築の要求する

米 特 許

11¥俣シャ11/'/- 工業椋式会宇土大阪支庖

工

イ乍

施

ふー

製

設:

'70年 代 を リー ド す る

庖舗づくりのパイオニア

!盾舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板l

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 渡 し で奉仕する

一 ぐ会種専門司

@37臨 時 議tiz J L

干日6 大阪な空間判官翠司;「-4

(ネザミーマーケッの • 
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モルタル・コンクリー卜用

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒子 に 機 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

事 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 縦 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の 腐 蝕t . I腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 11，みi R効 力 は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

Z Z: I - o - ( セメント起泡剤) - z p a，a- 522詰杭エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン 卜 混 税l 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株式ｾＮＮＮ園陸 ｾｉＢＧＢ ーＮ・唱 ｲＮＦ
会 社 . . . . . . . . 唱 晶 圃 . 軍 司 』

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 官E
東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 1: ￬ ｾ￬＠ 市 大 田r 1  2 1 3  哩E I: IJli ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 ，c:. 市下' J ! f " 寺下遠原 宮E 福 ぬ (  34 )  7  1  1  1  

ご一 桜次第
盛 岡 営 業 所 宕 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 哩E 盛附l (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 λ: Wi dj J.!，[，J)(: 1ベ点 " '  It: 2  - 17 - 26 
カタログ進呈 します

哩E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

92 

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン
ιＮ ＧＺＱｾト ， .. 

(標 準 型)

(早 強 型)
型 枠 剥j 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

ｾ￸ ニＮＺＢ 三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮持戸 ｅｩ｢ 株式 ｾｪｴ
本 社 神 戸 di jT ｻｾ区熊内田 ｔ 2 丁目 8 8 番 地

mぷ o7  8代 表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・ 6 9  5  6  

東京営業所 持E京郎千代問灰内神岡 1 ー 12- 12 . ，ミ土代ピル

Hi:訴 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・6 1  7  7  

福山出 張所 稲 山 di 曙 町 3 - 7  8  - 2  

'0I .Ll ，f; 0 8 4 9  ( 5 3 )  2 0 2 7  



」‘-
.... 

--

社

ｾ＠
Z 玄

州議

青 株 式j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  2  4  
。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

漆

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

フ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

〉

全国有名建材l吉又は当社へ

⑧ 

ｾ新興壁材工業Ｈ株Ｉ
号F 大阪市住吉区粉浜本町 4 丁目 2 6 番地 T E L 大阪 (672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

+

，

、

，

畠

σ

・

・

す

ゾ

か

・

・

新

い

す

ぷ

・

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錨

獅

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毛見，る

② ペ イ ン ト 塗 料 に { 憂 る

④ 安 価 で 塗 り よ い

繊 維 塗 料 の

シレ3

ソレpι

q ィ5，z，

コート

塗吹

( 特長)

f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

耐両サ

イ寸イ寸温音水火

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538)2951- 5・(541)5757

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・明石・姫路・四国・中国
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒音 を完 全に追放しました. グ

・ 主 な 特 長

Ｑ Ｎ ネジ込力を杭 抑 込力に変えるので。完全無 ｪ｡ｾＡ ｛ｦＩ ｊ 無騒音です 。

2. 根 入 長 さ が 長 〈 安 定 し た 支 持 杭 が 施 工 出 来 ま す。

3. ス ラ イ ム の 沈 柏 は あ り ま せ ん。

4 .完 全 に 支 持 層 に 岩 新 さ せ る の で 大 き な 支 持 力 が 期 待 出 来 ま す。

5. 何 米 で も ヤ 卜 イ 杭 で . ｾＺ内められ地下主のある建築に最適です 。

ｾ株式害事主誌智工務開
. 本 社 大 阪 di u-[ Iベ山;1鰭 怖 2 の 20( ，同胞新ピル) T  E  L 大 l仮 ( 202 )3233 ( i ¥: )  

. 名 古 屋 支 I苫 ｾＢｬｩｊ＠ .  .，{dj 小 1，>(銚 1 - 3 - 2 ( 削 減 ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 11，¥1刈 di ，IJUti. 1 ー 15 - 33( 羽r; " 倒 防 ビ ル )

・ 営 業 所 w.: ，.;(. ｉｾ ｊｴ＠ I判・山山 ・1ム 肋 ・ 熊 本 IIl!. ｾＢ，，Ａ［，｜＠ ・ 工 場 大阪 ・ ｾＧｉｉ ｟ ｩｊ Ｑｻ鹿児Ａ［ゐ

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

女 然 え な い
オリエンタルメタル (0. P. M)  

不 燃 ( 個 ) t  068号

わ れ な い

傍 ら な い

カ タ ロ グ 御 申 付 下 さ い。

本

品 種 オリエンタルスーパーメタル (5. P. M)  

不 燃 ( 佃 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル (C. 5. P. M)  

t皮 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

加 工 品 種 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

オリ工Uヲルメヲル製造株式会主t

社 兵周1 ｾｾ尼崎市昭 和 南巡り Ｓ - 26松本ピノレ 位 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 議 長 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 氾 話 蕨 ( 42 )  3115- 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  m話 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 J吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 来 電 話 八1幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支1苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24t符 2 中 経 ピ J レ 包 括 名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4



全く新しい床タイルてす

ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩 ビ の他 に 最 近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た I，lii 期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高 級 な 質感、 すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 開 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

［ＮＧＱ ｾＮＮＨ� ι＠

ー星 ピサロンは、材料だけの販売 はいたしません。

責 任施 工 の 出来 る協組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

星 ピサロ ンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松町の超高層世界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付けられたものです。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉 ｴＺｾ日こ ｳ
製 造 元= 田 島 応用 化 工 株 式 会 社

女規 約 = 333. 3 X 333. 3 X 2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X 3 切 9 枚 / m'  

* 色 数 = 22色

育制li 桁 = 2 弘 J平，' ，，'， 1，200円 / m'  (300m' 以上)

3 引 j平品 1，800円 / m'  (300m' 以上)

小部屋拘J !¥'9 . 階段4 0 %高

東京/ 東京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の，1  

電路 ( 866)  6  ， 0  ， 

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電路 ( 441 )  5  9  5  1  
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

サニ;，.z...，

立 制 ｾ二噌・ Ｍｋｅ ， ｳ｡
. 本品は特に各部品の材料を H今味し、表面が針i

びないようポンデライジング加工を施した上

に防錆塗 装 をしておリます。

・焼イ寸塗装仕上製品の他に、他の持出し吊の腕

部 ( 吊込後 III¥から露出する部分) に s U  S  27 

(18. 8) ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります。

・回転部分にナイロンベアリング及びスラスト

ベアリングをほ入してあります。

. 7] 11製の設計製作をも歓迎童文します。

l' 

- 弊 社 製 立 枠 イ 寸

ピ ポ ッ トヒ ン ジ

は; ・ー

実 用 新 案 登 録

第 517316号 の

:rr.ヰ苧 tこは: イ可 Iv ら

イ 忌 触 致 し て お η

ません 。

只
〉

民
一
》

只
〉

本社 大阪市生野区巽矢柄町 151 f i ( 06 ) 75 1- 3653- 5/ 東京出張所 東京都墨 田区本所2 ー 11 ー 11 f i ( 03 ) 623 - 7677 

仁:1正』匹目|

J 型

暖 房 ・ 給 湯 用

30，000- 600，000( Kcal/ h) 

〈特許)I.C全自動操作盤

立形・横形 / 中圧用・低圧用

ガス・灯油・ A 重 油 焚

A 株式会社= 車 目 出 信 号

大 阪 0 6 ( 4 7 4 ) 3 4 4 1 (代 )

名 古 屋 052 (881 ) 2228( 代)

仙 台 0222 (61 )  7870 福 岡 092 (41 )  9415( 代)

松 山 0899( 45) 3957 広 島 0822 ( 28) 6282

※ ご一報下さし、。 カ タ ロ ク を お i主主りいたします 。

. ご入会のお申込は・ヰ封軍法人 日本建築協 会 〒 541 大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪(06)231 ・9648 ・9649 .  9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 400円 ( 送料共)


